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香川県教育委員会では,四 国横断自動車道や高松東道路の建設などの大規模開発に伴う埋蔵文化財の

発掘調査と,それに伴う出土品の整理及び発掘調査報告書作成の業務を,財団法人香川県埋蔵文化財調

査センターに委託して実施しております。

このたび,「高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊」として刊行いたしますのは,高

松市多肥上町及び多肥下町にあります高松桜井高等学校の新設工事に伴い,平成 4年度から6年度にか

けて調査を行いました多肥松林遺跡についてであります。

この遺跡の調査では,縄文時代晩期から中世にかけての多くの遺構 。遺物が出土しておりますが,そ

のなかでも,弥生時代中期の川跡から検出した大量の土器及び木製品は,本県においては出土例の少な

いものであります。特に,大量の木製品は,当時の日常生活 。文化を鮮やかによみがえらせるものであ

り,貴重なものと考えております。

本報告書が香川県の歴史を考える資料として広 く活用されますとともに,埋蔵文化財に対する理解と

関心を深められるものとなれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から報告書の刊行に至るまでの間,香川県土本部高松土木事務所及び

関係諸機関並びに地元関係各位に多大な御協力をいただきました。ここに深く感謝申し上げますととも

に,今後ともよろしくご支援賜りますようお願い申しあげます。

平成11年 3月

香川県教育委員会

教育長 金森越哉



例   言

1.本報告書は,高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告の第 1冊で,香川県高松市多肥上町及び

多肥下町に所在する多肥松林遺跡 (た ひまつばやしいせき)の報告を収録 した。

2.発掘調査は,香川県教育委員会から委託され,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当

者として実施 した。

3.発掘調査の期間及び担当は以下の通 りである。

予備調査期間 平成 5年 2月 , 3月

担当 真下拓也,宮崎哲治,藤本和貴

本調査 期間 平成 5年 4月 26日 ～平成 8年 9月 31日

担当 土佐修治,中川芳和,真下拓也,山下平重,宮崎哲治,井原靖子,陶山仁美

4.調査にあたつて,下記の関係諸機関の協力を得た。記 して謝意を表 したい。 (順不同,敬称略)

香川県土木部高松土木事務所,同建築課,高松市教育委員会,地元自治会

5。 本報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施 した。

本報告書の執筆,編集は山下平重が担当した。

6.本報告書の作成にあたつては,下記の方々に御教示を得た。記 して謝意を表 したい。 (順不同,敬

称略)

香川大学教育学部 谷山穣,岡 山市教育委員会 扇崎由 安川満,0徳島県埋蔵文化財センター 植地

岳彦,0高知県文化財団埋蔵文化財センター 筒井三菜,高松市教育委員会 山元敏裕,高松市歴史資

料館 川畑聰,出土木器研究会参加者

7.本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高はTo P.を基準 としている。

また,遺構は下記の略号により表示 している。

SA 柵列     SB 掘立柱建物跡  SD 溝状遺構  SE 井戸

SH 竪穴住居跡  SK 土坑      SP 柱穴    SX 不明遺構

SR り|1跡

8。 石器実測図中の網目は摩滅痕を,輪郭線の回りの点線は潰れ痕,実線は磨滅痕及び研磨痕,多数の

点による表現は自然面をそれぞれ表す。剥離面の風化の程度が違う場合,新 しい剥離面は黒丸で,古

い剥離面は白丸で表現 している。なお,現代の折損は濃 く黒で潰している。また,石器石材について

特に記載が無い場合はサヌカイ ト製である。



9。 木器の実測図において, 1点鎖線は炭化 した部分の輪郭をしめし,炭化部分は矢印で示す。また断

面図周 りでは,波線は樹皮の範囲,実線は皮剥面,破線は割面を示 している。また断面図内の線は年

輪を模式的に示 したものである。なお木器の名称については基本的に下記文献に従った。

奈良国立文化財研究所『木器集成図録 近畿原始編』1993

lo。 遺物量の表記については,概ねコンテナは28リ ットル入 りのもので表 し,袋は20cm× 30cmの袋で表

している。

11.遺構断面図の水平線上の数値は,水平線の標高値 (単位m)である。

12.挿図の一部に国土地理院地形図 高松南部 (1/25,000)及 び高松市都市計画図 (1/2,500)を 使用 し

た。

13.本遺跡の報告にあたつては,下記の機関に分析を委託 した。

樹種同定,花粉分析    パリノ・サーヴェイ株式会社

プラント・オパール分析  株式会社古環境研究所

14。 一部の石材の鑑定は,香川大学教育学部教授 谷山穣氏に依頼 した。

15。 本書では,隣接 して高松市教育委員会が調査 した日暮 。松林遺跡の成果を参考にしている。この成

果は以下の報告書で参照 している。文中において日暮 。松林遺跡の事例を引用 した場合は,すべてこ

の報告書の記載からのものであり,文中ではその都度引用元にはふれない。また,日 暮 。松林遺跡に

続 く遺構の挿図の作成にあたつては,高松市教育委員会作成の航空図面を使用 した。

高松市教育委員会『高松市埋蔵文化財調査報告第34集 都市計画道路福岡多肥上町線建設に伴 う埋

蔵文化財発掘調査報告書 日暮 。松林遺跡』1997.3

16.付図には予備調査時の トレンチ位置及び遺構検出時の遺構平面形を合わせて掲載 しているが,不十

分な測量体制での調査のため,その位置の精度はあまり高 くないことをお断りしてお く。

17 土器観察表の中の色調は,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色表

監修『新版標準土色帖1992年版』を使用 して表す。また,残存率は遺物の図化部分にしめる実物の割

合であり,完形品に対する割合ではない。
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畑区 S K02・ S D17 北西から

Ⅲ区 S K02 南から

Ⅲ区 S X02 北から

東②区S H01 西から

Vtt S B01 北から

V tt S B03西 から

I ttS D01土 器出土状況 西から

S D07(Ⅵ 区S D03)断面 北から

S D07(Ⅲ 区)断面 北東から

S D07(Ⅲ区)土器出土状況 南東から

S D07(畑 区)全景 南東から

Ⅸ区 S D02 北東から

Ⅸ区 S D02断面 南西から

測区 S K06 西から

Ⅲ区 S D13断面 南から

A3区 ピット群 東から

B2区 S B01 北から

Ⅲ区 S K01 北西から

Ⅱ区 S E01 北から

Ⅲ区 S D03 北から

畑区 S D01～ 06 1ヒから

Ⅸ区 S B02・ 03 Jヒから

V ttS K02断面 南西から

V tt S D03断 面 南から

Ⅶ区S D01東 から

Ⅸ区 S D01断面 北から

東①区S D01 東から

東①区S D01断面 西から

I区 ピット列及び小溝群 南から

X区 ピット列 南から

Ⅶ区 S K01断面 東から

Ⅶ区 S K02断面 南から

西④区 S D01・ 02 南から



図版58 A3区 S D02付近断面 北から

V ttS D02 北から

図版59 A4区 S X01 東から

図版60～ 104 土器写真

図版104 弥生土器鉢把手

図版105 突帯文土器

図版106 緑釉陶器

図版107・ 108 中国産白磁

図版 109。 110 中国産青磁

図版111～ H4 土製紡錘車

図版H5 石鏃

図版116 石槍

図版H7 石錐

図版118～ 122 打製石庖丁(1)～ (5)

図版123～ 125 打製石斧(1)～ (3)

図版125～ 127 スクレイパー(1)～ (3)

図版128～ 130 楔形石器(1)～ (3)

図版131 石核

図版132 その他の石器

図版133 磨製石庖丁,大型蛤刃石斧

図版134 扁平片刃石斧

図版135 柱状片刃石斧,扁平片刃石斧

図版136 砥石

図版137～ 142 磨減ある石器

図版143 金属器,木器

図版144～ 167 木器

図版167 編物

図版168 植物珪酸体 (プ ラント・オパール)の顕微鏡写真

図版 169。 170 花粉化石(1)・ (2)

図版171～ 180 木材(1)～ 00



第 1章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経過

高松市内の高校新設 (高松桜井高等学校)における埋蔵文化財保護については,平成 4年 9月 香川県

教育委員会が建設予定地である高松市多肥上町 。多肥下町において試掘調査を実施 し,遺構,遺物を確

認 したため,校舎等の建設に当たっては埋蔵文化財の保護措置が必要となった。

高校建設予定地は約45,000ぽ と大面積のため,保護措置を立案するためには全域の埋蔵文化財の包蔵

状況を把握する必要が生 じ,香川県教育委員会は平成 4年 12月 ,建設予定地全域を対象とした予備調査

を財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託 した。

平成 5年 2～ 3月 に約2,250ピ の予備調査を実施 した結果,予定地中央に弥生時代の土器や木製品を

多 く包含 した自然河川が確認され,さ らに河川の両側の微高地には密集度に差はありながらも全域に遺

構が存在することが明らかとなった。

この予備調査結果に基づき県教育委員会高校新設準備室と協議を行い,遺構面より下に掘削が及ぶ工

事箇所については発掘調査を実施することとなり,発掘調査が必要とみられる箇所の総面積は約18,000

ピと推定された。平成 5年度に,こ の部分の本調査が香川県教育委員会から財団法人香川県埋蔵文化財

調査センターに委託された。

第 2節 調査の経過

調査の経過

本調査は平成 5年度から着手 したが,調査に先立ち調査位置 。工程等について校舎等の建設を担当す

る県土本部建築課及び造成工事を担当する県土木部高松土木事務所 と協議を開始したが,年度当初には

調査対象となる校舎等の位置や規模が確定 していなかったため,ほぼ位置が定まっていた用地西佃1の水

路予定地からとりあえず調査を行うこととし,平成 5年 4月 26日 より調査を開始 した。

全体の調査位置 。工程等についてはさらに協議を繰 り返 し,管理棟 。校舎 。体育館や造成工事に伴う

水路 。暗渠排水路については平成 5年度中に調査を終え,工事着工が遅いプール・自転車置場部分につ

いては次年度調査 ということで協議が整った。その後,数回設計変更等に伴い調査位置や工程を変更 し

ながら調査を進めていつた。平成 5年度の調査体制は 2班を編成 したが,前述のように年度当初に調査

位置が確定 していなかったため,も う一つの班が発掘調査に着手できたのは6月 であつた。このような

ことから,平成 5年度の調査面積は14,010ぽ となった。また,本体工事の方もこの年度途中から開始と

なり,排土置き場の確保や,作業ヤー ドの確保の調整に困難を伴うこととならた。

平成 6年度の調査については,平成 6年 4月 4日 ,関係各課と工程調整を行った。本年度の調査対象

地は北校舎の一部とプール予定地及び自転車置場予定地ならびに未退去家屋部分の水路 。暗渠排水路予

定地で,調査面積は3,590ぽである。工程はプール予定地等が 4月 初旬から6月 中旬まで,自 転車置場

予定地が 6月 中旬から8月 初旬まで,未退去家屋部分が 8月 中旬に調査を行うことで協議が整い, 4月

5日 から調査を再開した。調査の体制は 1班編成である。
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北校舎の一部・プール予定地 。自転車置場予定地の調査は予定どおりに進行 したが,家屋撤去が予定

より遅れ8月 中旬 となったため,こ の地区は当初計画の 8月 に終了できないことになった。このため 8

月 3～ 12日 は9月 以降に調査実施予定であった,新設高校用地の南隣の高松土木事務所新設用地の調査

の一部を先に行い, 8月 16日 より家屋撤去部分の調査を開始 した。この調査が 9月 6日 に終了したこと

で, 3カ 年度にわたる本遺跡の調査は完了した。

整理作業は,平成 8年 10月 1日 から開始 し, 2年間の期間をかけて平成10年 9月 30日 に終了した。整

理作業の概要は,平成 8。 9。 10年度の当センター年報
*1で

,幸艮告済あるいは報告予定である。当初よ

り整理作業員 8名の体制で整理作業を行ったが,遺物が大量であることと実沢1作業に時間がかかる遺物

が多かったことから,進捗は困難な状況が続 く結果となった。

2 発掘調査及び整理作業の体制

第 1・ 2表のとお り。

なお,調査に携わった方々は以下のとおりである。

調査補助員

現場整理作業員

現場事務員

普通作業員

軽作業員

田村久雄

野田俊子,小笠原千恵子

大嶋見芳子

大森正智,尾崎信明,乙武孝男,柏原巧,國宗敏一,久保重男,篠原密夫,高木基博 ,

高橋昭二,竹内保男,細谷祐義,本田昌男,丸川正則,三谷守彦,三村旺,宮武吉栄 ,

宮本壽,森井和夫,山下静雄,横井等

石川悦子,大林チエ子,乙武文江,川 田サワミ,久保キミ子,鍬島美智子,小林己代

子,佐々木恵美子,佐々木絹子,佐藤紀江,十河恵子,高橋豊子,田 中キヨ,中村八

重子,林栄子,林テル子,樋ロヤス子,平田圭子,藤井サヨ子,村尾文栄,森本シゲ

子,山 内ウメ子,山下千代子,山下初代,山下ヒロ子,山地フジ子,山 田君子,脇千

代枝

整理作業に携わった方々は以下のとおりである。

整理員

整理補助員

整理作業員

葛西薫

西山佳代子,三谷和子,小林里美,赤熊久子

多田羅美千子,磯崎泰子,太田潤子,高橋あゆみ,宮本房枝,満岡稔恵,真鍋穂

*1 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報平成8年度』1997

『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報平成9年度』1998

『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報平成10年度』1999
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香川県教育委員会文化行政課

平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度

総括

総務

埋蔵

文化

財

長

幹

佐

長

南長

課

主

課

係

中村  仁

菅原 良弘

小原 克己

宮内 憲生

(～ 5。 31)

源田 和幸

(6。 1～ )

櫻木 新士

石川恵三子

係

主

主

事

事

長

師

師

技

技

任

任

係

主

主

藤好 史郎

國木 健司

北山健一郎

甫長

課

主

課

係

主

長 中村  仁

幹 菅原 良弘

佐 小原 克己

長 源田 和幸

事 櫻木 新士

事 石川恵三子

(～ 5。 31)

事 藤原 和子

(6.1～ )

主

任

任

係

主

主

技

技

長

師

師

藤好

國木

森下

郎

司

治

史

健

英

長
　
　
任

課

主

課

係

主

長 高木  尚

幹 小原 克己

補 佐 高木 一義

長 源田 和幸

主 事 櫻木 新士

(～5.31)

査 星加 宏明

(6。 1～ )

事 藤原 和子

(～5.31)

事 高倉 秀子

(6.1～ )

長 藤好 史郎

技 自雨 國木 健司

技 師 森下 英治

任

任

係

主

主

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括

総務

調査

所    長 松本 豊胤

次    長 市原 敏則

係長 (事務) 土井 茂樹

係長 (土木)今 田  修

主 任 主 事 斎藤 政好

事

長

師

師

技

技

任

任

参

係

主

主

糸目 末夫

大山 真充

真下 拓也

宮崎 哲治

所    長

次    長

係長 (事務 )

係長 (土木)

係長 (土木)

松本 豊胤

真鍋 隆幸

土井 茂樹

今田  修

(～ 5。 31)

上林 和明

(6.1～ )

斎藤 政好

(～ 5.31)

西村 厚二

(6.1～ )

糸目 末夫

大山 真充

土佐 修治

真下 拓也

山下 平重

宮崎 哲治

井原 靖子

陶山 仁美

事

任 事

参 事

係    長

文化財専門員

主 任 技 師

主 任 技 師

主 任 技 師

調 査 技 術 員

調 査 技 術 員

事

所

次

参

係

長 松本 豊胤

長 真鍋 隆幸

(土木)別 枝 義昭

長 土井 茂樹

(～ 5。 31)

長 前田 和也

(6.1～ )

査 西村 厚二

係

参 事 糸目 末夫

大山 真充

中川 芳和

宮崎 哲治

荒川 靖子

係    長

文化財専門員

主 任 技 師

調 査 技 術 員

第 1表 発掘調査の体制
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香川県教育委員会文化行政課

平成 8年度 平成 9年度 平成10年度

総括

総務

埋蔵

文化

財

課

課

課

副

係

主

主

長

長 補 佐

長 補 佐

主  幹

長

査

事

事

藤原 章夫

高木 一義

北原  和不J

渡部 明夫

山崎  隆

星加 宏明

國方 秀子

(～ 5.31)

打越 和美

(6。 1～ )

文化財専門員 木下 晴一

技    師 塩崎 誠司

菅原 良弘

北原  和不U

渡部 明夫

山崎  隆

星加 宏明

(～ 5。 31)

松村 崇史

(6.1～ )

打越 和美

文化財専門員 木下 晴一

技    師 塩崎 誠司

長

佐

幹

　

長

査

調
主

課

課

副

　

係

主

事主

係

課    長

課 長 補 佐

副  主  幹

副主幹兼係長

係    長

小原 克己

ゴヒ原  和不U

渡部 明夫

西村  隆史

山崎  隆

(～ 5.31)

中本寸 禎伸

(6.1～ )

三宅 陽子

(6.1～ )

松村 崇史

打越 和美

(～ 5。 31)

西村 尋文

塩崎 誠司

長

査

査

事

主

主

長

師技任

係

主

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括

総務

調査

所    長 大森 忠彦

次    長 小野 善範

参事 (土木)別 枝 義昭

係長 (事務)前 田 和也

主 任 主 事 西り|1 大

主任文化財専「1員 廣瀬 常雄

文化財専門員 山下 平重

所    長 大森 忠彦

次    長 小野 善範

参事 (土木)別 枝 義昭

副主幹兼係長 田中 秀文

(6.1～ )

係    長 前田 和也

(～ 5。 31)

主    事 佐々木隆司

主任文化財専「]員 廣瀬 常雄

文化財専門員 山下 平重

所    長 菅原 良弘

次    長 小野 善範

参事 (土木) 別枝 義昭

副主幹兼係長 田中 秀文

主    査 長尾寿江子

(6.1～ )

主    事 佐々木隆司

(～ 5。 31)

主任文化財専「1員 廣瀬 常雄

文化財専門員 北山健一郎

文化財専門員 山下 平重

第 2表 整理作業の体制
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境

多肥松林遺跡は高松平野の南よりの平地に位置し,調査前は水田地帯であった。調査地は概ね平坦で

あるが,調査地中央は旧河川の低地部分がある。また,調査地内及び調査地すぐ南佃1に は「出水」と呼

ばれる湧水池があり,調査区中央の低地に関連するものと言える。

第 2節 歴史的環境

近年,当遺跡近辺では,発掘調査が相次いでいる。ここでは,歴史的環境の記述はそれらの調査の報

告書に譲 りたい。最近刊行された報告書 としては,当遺跡の東側隣接で調査が行われた日暮 。松林遺跡

の報告書,高松市教育委員会『都市計画道路福岡多肥上町線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 日

暮松林遺跡』1997や ,当 センター編集の『空港跡地遺跡整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告第 1冊

空港跡地遺跡 I』 1996 などがあげられる。ここでは,こ れらの幸長告書干J行以後及び報告書作成時期に

調査の行われていた当遺跡周囲の調査の概要を紹介するにとどめたい。

多肥松林遺跡では,こ の報告書で報告する調査区の南側で平成 6年度 (高松土木事務所関係 )*1と 平

成 9年度 (県道関係)*2に 調査が行われている。平成 6年度調査区は当報告調査区の南佃1隣接地で,連

続関係は明らかではないが,川跡から平安時代の墨書土器がまとまって出土 している。当調査区で多量

に出土 した斎串などとの関連が考えられよう。平成 9年度調査区は平成 6年度調査区の南側隣接地で
,

弥生時代後期の小規模な堰状遺構及び平安時代後半の建物群を検出している。

また平成 9年度調査地から東へ約400m離れたところが,多肥宮尻遺跡である。同じく平成 9年度に

調査
*3を

行っている。縄文時代及び弥生時代の川跡が見つかつており,弥生時代の川跡からは,前期の

広鍬及びその未製品や後期の曲柄平鍬が出土 している。

空港跡地遺跡では,跡地西端部で香川大学工学部の新設に伴い,平成 8。 9年度に調査が行われてい

る。平成 3年度に調査 した弥生時代前期後葉の川跡の延長が検出されている。

当調査地西側隣接でも松林遺跡の調査*4が
行われている。弥生時代中期の大規模な地震に伴 う墳礫が

検出されている。

*1 香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター・香川県土本部『高松土木事務所新設事業に伴う埋蔵

文化財発掘調査概報 多肥松林遺跡 平成 6年度』1995

*2 香川県教育委員会 。財団法人香川県埋蔵文化財調査センター「多肥松林遺跡」『県道 。河川関係埋蔵文化財発掘調査

概報 平成 9年度』1998

*3 香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター「多肥宮尻遣跡」『県道 。河川関係埋蔵文化財発掘調査

概報 平成 9年度』1998

*4 高松市教育委員会『高松市埋蔵文化財調査報告第31集 香川県立高松桜井高校周辺通学路建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書 松林遺跡』1996
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の方法

調査工程及び調査対象範囲 (構造物により遺構に影響が及ぶ範囲に調査を絞ったため,複雑な平面形

の調査区になっている)に従って,第 4図のように調査区を設定 した。この報告では,調査区は○○区

というように表現し,遺構名の一部にも使用している。このうち,Ⅲ区,畑区及び西水路④区は平成 6

年度に調査を行い,他は平成 5年度に調査を行った。なおこれ以降は,東水路①区,西水路①区及び暗

渠Al区などについては,東①区,西①区,Al区などと簡略して報告することとする。また調査地全

体は,高校の建設工事の基準線に沿う20m四方の小区画 (第 4図参照)を 設定して,調査に使用した。

小区画名はアルファベットと数字で表し,こ の報告ではたとえばH9区画というように表現する。各遺

構の報告では,遺構の位置をこの小区画名で表現している。また遺物の取り上げ等にもこのガヽ区画名を

適宜使用した。なお,予備調査 トレンチの位置は,第 5図のとおりである。予備調査 トレンチは,報告

中では○OTr。 と表現している。

調査時の測量については,平面図は主にヘリコプターによる航空写真測量で作成し,一部の平面図と

断面図のすべては手書きで作成した。

第 2節 土層序
調査区中央の川跡から東側では,概ね同じような土層の堆積が見られる。後世の削平をあまり受けて

いないと考えられる部分では黒褐色系粘質土の基盤層となっており,削平を受けているところではこの

下層の黄色系粘質土で遺構が検出される。川跡の西側はやや複雑で,部分的には,特に調査区西南部で

は川跡東側と同様,基盤層が黄色系粘質土であるが,調査区北東部では洪水堆積層と考えられる厚い砂

層が遺物包含層としてみられたり,砂礫層の基盤層となっているところが多い。洪水堆積層と考えられ

る厚い砂の砂層の堆積が見られる部分では複数の遺構面がみられ,特に西水路調査区で顕著である。な

かでも西②区では,第 3遺構面まで存在する。

調査区中央の川跡は弥生時代中期に停水してから本格的な埋没が始まるが,こ の川跡埋土上面に遺構

が見られるのは平安時代後半以降である。しかしながら,こ の川跡は完全には埋没せず,現在でも微凹

地として残っている。
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第 5図 予備調査トレンチ位置図 (1/1,250)



第 3節 遺構 0退

縄文時代晩期

川跡

西②区S R101(第 6, 7図 )

B10～ B12区画に位置する。第 3遺構面で検

出した。幅約15mで ,深さは検出面から0.9m

である。南西から北東へ流れるものと考えられ

る。第 3遺構面より上層に堆積 している土層は
,

弥生前期中葉頃の土器を出土する溝跡 S D01に

壊されていることから, S R101は 確実に弥生

前期中葉以前 と考えられる。遺物は最下層の黒

色粘土から,縄文土器の小片が数点出土 した。

lは浅鉢底部と思われる。 2は砂岩製の磨石で

ある。

この流路の延長は今回の調査では,追求でき

なかった。畑区D8・ D9区画でやはり縄文土

器 (第 8図 )が出土 していることから,そのま

ま北東方向へのびている可能性がある。

なお,こ こで S R101よ り上層の埋土から出

土 した土器を一緒に掲載 してお く。 3は弥生時

代前期の壺で,確実ではないが遺物ラベルから

判断すると11層 あるいは12層付近から出土 した

可能性があるものである。 4～ 6は弥生時代中

期の土器で, 1層から出土 した。 7～ 15は より

上層から出土 した土器及び出土層位が不明な土

器である。7～ 12は 弥生時代中期の土器である。

13は 土製紡錘車である。14。 15は 土師器である。

16は 1層 から出土 した石鏃である。17～ 20は よ

り上層から出土 した石鏃及びスクレイパーであ

る。

包含層出土の土器 (第 8図 )

突帯文土器の小片が数点出土している。包含

層出土のものをここで掲載する。遺構出土のも

のについては各遺構のところで掲載する。この

中には,弥生時代前期の可能性が高いものもあ
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るが,ま とめて報告する。21・ 22は先述した畑区で出土し

たものである。23・ 24は西①区で出土したものである。25

～28は西②区で出土したものである。29～ 31は西③区で出

土したものである。

2 弥生時代前期

ここ鶴 川跡出土の土器を除いて報告丸 川

‖〕去
、 囃 I蔓琶下の弥生時代前期の土器については,弥生時代中期の川

ところで報告する。

溝跡

Ⅵ区 S D060 X区 S D03(第 9図 )

F9区画～D10区画に位置する。Ⅵ区部分では後世

の削平により残存状況は悪いが,Ⅲ 区では削平を受け

ているものの,かなり深い溝となっている。底面の標

高は全体にほとんど変わらない。弥生時代中期の土器

を出土する測区 。畑区S D08よ り古い。また調査時に

は弥生時代前期中葉頃の S D01よ りも古いとしていた

が,Ⅲ 区す ぐ西側で調査 した予備調査の12Tr。 では
,

その延長が確認できないことから, S D01に合流する

可能性が大きいと考え, S D01と 同じ弥生時代前期中

葉とする。遺物はⅥ区部分から弥生時代後期の高杯32

が出土しているが,他の遺構との関係からこの溝が弥

生時代前期と考えられることから,こ れは後世に混入

したものと考える。

肉一ｍ
２

１１
＝
――
＝
＝
Ｈ
″判

ヽ

ぃ

一

0     5cm

―

21.2

断面②

-6
I「

~7

8

0     5cm

―

第9図
設不∬聖1窯鷺潟

03断面図(1わω

S D01(測 。西②区,第 10。 11図 )

E10。 D10～ B9区画に位置する。埋土は大きく2層 に分かれる。下層はわずかな流水による堆積層

や基盤層の崩落による堆積が見 られるが,上層はかなり均質な細砂 となっている。

33～ 66は埋土から出土 した土器である。時期は概ね弥生時代前期中葉である。上層及び下層に分けて

取 り上げているが,時期差は考えられないことからまとめて図示する。出土層位については観察表を参

照されたい。

67は石鏃である。68は石錐である。69はスクレイパーである。70。 71は楔形石器である。

西③区S Dll(第 12図 )

C4区画に位置する。第 2遺構面で検出した。遺物は出土していない。調査区東端で一部検出しただ

けであり,全体の規模は不明である。弥生時代中期の包含層より下層にあるため,当時期と考える。

P口9

第 8図 包含層出土の土器 (1/4)

1.茶褐色混細砂粘質土
2.淡茶褐色細砂粘質土
3.黄白色細砂
4.淡茶灰色細砂
5.淡茶灰色混細砂粘質土
6.黒褐色粘土
7.茶灰色粘土
8.明黄色粘土

0         1m

南
==、ごLジ争豊断面①
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南西 ==

0         1m

淡茶褐色細砂 (Mn少 し)

9  10

8.1.

2.

3.

4.
5.

6.

7.

淡灰褐色細砂
茶灰色細砂 (明黄色粘土ブロック少し含む) 9.
淡茶灰色細砂               10.
明黄色粘土 (3が少し混じる)       A.
暗灰褐色粘土               B.
暗灰茶色細砂 (明黄色粘土ブロック少し含む)C.

D.

南西
―

6  12

1.淡茶褐色細砂 (Mn少 し)

2.茶褐色細砂
3.淡茶灰色細砂 (明黄色粘土 ブロックを少し含む)

4.茶灰色細砂 (

5.淡茶灰色細砂 (

6.暗灰茶色細砂
7.暗灰茶色細砂 (明黄色粘土、暗灰褐色粘土ブロックを少 し含む)

8.濁茶灰色混細砂粘質土
9。 暗灰茶色混細砂粘質土 (明黄色粘土ブロックを含む)

10.濁 茶灰色細砂 (明黄色粘土ブロックを少し含む)

H.濁灰色混細砂粘質土 (シ ル ト質)

12.濁 灰色混細砂粘質土 (11よ り細砂が多い)

也
『

――
自
Ｈ
Ｈ
ｕ
＝

砥

い

ぃ

―‐

＝

＝

＝
＝
＝
―１

４５

ｒ

『

||||

鱚
1`   43

濁灰褐色混細砂粘質土
(暗灰褐色粘土をブロックで含む)

淡茶灰色細砂 (明 黄色粘土ブロックを少し含む)

濁灰色混細砂粘質土 (     ク
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 44                 1

第10図  SD01断面図 (1/50)及び出土土器(1)(1/4)
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第11図  SD01出土土器(2)(1/4)及 び石器 (1/2)
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西③④区S D12008(第 13図 )

B6区画に位置する。第 2遺構面で検

出した。遺物は出土 していない。平面実

測図が作成できていないため,全体の規

模はやや不正確であるが,写真から復元

すると幅約 2m程度である。B6区画で

屈曲し,B7区 画へ南北方向で伸びるも 1.

のと考えられる。ただ,B7区 画南半で 3.

は,その延長と考えられる南北方向の溝 :!
跡はないが,埋土等から考えれば,東西 91

方向の S D08が延長と考えられる。ただ, 8.

S D08は ,平面実測図が無いため,正確

な方向は不明である。弥生時代中期の包含層

2       20.8

茶灰色細砂
淡茶褐色細砂
濁黄茶色混細砂粘土 (Fe多 い)

黒褐色粘土 (灰色細砂がスジ状に入る)

淡茶褐色粘土 (灰色細砂がスジ状に入る、

第12図 西③区SDll断面図(1/50)

より下層と考えられるため,当時期と考える。

骨信:僣需;』I笙
十L多→〕][員[をif:」  →

(上面は、Fcの 沈着で黄褐色を呈する)

仁TT計___Jm
基盤層 )

3 弥生時代中期

弥生時代の建物跡については
,

時期を決定できる証拠があまり

多 くないので,柱穴から弥生時

代後期の土器が出土するなど弥

生時代後期 と考えられる建物跡

以外は,川跡から大量の弥生時

代中期の土器が出土 したことを

考えて,一応弥生時代中期のも

のとして幸艮告する。

北    _

1.暗灰色粘質土 (耕作土)          7.
2.黄褐色粘質±               8.
3.茶灰色細砂 (上面はFeの沈着で黄褐色を呈する)9.
4.淡茶灰色細砂 (3よ リシルト質)       10.
5.淡茶褐色細砂               11.
6。 淡黄白色混細砂粘土 (Fc少 し含む)     12.

淡黒褐色粘土 (弥生土器片を少量含む)

濁黄色粘土 (地 山)

茶灰色中～粗砂
茶黄色細～中砂
明黄色粘土

淡黄褐色混細砂粘土 (Fe,Mn少 し)

0         1m

第13図 西③④区SD12・ 08断面図(1/50)

竪穴住居跡

Vtt S H 01(第 14図 )

111・ 112区画に位置する。残存状況の悪い竪穴住居跡である。

柱穴列は 3通 り程度の組み合わせがあるが,新旧関係は不明である。

柱穴の深さは, 7～ 26cmである。柱穴31は根石がある。弥生土器小

片が少量出土している。

VttS H02(第 15図 )

111区画に位置する。残存状況の悪い竪穴住居跡である。
第14図  V ttSH01平面図 (1/100)

柱穴列は,何通 りかの組み合わせが考えられるが,新旧関係は不明である。柱穴の深さは 7～ 25cmであ

る。柱穴26に は根石がある。出土遺物は,弥生土器小破片 1点である。時期は,不明である。

0         2m
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VttS H03(第 16図 )

H ll区画に位置する。柱穴はやや少ないが,残存状況の悪い

竪穴住居跡と考える。柱穴の深さは,柱穴の深さは 4～ 27cmで

ある。遺物は出土 していない。

VttS H05(第 17図 )

H10区画に位置する。柱穴数が少ないので確実ではないが ,

残存状況の悪い竪穴住居跡であろう。大小 2つの柱穴列が考え

られる。柱穴の深さは, 3～ 15cmと 浅いものであるが,柱痕の

確認できるものがある。出土遺物は無い。

Ⅷ区S H02(第 18図 )

」4区画に位置する。残存状況の悪い竪穴住居跡と考えられ

る。柱穴列の中心にある S K06は ,埋土に炭を含むことから,

竪穴住居跡の炉跡であろう。柱穴の深さは,13～ 40cmで ある。

遺物は柱穴22か ら弥生時代中期の土器の小片 (72)が 出土して

いるのみである。

Ⅷ区S H01(第 19図 )

」3・ J4区画に位置する。残存状況の悪い竪穴住居跡と考

えられる。柱穴の深 さは, 4～ 20cmで ある。柱穴 103・ 105。

108。 109。 114・ 115。 96・ 117・ 97・ 101は ,柱穴内に石が確認

できる。S D09は ,壁溝 と考えられる。深さは 6 cm程度である。

S D08は ,こ の竪穴住居跡に伴うものかどうか明らかではない。

深さは 4 cm程 度である。 S K03は 埋土に炭を含むことから,炉

跡と考えられる。遺物はS K03及 び柱穴101・ 109か ら弥生時代

中期の土器の小片が少量出土 してい

る他, S K03か らは,73～ 75の石鏃

及び楔形石器が出土 している。また
,

S D09か らは楔形石器76,柱穴114

からはスクレイパー77が出土 してい

る。

Xtt S H 01(第 20～ 22図 )

H4区画に位置する。いくつかの

柱穴列の復元案が想定でき,建て替

えが行われたと考えられる。埋土及

び床面には焦土や炭化物が見 られ
,

O   SP28   2m

´ ´
´

′ ◎

第15図  V ttSH02平 面図 (1/100)

第16図  V ttSH03平面図 (1/100)

0    1m
田  SPa

／
９
、
鋼

20.3

sP29

第17図 V ttSH05平面図

1.淡茶灰色細砂
2.黒褐色粘土 (灰色細砂がスジ状に入る)

0         5cm

:::::::::::::`::::′

第郎図没g理昌望駆霜禍ワ甲
御Юの

①
0          2m

sP53

esヽ、
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1    20.2A′
5

=ニミ≡
可
曇〒
要=面丁

~ B_ 16型 B′

`

1.淡茶褐色混細～中砂粘質土 (1～ 5cm大 の小礫、焼土小塊、炭化材を多 く含む)

2.黒褐色粘土 (炭 を少量含む)

3.黒褐色粘土 (ベ ース、下層へむかうほど濁黄色を呈する)

4.濁黄褐色 (混 中砂)砂質土 (1～ 10cm大 の小礫、焼土小塊、炭化材を多く含む)

5.1.に 明黄色粘土小塊が少し混じる
6.暗茶褐色混中砂粘質土
7.暗茶褐色混細砂粘土
8.

i追左盟事毎槽彗2盪撃ユ奪:有房JIF=二ζ状に混じ6)9.茶褐色粘土 (明黄色粘土をブロック状に含む)

第20図  Ⅸ区SH01平・断面図 (1/100)
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sPl15

sPl14

3

焼失家屋であることが考えられる。出

土遺物は弥生時代中期に限られる。北

側は浅い溝状の遺構 S X01に 壊されて

いる。 S Xolか らは数点の弥生土器の

小破片が出土 しているのみであり,遺

構の時期は不明である。

78～ 81は埋土から出土した土器であ

る。82は 中央土坑から出土 した土器で

ある。83～ 85は柱穴から出土 したもの

である。85～ 87は ,土器片利用の土製

紡錘車である。86は ,中央土坑と壁溝

から出土 したものが接合するものであ

る。87は穿孔が貫通していない。88～

99は埋土から出土 した石器である。88

～93は 石鏃である。94は石錐である。

95は スクレイパーである。96。 97は楔

形石器である。98。 99は砂岩製の磨滅

ある石器である。100は 床面で出土 し

た砂岩製の磨滅ある石器である。101

は柱穴10か ら出土した楔形石器である。

102は 柱穴14か ら出土 した砂岩製の磨

滅ある石器である。

♀    [    lm
劃

７

∩

Ｖ

ｍ
０ ２

日

1.淡灰色粘質土 (耕作土) 10.淡 茶褐色混細砂粘土

2.黄灰色粘質土 (床土)  11.淡黒褐色粘土    卜_L_____J

II嘗][|||』 ili[li[i][li:す

)~1:]]房
7辟

ア
~l

7.暗茶褐色粘質土

8.地 山ブロック (5を 多 く含む7層 )

9.暗茶褐色粘土

第19図  Ⅷ区SH01平・断面図 (1/100)及 び出土石器 (1/2)

&呻禽
Юttbu 04Si

毛囃 木
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0         1m

ヽ

―
([きよ一

赳

⇔   92

0   93

」
蓼―渉
の   94

５

９６

ｍ

第21図 Ⅸ区SH01柱穴断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)。 石器(1)(1/2・ 1/3)

98 (1/3)
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0        5cm

―

第22図  Ⅸ区SH01出土石器(2)(1/2・ 1/3)
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XttS H02(第23図 )

13・ 14区画に位置する。調査時に十分な記録を

作成できていないので,限定的な報告 しかできないが ,

東辺に壁溝 らしきのものが観察される (図 は写真から

復元)ので,竪穴住居跡と考える。西半分は記録が作

成できていないので,不明とせざるを得ないが,根石

をもつピット01は ,こ の竪穴住居跡の柱穴 と考えてお

く。出土遺物はない。なお,断面図は航空測量平面図

から復元 したものである。

XttS H01・ 02(第 24図 )

15・ 16・ 」5。 J6区画に位置する。最低 2棟

の残存状況の悪い竪穴住居跡が重なっているものと考

えられる。柱穴列は,数通 りに復元できるが,確実で

はない。 S K01及び S K02は 埋土に炭を含み,柱穴列

の中心に位置することから,炉跡と

考えられる。 S H02に ついては, 2

つの柱穴列のうち,外側の柱穴列の

中心にS K02があることから,外側

の柱穴列 とS K02が同時期のものと

考えられる。柱穴51(J6)及 び47に

は根石がある。柱穴の深さは3～ 33

第23図  Ⅸ区SH02平 。断面図 (1/100)

Ｎ①

3

淡茶色砂質土

茶褐色シル ト

淡褐色砂質土

ヽヽ ′ ″

3

(炭、焼土を含む)

(炭、焼土を含む)

(炭 を少し含む)

Aヲ だ3ず ゴ

C― C予 メ

ffirtilrrffiW \l/Ws
I to:

?,'"'::
0 Scm

H

第24図  X ttSH01・ 02平 。断面図 (1/100)及 び出土石器 (1/2・ 1/3)

/ tt
sHo2 ! '

B

聟レ 淋
1

。移お脚
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cmで ある。弥生時代中期の土器がわずかに出土 しているほか,柱穴30か らは楔形石器103が,柱穴47か

らは砂岩製の磨滅ある石器 (根石)104が出土 している。

Ⅲ区S H01(第25図 )

D9区画に位置する。周溝 S D09に 囲まれる竪穴住居

跡と考えられる。竪穴住居部分は柱穴のみ残存 したもの

と考えられる。柱穴の深さは10～ 18cmで ある。遺物は柱

穴からも周溝からも出土していない。

東①区S H01(第26図 )

」11区画に位置する。柱穴数が少ないのでやや確実性

には欠けるが,こ れも残存状況の悪い竪穴住居跡と考え

る。柱穴の深さは15～ 18cmで ある。柱穴 12に は柱痕があ

る。柱穴の埋土はいずれも暗茶褐色粘土である。遺物は

出土 していない。

東②区ピット群

J3区画に位置する。東②区S H01及 びS B01の 間に

ある多数のビットは,その全体の配置から考えて,お そ

らく2棟以上の残りの悪い竪穴住居跡であると考えられ

るが,根拠希薄のためここでは復元案は呈示しない。

0         2m

0         2m

Ｎ④

第25図 畑区SH01平 。断面図 (1/100)

掘立柱建物跡

IttS B01(第 27図 )

H4区画に位置する。柱穴南列の軸線状に,こ の建物跡の柱穴を構成 し

そうな柱穴があるが,埋土が若千他の柱穴と異なること及び土師器が出土

していることから,こ の建物の柱穴ではないと考える。主軸方位は,N90
°
Eである。弥生時代中期の土器が出土 している。弥生土器105は ,記録

のミスのためか出土位置は定かではないが,こ の建物の柱穴から出土 した

ものであろうと考えている。完形の2/3以 上の大きさが残存 している。

Itt S B02(第 28図 )

H4区画に位置する。柱穴は 2つ しか検出していないが,北側へのびる

1間 四方の建物跡と考える。柱穴の深さは,当遺跡では大きい。主軸方位

は,N76° Eである。弥生時代中期の土器が出土 している。

A導静
1 1.淡 茶灰色細砂

2.黒褐色粘土

や
/

A__      21.4A′

B___        21.4 B′

c___          21.4c′

D-        21.4D′

第26図 東①区SH01平・断
面図 (1/100)
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VttS B02(第28図 )

H10・ 110区画に位置する。V ttS K02よ りは

古い。主軸方位は,N88° Eである。柱穴から弥

生時代中期の土器が少量出土 していることと, S

D01と は新旧関係が考えられることから,弥生時

代中期のものと考える。

VttS B04(第 28図 )

110区画に位置する。柱間距離がやや大きいこ

とから掘立柱建物跡とした。主軸方位は,N10°

Wである。遺物は出土 していない。V ttS H04と

の距離が小さいことから, S H04と は同時存在で

はなく,時期が違うであろう。なお,断面図は航

空測量平面図から復元したものである。

Ⅶ区S B01(第28図 )

」7区画に位置する。主軸方位は,N82° Wで

ある。弥生時代中期の土器が出土 している。

1翌
●                                               20.2-丁

2.明黄色粘土

|'そ

テ157:

ヘ
ツ ぃヽ~

第27図  Ⅱ区SB01平 。断面図(1/100)及 び出土土器(1/4)

―

―

―

―

ミ|ム

l

I

l

l

1.淡灰褐色粘土 (ベ ースをプロックで含む)

2.淡灰色混細砂粘土

3.暗茶褐色粘土 (ベ ースをブロックで多 く含む)

4.明黄色粘土

2m

__■
__

第28図  Ⅱ区SB02・ V ttSB02・ V ttSB04。 Ⅶ区SB01平。断面図 (1/100)

21.21

Q     Q;

-23-



Ⅷ区S B02(第29図 )

18区画に位置する。主軸方位は,Nll° Eである。柱穴には根石

がある。柱穴04か らスクレイパー106が出土 している。

Xtt S B 01(第 29図 )

14・ 15区画に位置する。主軸方位はN64° Eである。柱穴から

は弥生時代中期の土器の小破片が出土 している。この建物の南側の柱

穴列に沿う形で,Ⅸ区 S D03が位置している。

Xtt S B01(第 29図 )

15区画に位置する。主軸方位は,N55° Eであ

る。柱穴29に は根石がある。柱穴25及び27に は,古

い掘 り込みが存在するが,その性格は不明である。

弥生土器が出土 している。

Xtt S B02(第 29図 )

16・ 」6区画に位置する。主軸方位は,N83°

Eである。柱穴42か ら弥生時代中期の
8

土器が出土 している。

1.茶灰色細砂

2.濁黄色粘土 (Fe,Mn多 い)

3.明黄色粘土

4.黒褐色粘土

0          2m

ク
・
61

1懸
詭 7

20.4 SP42   19.4

第29図  Ⅶ区SB02・ Ⅸ区SB01・ X ttSB01・ X ttSB02平。断面図 (1/100)及 び出土石器 (1/2)

Ｈ
Ｏ
・卜

　
一
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東①区S B03(第30図 )

」8・ K8区画に位置する。日暮 。松林遺跡のS B16の 延長と考えられ,当遺跡では2つ の柱穴が存

在する。主軸方位は,N90° Wである。埋土は茶褐色粘土で,遺物は出土していない。

土坑

I tt S K01(第 30図 )

H4区画に位置する。出土遺物は無い。

XttS K03(第30図 )

14区画に位置する。弥生時代中期の土器が 1袋程度等が

出土 している (107・ 108)。 遺構東辺には張 り出しがある。

またこの部分のビットとの新旧関係は不明である。109は 石

鏃である。

Ｎ
Ｏ
・卜

一

1

1.茶灰色粗砂
2.黒褐色粘土
3.濁黄色粘土

I
I

(tvtn*v')

(pe,tvtn&v') 瘍́
´
蝙

lFe多

"               毛塁塁D・
C=ン Ю9

1                  107

~1甲 躙 m  ttm

2  1

1.灰褐色粘土

2.明黄色粘土

Ⅱ区SK01

第30図 東①区SB03(1/100)。 Ⅱ区SK01・Ⅸ区SK03(1/50)平・断面図及び出土土器(1/4)。石器(1/2)

跡〕退林松一日暮。　Ｎ∩）
　叫

区

―

嵐
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20.4

1.淡茶灰色細砂
2.濁黄色粘土

Ⅸ区SK04

0         1m

4  5  3  V西
④区SK01

1.家屋の造成土
2.黄褐色混細砂粘質土 (上面にMn沈着)

3.茶褐色混細砂粘質土 (SK01埋土)

4.淡茶褐色中砂 (5cm大の亜円礫少 )
5.淡茶色中砂
6.淡茶灰色粗砂 (5cm大の亜円礫少し) 弓慇欠

０
　
　
　
　
‐

一

ｍ　̈０２ｃ］一0         1m

西――
   塾ヱ

ヤ
1

1.淡灰褐色混中砂粘質土
(木炭を多く含む)

西③区SX02
西④区SK01

第31図 Ⅸ区SK04。西④区SK01。 西③区SX01。西③区SX02平 。断面図(1ゎ 0)及び出土土器 (1/4)。石器 (1/2)

Ｎ①

‖
‖
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不明遺構

西③区S X01(第31図 )

B3区画に位置する。第 1遺構面で検出した。弥生土器小片数片,石鏃 1(117),サ ヌカイトの小剥

片数片が出土している。埋土に炭や焼土を多く含む。

西③区S X02(第31図 )

B4区画に位置する。第 1遺構面で検出した。弥生時代中期の土器を少量含み,土器はほとんど磨滅

していない。埋土に炭を多く含み,西③区S X01と 同様である。

溝跡

Ⅶ区S D05008(第32図 )

16・ J6区画に位置する。Ⅶ区S D06に 壊されている。出土遺物は,弥生時代中期の土器がやや多

く出土している。方向は,Ⅶ 区S B01の 主軸とほぼ同じ方向である。川跡への自然排水溝と考えられる。

118は石庖丁である。119は上部包含層出土で,Ⅶ区S D06出 土の可能性もあるスクレイパーである。

XttS D03(第32図 )

15区画に位置する。Ⅸ区 S B01の 南側柱穴列に沿うような形で,位置している。埋土からは弥生時

代中期の土器の小片が 1袋程度出土 している。

XttS D09 010(第 32図 )

14・ H5区画に位置する。遺物は出土 していない。Ⅸ区 S H02よ り古いが,一応ここで幸艮告 してお

く。

一
     墜 断面①

1

―一       匹重断面②

2
20.5断

面③

0 Scm#

-

2

1.茶色シル ト

2.淡茶色シル ト

Ⅶ区SD05・ 08

0         1m

20.0

暗茶褐色粘土
1.に明黄白色粘土がプロック状に混じる

明黄白色粘土

18

鴻
Ⅲ
Ⅷ
Ｗ

而

ウ:食量亀習確至
土器少し含む),:

Ⅸ区SD03      3.
Ⅸ区SD09

第32図  Ⅶ区SD05008・ Ⅸ区SD03・ Ⅸ区SD09。 10断面図 (1/50)及び出土石器 (1/2)

1.淡灰褐色粘土
2.濁黄褐色粘土 (Feの 沈着)

Ⅸ区SD10
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X区 S D02010(第 33図 )

D10区画に位置する。円形周溝状の溝である。測区 S D03か ら分

かれるようになっている溝 もおそらくはこの溝の続きであろう。周

溝で囲まれる部分には関連する遺構は無い。埋土からは,弥生時代

中期 と考えられる土器が 1片出土 している。

X区 S D040 Ⅲ区S D10(第 33図 )

D9・ D10区画に位置する。円形周溝状の遺構になるものと考え

られる。 S D01よ りは新 しい。弥生時代中期の土器 (120)が 出土

している。

X区 S D05(第 33図 )

E10・ E ll区画に位置する。円形周溝状の溝である。周溝で囲ま

れる部分には関連する遺構は無い。埋土からは弥生時代中期の土器

がわずかに出土 しているのみである。

X区 S D06007(第33図 )

D ll・ E ll区画に位置する。円形周溝状の溝である。周溝で囲ま

れる部分には関連する遺構は無い。埋土からは弥生土器の小片が少

量出土 しているのみである。小破片のなかに角閃石を含む破片がわ

ずかに認められるが,他の同様な遺構の時期を考えて,弥生時代中

期 としてお く。

Ⅲ区S D15016(第33図 )

D8区画南東隅付近に位置する。S D15か ら弥生時代中期の土器

(121)が出土 している。

畑区S D08(第 34図 )

E9。 E10区画に位置する。測区 S D03よ り新 しい。円形周溝で

ある。周溝に囲まれる内部には遺構は無い。東佃1の調査区端から西

ヽ2.5mの ところからは,長 さ約 2mに わたり,一段溝底が低 くなっ

21.3

V~

21.3

2V

3

SD02

21.3

V
SD10

淡茶灰色混細砂粘質土
(Fe、 Mn多い)

晟墾象苫鼻圭}地
山

1.淡茶褐色細砂

0        1m

21.2

SD04
1

茶褐色混細砂粘質土
黒褐色粘土

淡茶褐色混細砂粘質土
黒褐色粘土
淡茶黄色粘土

測区SD06・ 07

西一―   登生

ゴヒーー     型
―

Y

l SD16
1.暗灰色混礫中砂

(1～ 5cm大の亜円礫多い)

2.黒褐色粘土

皿区SD15・ 16

――SD06

2  21.3
淡茶褐色混細砂粘質土
黒褐色粘土

2

0         1m

測区SD05

1.

2.
3.

第33図  測区SD02・ 10・ 測区SD04・ 測区SD05。 測区SD06・ 07・畑区SD15。 16断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)
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ている。122・ 123は 畑区 S K09と の接する位置から南へ約 1.5

m離れたところでまとまって出土したもので,弥生時代中期の

ものである。

畑区 S D13

D8・ E8区画に位置する。深さ 5 cm程度の浅いものである。

遺物は弥生時代中期 と考えられる土器の小片がわずかに出土 し

ているのみである。

川跡

S R01

調査区中央で確認された弥生時代中期を中心として,弥生時

代前期から古墳時代前期までの遺物を含む川跡である。土層は

大きく5層 に分けて調査を行った。最下層はD層 である。この

層は,木本質の泥炭層で,弥生時代前期～中期の土器とともに,

木製品が大量に出土 した。土器は,弥生時代前期中葉頃のもの

から,中期後葉のものまで出土するが,そのほとんどは弥生時

代中期中葉 (Ⅲ 期)の ものである。また,D層上面では,弥生

時代後期中葉の土器が出土する。なお若干の古墳時代前期の土

器を含む。 C'層 は,基盤層に似た土層で,Ⅲ 区においては
,

S D03の 東岸を形成するために盛 り土されたと考えられる土層

である。 C層 はS D03の 埋土と考えられる土層で,流水による

シル トと粗砂のラミナ状の堆積である。このため,C層 とC'

層は I・ Ⅲ区においてしか検出できていない。この上層が茶色

系シルト層のB層である。B層 の上層がA層 で白茶色シルト層

である。なお,川跡がほぼ埋まった後の包含層 (A,B,C,

C'層 )か ら出土した土器もここで一緒に掲載する。

ご:i鼻』

'し

'「

〔
「

物が出土 しているので,調査時の調査区
 第34図

 受暴ご聖叩 きヽ
/50)

I区 (第35～ 39図 )

第35図 断面図において,A層 は13層 である。B層 は 4。 14。 15。 17層 である。C層 は 6・ 8・ 16。 18

。19層 である。C'層 は20層 である。D層 は 9。 21～ 25層 である。

124～ 166は ,D層から出土した土器及び出土層位の不明な弥生時代中期の土器である。124～ 146は壺

である。147～ 153は甕である。154～ 158は 台の付かない鉢である。158は底部に穿孔がある。159～ 162

は台付 き鉢である。162は四方透かしの台である。163は高杯である。164は 蓋である。165は土器片利用

の紡錘車未製品であ り,穿孔は両側穿孔であ り,穿孔位置は若干ずれている上に,貫通 していない。

166は椀の高台のようであるが,胎土及び高台形態が土師器とは異なり,器形は不明である。167～ 172

は上層のC層から出土 したものである。ただしこの調査区ではC層 とC'層 の区別ができていないため
,

本来C'層出土の遺物も含んでいる可能性がある。167・ 168は 土師器である。169。 170は須恵器である。

21.1

1.淡茶灰色細砂

陶
鰈

蜃
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171は黒色土器A類椀である。172は瓦器椀である。

173～ 175は A層 出土である。173は 中国産白磁皿

である。174は 中国産白磁椀である。175は 中国産

青磁椀である。

176～ 182は D層 から出土 した石器である。176

・177は打製石庖丁である。178～ 181は スクレイ

パーである。182は流紋岩製の磨製石庖丁である。

紐穴には紐ずれによるものと考えられる磨減があ

る。183～ 190は C層 か ら出土 した石器である。

183は 石鏃である。184は 石錐である。185は打製

石庖丁 としてお く。186は スクレイパーである。

187は 打製石斧である。188。 189は楔形石器であ

る。19oは 二次加工ある石器で石鏃の未製品の可

能性がある。191・ 192は 出土層位不明の石器であ

る。191は石錐である。192は素刃の石器である。

193・ 194は D層 から出土 した広葉樹材の加工木

である。195～201は C層 出土である。195～200は

ヒノキ材である。195は底板である。196は刀形の

可能性がある。197は 角棒である。198・ 199は板

材である。200は 割材である。201は樹種不明の加

工木である。202は B層 下面から出土 したマツ属

複維管束亜属の両端加工木である。203・ 204は 出

土層位不明の木器である。203は樹種不明の先端

加工材である。204は ヒノキ材 と考えられる割材

である。

Ⅲ区 (第40～ 52図 )

205～ 311は D層 から出土 した土器である。205

は弥生時代前期の甕である。206も 弥生時代前期

の可能性がある鉢である。207・ 208は 櫛描文のあ

る甕で弥生時代中期初頭頃のものであろう。209

は連続直線文の下に三角形の連続刺突文を施すも

ので,本鴨遺跡*1に みられるような中期前葉の無

頸壺の可能性がある。210～ 253は 壺である。

245・ 246は 同一イ固体の可能1生がある。248・ 249に

ついては弥生時代中期のものかどうかはやや疑間がある。254～ 270は甕である。271～ 276は 鉢である。

277～ 296は台付鉢である。290・ 291は出土した調査区は違うが (291はⅦ区出土)おそらく同一個体と

考えられる。297～ 300は 高杯と考えられる。300は 当遺跡で類例の無いもので,弥生時代中期かどうか

*1 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報 昭和59年度～昭和62年度』1988,P88の第 1図 9。
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第36図 SR01(I区 )出土土器(1)(1/4)
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第37図 SR01(I区 )出土土器(2)(1/4)
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第38図 SR01(I区 )出土土器(3)(1/4)及 び石器(1)(1/2)
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第39図 SR01(I区 )出土石器(2)(1/2)及 び木器 (1/6)

は疑間である。301は ガヽ型の壺である。303は 器台の脚の可能性があるもので,時期は弥生時代中期かど

うかは疑間である。304～ 306は 土器片利用の紡錘車である。306は 穿孔が貫通 していない。307～311は

D層上部から出土 したと考えられる弥生時代後期の土器である。312～ 316は C'層から出土した土器で

ある。312は 土師器椀である。313～ 316は須恵器である。317～ 319は C層から出土 した土器である。317

は弥生土器である。318は種類 。器形とも不明である。319は 須恵器である。320は BoC層 から出土 し

た土師器杯である。321は B層直下から出土 した須恵器である。322～ 325は B層 出土土器である。322・

323は土師器である。324は 墨書須恵器である。325は 黒色土器A類椀である。326は B層上面から出土 し

た緑釉陶器椀である。

327～ 343は D層 から出土 した石器である。327は 素刃の石器である。328～ 333は スクレイパーである。

334～ 338は 楔形石器である。339は 石核 と考えられるが,一部に潰れと磨減の中間的な痕跡がある。340

は結晶片岩製で,やや厚い両刃に近い形の扁平片刃石斧である。341は 柱状片刃石斧で,1907と 同一個

体の可能性がある。342・ 343は安山岩製と考えられる磨減ある石器である。344～ 346は C層及びC'層

出土の楔形石器である。

347～ 412は D層 から出土 した木器である。347～ 349は ,一見広鍬の形態に似ているものであるが,木

の幹の軸方向と刃先の方向が平行,つ まリー般の泥除などと同じ方向の木取 りである。ここではこの木

器を以下で広鍬状木製品として報告 してい く。いずれもアカガシ材である。349は 肩部に泥除を装着す

るためと考えられる孔がある。350及び351～ 354(ア カガシ材)は ,曲柄鍬の破片と考えられる。355は

又鍬の刃部 と考えられる。356・ 357は 竪杵あるいは横槌 と考えられるものである。使用痕がある。357

は樹種不明で,先端に磨滅痕がある。358・ 359は ,柄 と考えられるものである。358は樹種不明,359は

クスノキ材である。360は ヒノキ材の箱状木器の破片の可能性がある。361は 竪杓子である。柄の付け根

部分が一部残存 している。362～ 365は 槽である。363は クスノキ材である。364・ 365は 同一個体の可能
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第40図  SR01(Ⅲ 区)出土土器(1)(1/4)
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第41図  SR01(Ⅲ 区)出土土器(2)(1/4)
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第42図  SR01(Ⅲ 区)出土土器(3)(1/4)
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第43図  SR01(Ⅲ 区)出土土器(4)(1/4)
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第48図  SR01(Ⅲ 区)出土石器(3)(1/2)及 び木器(1)(1/6)
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性があり,ア オキ材である。366は ヒノキ材 と考えられる銅

剣形木製品である。中央部分に隆起はなく平板なつ くりであ

る。367は スギ材 と考えられる舟形木製品である。368は ヒノ

キ材の孔のある板材である。369～ 373は 端部に加工のあるも

ので,いずれも広葉樹材である。374は ツブラジイ材の杭で

ある。375は コナラ材の両端加工の木器である。376～ 382は

アカガシ材の加工木である。377・ 378は広鍬状木製品破片の

可能性もある。379～ 381は割材である。木器の原材 とすれば

曲柄鍬先の原材である可能性がある。382は幹の軸に直交す

る方向に分割時の加工痕があり,原材を分割する際にできた

残余の板材であろう。383～402は ヒノキ材の加工木である。

383は端部に溝状の今Jり 込みがある。391は突起のある板材で

あるが,こ の突起が人工的なものかどうかは,全体に磨滅 し

ているので判断できない。394は長さ約 2m,幅 約44cmの大

きな板材である。395～402は ヒノキ材の割材である8403～

410は広葉樹材の割材である。411は樹種不明の板材であある。

412は ヒノキ材 と考えられる梓の腕木であるが,出土位置が

川底でなく,川岸の高い部分であることから,弥生時代では

なく後世のものと考えられる。413・ 414は C層 あるいはD層

から出土 したヒノキ材 と考えられ,部分的に加工が見 られる。

415は ヒノキ材 と考えられる板材である。

Ⅶ区 (第53～ 79図 )

第53図 断面図の12～ 14・ 16層 がD層 である。 8層が C層で

ある。 7層 がB層 である。 5層 がA層 である。

416～ 749は D層 から出土 した土器である。416～ 419は弥生

時代前期から中期初頭頃の土器 と考えられる。418は 6条櫛

描文を数段にわたり施 したものである。420～ 738は 弥生時代

中期中葉頃の土器である。420～ 584は壺である。ただし底部

破片については甕との区別は明確ではない。585～ 647は 甕で

ある。648～ 659は 鉢である。648～ 651は 台の付 く可能性 も否

定できないが,器形から台の無いものと考えられる。658。

659に ついては類例が当遺跡ではなく,時期 も確実ではない。

660～ 719は 台付鉢である。680・ 681は細長い台であることか

ら高杯の脚部の可能性がある。694は内面にヘラ削 り調整が

みられる。701。 702は透かしのある台である。706。 707は低

い台の鉢であり,蓋の可能性 もあるものある。703は台部内

面にヘラ削 り調整がある。708。 709は 穿孔が貫通 しない。
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710は ,体部 と台部が直接は接合 しないものの同一個体 と考えられる。714～ 717は把手であるが,713の

ような器形につ くものと考えられる。717は小型の台で,内面にヘラ削 り調整がある。720～ 724は高杯

である。723は 脚部内面にヘラ削 り調整がある。725は 全形不明の土器である。726は 小型の甕であろう。

727～729は製塩土器である。730は土製紡錘車である。731～ 736は土器片利用の紡錘車である。穿孔の

貫通 していないものも多い。737は器形不明の棒状の土製品である。738は分銅形土製品である。文様等

から同一個体であると考えられる。739～749は D層 上部から出土 した弥生時代後期の土器である。749

は凹線の位置から脚部として図化 したが,弥生時代中期後葉の高杯の可能性 もある。750は B層 から出

土 した中国産青磁椀である。751は B層上面で検出した東播系須恵器鉢である。752は A層 から出土 した

白磁壺である。

753～779は D層から出土 した石器である。753は石槍である。754～ 758は打製石庖丁である。759～

765は スクレイパーである。766～ 775は楔形石器である。776は 石核 と考えられる。777～ 779は 磨滅のあ

る石器で,777は 流紋岩製,778'779は砂岩製である。

780～ 903は D層 から出土 した木器である*1。 780～ 783は アカガシ材の広鍬状木製品である。784・ 785

はアカガシ材で;広鍬状木製品の未製品と考えられる。786は 広葉樹材の曲柄鍬先である。787は アカガ

シ材で曲柄又鍬刃部と考えられる。788は広葉樹材の又鍬状の木製品である。789は ヤブツバキ材の竪杵

である。先端に磨減が見 られる。790は クスノキ材の竪杓子の把手部分と考えられる。791は ヤマグワ材

の杓子と考えられる。792は ヤマグワ材の片口台付皿である。793は クスノキ材で,合子の破片 と考えら

れる。794～798は梯子である。スダジイあるいはツブラジイ材である。799は ヒノキ材の剣形木製品で

ある。800は ヒノキ材の不明木器である。801～ 804は クスノキ材 と考えられる大型横槌状の木器である。

ほぼ同じ場所から出土 した。把手部分が角柱になっているので,単純に横槌 と考えるのは問題であろう。

なお,確実な使用痕は認められない。805は ヒサカキ材で,片側は杭状に削 りだしてお り,鍬等の柄を

転用 したものではないかと考えられる。806・ 807は 広葉樹材の杭である。808は 広葉樹材で,先端にや

や複雑な加工がある。809は クヌギ材で,有頭の角柱である。鉄器による加工が見られる。810は針葉樹

材の有頭棒である。811は 樹種不明の円盤状木器である。812は サカキ材の有頭棒である。813は ヒノキ

材 と考えられる加工木で,鉄器により加工が見られる。814は クヌギ材 と考えられる杭状の木器である。

815～ 824は アカガシ材である。815～ 820は鍬等の破片の可能性がある。821・ 822は両端に分割時の加工

面があり,割材の原材を分割 した際の残余部分と考えられる。823は 先端が尖っているが,こ れも分割

時の加工面 と考えることも可能である。824は両端に分割時の加工面がのこる割材と考えられる。825～

831は 広葉樹環孔材で広放射状組織を持つ材で,825～ 828は 部分的に加工を持つものである。827・ 828

は長い芯持ち材で柱材の可能性が考えられよう。829～ 831は加工面の無い割材である。832～ 834は 広葉

樹材の曲柄鍬の可能性がある。835は広葉樹材の先端加工木である。836は広葉樹材で両端加工のあるも

のである。837～ 844は 広葉樹材で部分的に加工のあるものである。845は 広葉樹材で加工痕の無い割材

である。846～ 900は ヒノキ材 と考えられる。846～ 858は孔を持つ板材で長さで分けると3群 に分かれる。

組み合わせ材 と考えられる。859。 860は 先端を尖らせたものである。861は側面に釘孔がある。862は 表

面を加工後,軸方向に分割して最後に軸に垂直な分割が行われている。863～ 884は 部分的に加工面のあ

るものである。875は全面炭化 している。885～ 900は加工面の無い割材である。901は スギ材の割材と考

えられる。902・ 903は ヒノキ材の鳥形及び馬形木製品と考えられるが,形態から後世のものの可能性が

高い。

*1 編集時の手違いで,X区出土の遺物がレイアウトされている。807,831,849,868～ 871,873,875,887。
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第54図  SR01(Ⅶ 区)出土土器(1)(1/4)
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第65図 SR01(Ⅶ 区)出土土器l121(1/4)
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X区 (第80～ 109図 )

904～ 1254は D層 から出土 した土器である。9o4～ 1062は壺である。ただし底部破片の一部は甕の底部

の可能性がある。917は当遺跡では類例の無いものである。921は 922～ 925の ような装飾の著 しいものと

927～ 957の ような装飾のあまりないものとの中間的な形状である。926は 口縁端部を内側へ折 り曲げる

もので,当遺跡では他に例は無い。958は口縁部及び頸部に刻み目突帯を施すものでこれも類例は無い。

1008～ 1011の 壺 もあまり類例は無い。胴部に櫛描文のある破片1024～ 1028に は無頸壺の破片 もあると考

えられる。 lo59。 1060の底部はやや時期が古いものである可能性があろう。1063～ 1151は 甕である。

1152～ 1158は鉢である。1159～ 1216は 台付鉢である。1176。 1191に は台部に三角形の透孔がある。1196

にも透孔がある。1207は 台部に指圧痕突帯のあるもので,類例は少ない。1211～ 1216も 類例の少ないも

ので,中 には弥生時代後期のものもある可能性がある。1217～ 1219は 高杯である。1220。 1221は 蓋であ

る。1222は全体形不明のものである。1223。 1224は土器片利用の紡錘車で,1224は穿孔を始めた段階の

ものである。1225～ 1250は D層上部出土と考えられる弥生時代後期の土器である。1251。 1252は 弥生時

代終末期以降に下るものである。1253は 時期不詳である。1254は D層 から出土 した須恵器高杯であるが ,

後世の混入品である。

1255～ 1285は D層 から出土 した石器である。1255～ 1263は石庖丁である。1264～ 1279は スクレイパー

である。1279は 大型品であり,別 に分類すべ きかもしれない。1280は打製石斧であろう。1281。 1282は

楔形石器である。1283は細かい調整剥離のある石器で,石鏃の可能性 もある。1284は流紋岩製の砥石で

ある。1285は磨滅ある石器である。

1286～ 1402.1は D層 から出土 した木器である。1286は 斧台部に幅 2 cm,長 さ 6 cm以上の装着溝が彫 ら

れてお り,柱状片刃石斧の膝柄と考えられる。サカキ材である。1287は アカガシ材で,台部未加工の斧

膝柄と考えられる。1288～ 1296は広鍬状木製品である。樹種は,すべてアカガシである。1297は アカガ

シ材で,厚 さが薄いことから泥除の可能性がある。1298～ 1304は 曲柄鍬先である。樹種はすべてアカガ

シ材である。1305。 1306は アカガシ材であることから又鍬の刃部と考えたが,剣形木製品の可能性 も考

える必要があるかもしれない。1307は アカガシ材で,組み合わせの鋤である。1308は広葉樹環子L材で広

放射状組織のないもので,片側側辺中央に盛 り上が りがある。また盛 り上が りのある面が くぼんでいる

ことから,こ の盛 り上が りを組み合わせ式の鋤の柄孔部分と考えることもできる。1309は広葉樹材の匙

である。1310は アカガシ材の杓子形木器である。1311は ケヤキ材で,中央部に盛 り上が りのある円盤状

の木製品である。図の上佃1に は張 り出しの一部が認められることから,円盤に張 り出しの付 く形状の蓋

の可能性がある。1312は ヒノキ材で,組み合わせ式の箱の部材 と考えられる。1313は クスノキ材で,外

底に高台のある槽である。1314は アカガシ材の剣形木製品に類似するものであるが,作 りが粗雑で中央

の盛 り上が りもあまり明確ではない。1315は クヌギ材で,片面に平坦面をもつことから何かに密着させ

て使用するものと考えることもできる。1316。 1317は クヌギ材で同一個体の可能性がある。鉄器による

加工痕が見 られる。1318は針葉樹材である。1319は広葉樹材で片面が平坦に加工されている。1320は広

葉樹環子L材で広放射状組織の無いもので,先端を杭状に加工 し,段 をもつものである。1321は クヌギ材

と考えられるものである。1322は ヒノキ材 と考えられるもので,鉄器による加工痕がある。1323は マキ

属材である。1324は エゴノキ属材である。1325は コナラ材 と考えられるもので,鉄器による加工痕があ

る。1326～ 1328は広葉樹材である。1329は ムクロジ材の両端加工材である。1330・ 1331は マタタビ属材

で同一個体の可能性がある。1332はスダジイ材で全面加工痕がある。1333～ 1336は広葉樹材の先端加工
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第87図 SR01(X区 )出土土器(8)(1/4)
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第88図 SR01(X区 )出土土器(9)(1/4)
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第91図 SR01(X区 )出土土器l121(1/4)
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第97図 SR01(X区 )出土土器l181(1/4)
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第100図 SR01(X区 )出土石器(2)(1/2)
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第109図 SR01(X区 )出土木器(9)(1/6)及 び編物 (1/2)

材である。1337は樹種不明の両端加工材である。1338～ 1341は ヒノキ材 と考えられるものである。1342

は針葉樹材の孔のある板材である。1343は アカガシ材の割材である。1344～ 1347は広葉樹環孔材で広放

射状組織の無いもので,部分的に加工が認められるものである。1348～ 1354は クヌギ材 と考えられるも

ので,1348～ 1350に は加工があるが,1351～ 1354は加工の無い割材である。1355は ヨナラ材の割材であ

る。1356～ 1360は広葉樹材で,1356～ 1358に は加工が認められるが,1359。 1360は加工の無い割材であ

る。1361～ 1398は ヒノキ材 と考えられるものである。1361・ 1362は使用痕が認められる。1363～ 1388は

加工の認められるものである。1389～ 1398は加工の無い割材である。1399。 1400は針葉樹材の板材であ

る。1401・ 1402.1は 針葉樹材の加工の無い割材である。1402.2は 編物である。 2個体分あるものと考え

られる。一方には明瞭な端部がみられ,袋状の編物の可能性 もある。
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Ⅱ区 (第 110～ 124図 )

第110図土層断面図のうち, 5層 以下がD層 である。 3層 はB層 に対応すると考えられる。

1403～ 1460は D層 から出土 した土器である。1403～ 1405は弥生時代前期の土器である。1405～ 1421は

壺である。1422～ 1433は 甕である。1434。 1435は 鉢である。1436～ 1444は台付鉢である。1438は 台部に

突帯が付 く類例の余 りないものである。1441の 台部の穿孔は半分が未貫通である。1442の 台部の穿孔は

1つ を除き未貫通である。1444は甕の底部の可能性がある。1445。 1446は高杯である。1447は蓋である。

1448は特異な形態の鉢である。1449は土器片利用の紡錘車である。1450～ 1460は弥生時代後期の土器と

考えられる。1461は B層 出土の管状土錘である。1462・ 1463は 出土層位不明の遺物である。

1464～ 1477は D層 (黒色粘土)か ら出土 した石器である。1464～ 1466は 打製石庖丁である。1467～

1472は スクレイパーである。1473は打製石斧である。1474。 1475は楔形石器である。1476は安山岩製の

穿孔ある石器である。1477は砂岩製の磨減ある石器である。1478～ 1483は B層 (灰褐色粘土)か ら出土

した石器である。1478は石錐である。1479は打製石庖丁である。1480～ 1482は スクレイパーである。

1483は打製石斧で,表面に鉄分の沈着が著 しい。1484は 出土層位不明の石槍である。

1485～ 1655は D層 から出土 した木器である。1485は広葉樹環子L材 ,1486は アカガシ材の斧膝柄である。

1485は 台部に平坦面が作 り出されているものの面積は小さく,石斧が装着されるかどうかはやや問題で

ある。1486は 先すぼまりの台部であり,袋状鉄斧の装着されるものであろう。1487は アカガシ材の広鍬

である。刃先はまだ平坦面を持っていることから,未製品と考えられる。1488は アカガシ材の狭鍬であ

る。1489～ 1496は アカガシ材の広鍬状木製品である。1497は アカガシ材の泥除である。この泥除には柄

孔及び両脇の穿孔の他に,ほ ぼ中心にも孔があり,こ れに棒が刺さった状態で出土 した。おそらくこれ

は,泥除の厚さが薄いため鍬 との装着角度が安定 しないので,棒を柄につなぐ方法等によって,装着の

安定を図つたものではないかと考えられる。1498は アカガシ材の板材で,鍬等の原材である可能性があ

る。1499～ 1506は 曲柄鍬である。小破片のものもアカガシ材であることから,曲柄鍬 と考えた。1507は

広葉樹環子L材の竪自である。全面炭化 しているため,こ れが完成品かどうかは不明である。また,内面

は光沢があり,一見使用痕にも見えるが確実ではない。通常この時期の竪臼は胴が くびれるものである

ことから,こ れはやはり未製品として考えておきたい。1508は アカガシ材の横槌 と考えられる。1509は

アカガシ材の柄である。1510。 1511は クスノキ材の小型自である。1512はサクラ属材の本器で,表面に

は加工痕あるいは使用痕と考えられる痕跡がある。中央部が厚 くなることからこれも1311と 同様蓋と考

20.5

,1両

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

2.黄褐色粘質土 (床土)
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第110図 SR01(Ⅱ 区)断面図 (1/100)
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第111図 SR01(Ⅱ 区)出土土器(1)(1/4)
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第112図 SR01(Ⅱ 区)出土土器(2)(1/4)
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えられる。1513は ヒ

ノキ材で曲物底板状

のものの中央に大き

な子Lがあいているこ

とから, これも1993

と同様蓋かあるいは

蒸器のサナと考えら

オtる 。1514。 1515は

竪杓子の柄 と考えら

れ,1514は クスノキ

材,1515は イヌガヤ

材である。1516は予

備調査時に出土 した

ものであるが,こ の

ときの所見では弥生

時代後期の土器と一

緒に出土 したとされ

ている。ヒノキ材の

1652(1/12)
0           20cm

―

165I\I/ LZ):

第124図 SR01(Ⅱ 区)出土木器(9)(1/6・ 1/12)

編み台目盛 り板である。ほぼ19cm間 隔で くぼみがある。一端は折れている。1517・ 1518は 梯子である。

1517はサカキ材で,1518は スダジイ材である。1519。 1520は 弓状に端部を作 り出しもので,1519は サカ

キ材,1520は アカガシ材である。1521は アカガシ材で用途不明木器である。1522は ヤマグワ材で両端加

工 している。1523・ 1524は クヌギ材 と考えられる杭である。1525は 広葉樹材で,先端が加工 している。

1526は クヌギ材で両端を鉄器で加工 している。全体的に炭化 している。1527は ヤマグワ材で鉄器により

両端加工 している。1528。 1529は広葉樹材で鉄器による加工が認められる。1530は ヒノキ材で,鉄器に

よる加工が認められる。大 きな板材の端部と考えられる。1531.1は スダジイ材で,端部に紐推卜け用 とも

考えられるくぼみがある。1531。 1は タブノキ属材で,破損が著 しく一端に加工による段が認められる。

1532は ツブラジイ材の角材である。1533。 1534は タブノキ属材の角材である。1535は アカガシ材の加工

木である。1536は広葉樹環子L材で広放射状組織のない材で,鉄器による加工が明瞭に残る。1537～ 1539

はクヌギ材 と考えられるものである。1540～ 1546は広葉樹材の加工木である。1544。 1545は鉄器による

加工が明瞭に残る。1547～ 1551は ヒノキ材 と考えられる板材で孔のあいているものである。1552は スギ

材の板材と考えられる。1553・ 1554は アカガシ材で,1553は又鍬の刃先の可能性がある。1554は広鍬状

木製品の可能性 もあるが,幅がやや狭いのでみかん割 りした原材を分割 した際の残余かもしれない。

1555～ 1565は クヌギ材あるいはコナラ材である。1555は板材である。1556～ 1565は割材であるが,1556

は端部に原木切断痕,つ まり丸太に分害Jす る際の痕跡が認められる。1566～ 1573は広葉樹環子L材で広放

射状組織の無い材で,1566～ 1569は 加工面があるが,1570～ 1573は 加工面の無い割材である。1574～

1597は広葉樹材で,1574～ 1591は加工面のあるものである。1579'1580は 梯子の破片のような材である。

1592～ 1597は加工面の無い材である。1597*1は 広放射状組織が確認できるが,一度乾燥 したためJ又縮 し

―

*1 1597は
Ⅲ区出土のまちがいである。
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ており,肉眼では環子Lは確認できない割材である。1598～ 1650は ヒノキ材 と考えられる。1598～ 1639は

加工面があるが,1641～ 1650は加工面が無い。1600に は使用痕がある。1601に は穿孔がある。1640は 全

面炭化 している。1651は モミ属材の板材である。1652は針葉樹材である。1653～ 1655は樹種不明の加工

木である。

I・ VttS R02(第 125～ 127図 )

G10～ H12区画に位置する。最上層に土器を多 く包含する茶色系シル ト層 (5層 )があるが,下の層

は砂層あるいは砂礫層 となっている。下層については S R01の 埋土よりは古い。

1656～ 1689は埋土から出土 した土器である。1656～ 1664は最上層の 5層 から出土 した土器で,そのう

ち1656～ 1659は まとまって出土 した。1664は底部として図化 したが蓋の可能性 もある。1671は 古い時期

の甕であろう。1686は 鉢としたが,類例は当遺跡では無い。1687は連続刺突文の位置および端部調整の

粗雑さから脚台部としたが,こ れも当遺跡では類例は無い。1688は 高杯である。1689は土器片利用の紡

錘車である。

1690～ 1694は 石鏃である。1693は片側面にほとんど二次加工が無いが,石鏃としてお く。1694は やや

大型である。1695。 1696は 石槍である。1697は 石錐である。1698～ 1702は スクレイパーである。1702は

やや風化がすすみ,刃部は整った調整剥離を施 してお り,よ り古い時期のものの可能性がある。1703は

素刃の石器である。1704～ 1713は楔形石器である。1714は二次加工ある石器である。1715は VttS R02

の南側約10mの位置にある予備調査35Tr。 で検出された S R02の 延長部分から出土 した打製石庖丁であ

る。

白灰色シル ト

淡茶灰色シルト

淡茶灰色シルト (3よ り茶色が強い)

灰茶色細砂～シルト

灰色細砂
灰黒色シル ト

黄灰茶色シルト

15  ・
‐

9.白黄色粘土 (地 山)

10.黒灰色砂礫層 (2cm以下の円礫)地山
11.白 灰色シル ト～中砂のラミナ
12.黄茶色シルト (9層 にMnが沈着したもの)

13.暗灰色砂礫層 (2 cm以 下の円礫)

14.黒灰色粘土

第125図  I ttSR02断面図 (1/100)

15.黒灰色粘土
ト16.淡灰茶色シル

17.茶色シルト
21.砂礫層 (20cm以 下の円礫)

灰白色シルト (さ くい)
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Ⅱ・XttS R 02(第 128～ 134図 )

H3・ H4区画を中心に位置する。砂を主体 とする埋土である。部分的

に土器が集中して出土 した。いずれも第128図断面図の 5層 と考えられる。

なお,第 128図 は調査区北壁部分で作成 している。

1716～ 1773は 弥生時代中期の土器である。1716～ 1740は Ⅱ区 S R02か ら

A群 としてまとまって出土 した土器である。1741・ 1742は D群 としてまと

まって出土 した土器である。1743～ 1753は Ⅱ区 S R02か ら出土 したその他

の土器である。1744は 胴部に貝殻による連続刺突文が見 られる。1750は 台

付 きの鉢として図化 したが,蓋の可能性 もある。1754～ 1773は Ⅸ区 S R02

から出土 した土器である。1767は 中期初頭の甕である。

1774～ 1777は 石庖丁である。1778～ 1781は スクレイパーである。1782は

素刃の石器である。1783は安山岩の脈岩製と考えられる太型蛤刃石斧であ

る。刃部の折損面にも磨減が見られる。1784は調整のある流紋岩製の石器

である。1785は Ⅸ区 S R02のす ぐ北倶1に位置する予備調査 3 Tr。 の S R02

延長部分から出土 した打製石庖丁である。1786・ 1787は木製品である。出

土層位ははっきりしない。1786は樹種がヒノキの斎串である。1787は樹種

がヒノキと考えられる板材である。

Ⅵ・Ⅲ区S R01 002(第 135～ 146図 )

F7～ F12区画を中心に位置する。これらの調査区では流路が 2条ある。

1条 (S R01)は 調査区東側の S R01の 続きで,こ の調査区では浅 くなっ

ている。もう一つ (S R02)は 深いものであるが,調査区の北端では浅 く

なっている。北倶1の延長はⅡ区西佃1調査区でその東岸部分が検出されてい

る。南側では再び S R01と 合流 して区別ができないようになる。この南側

の延長は,A5区 S R01と 考えられる。 S R02の Ⅱ層 (第 135図 )よ り下

層からは,弥生時代前期～古墳時代前期の遺物が出土する (1788～ 1897)。

ただし,弥生時代後期の土器は, S D07埋土から大量に出土 していること

から,おそらく弥生時代中期の土器よりは上位の S D07掘 削面の標高に近

い部分から出土したものではないかと考えられるが,出土位置は厳密には

把握 していないので詳細は不明である。この調査区東側のS R01で は,明

らかに標高差をもって弥生時代中期の土器 と後期の土器が出土 している。

古墳時代前期の土器がわずかではあるが出土 しているのもおそらく川跡埋

土の上層部からと考えられる。

1788～ 1959は S R02の Ⅱ層より下の層から出土 した遺物である。1788・

1789は弥生時代前期の土器である。1790。 1791は櫛描直線文があることか

ら弥生時代中期初頭の資料である。1792～ 1826は ,弥生時代中期の土器と

考えられる。ただし,1813・ 1814に ついては不明である。1821は 内面に厚

く炭化物が付着 している。1824は台付鉢として図化 したが,蓋の可能性が
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第129図  ⅡoⅨ区SR02出 土土器(1)(1/4)
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第130図  Ⅱ・Ⅸ区SR02出 土土器(2)(1/4)
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-129-



0                 10cm

ハ

Ｖ

-130-



0 Scm+

-

第134図  ⅡoⅨ 区SR02出 土石器(2)(1/2)

ある。1825は ,類例を知らない器形の土器である。底部は塞がるものと思われ,胴部に大きな穿孔があ

る。1827～ 1887は ,一部を除き弥生時代後期の土器である。1827～ 1867は ,い わゆる角閃石を含む土器

である。一部肉眼では角閃石が観察されないものがあるが,器形が同じことから一緒にレイアウトした。

1827は後期初頭の時期であろう。1861は 口縁部が拡張することから,中期に遡るものと思われるが,こ

れも胎土に角閃石を含む。1868～ 1887は ,角 閃石を含まない弥生時代後期 と考えられる土器である。

1888～ 1890は ,胴部及び底部の球形化が進んでいることから,古墳時代前期と考えられる。1891は 口縁

部が肥厚 しており,布留式並行の時期と考えられる。1892～ 1897は ,F10区画の トレンチ掘削時に出土

したもので,弥生時代後期の1894～ 1897は , S D07出土の可能性がある。 S D07は ,こ の川がある程度

埋没 したのちに掘削されたものである。
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1898～ 1908は 石器である。1898は石槍である。1899～ 1901は打製

石庖丁である。1901は結晶片岩製である。19o2は 楔形石器である。

1903は磨減のある石器である。19o4は結晶片岩製の小型撃状の片刃

石斧である。1905は 石材不明の扁平片刃石斧である。19o6は 蛇紋岩

製と考えられる扁平片刃石斧である。使用痕がみられる。また,破

損面はすべて破損後に研磨を受けている。1907は結晶片岩製の柱状

片刃石斧である。341と 同一個体の可能性がある。19o8は 流紋岩製

の石錘か。片面に溝状のくぼみがある。

1909■ 1959は 木器である。19o9は アカガシ製の斧直柄である。石  H

斧装着部分の先端側1/4が残存 したものと考えられる。1910は 広葉  ト

樹製の斧膝柄である。台部は欠損 しているため,未製品かどうか ,

あるいは装着対象物は何かは明らかではない。1911は アカガシ製の

狭鍬である。隅丸方形の柄穴である。1912・ 1913は やや磨減 してい

るので確実ではないが,ア カガシ製であることから曲柄又鍬の刃部

であると考えられ,同一個体の可能性 もある。1914は アカガシ製の コ

ー木鋤未製品である。1915。 1916は アカガシ製であることと木取 り

の方向から考えて,環状の一木鋤把手の破片であろう。また同一個

体の可能性がある。1917は アカガシ製の竪杵である。先端は丸 く磨

シ製の木器である。1931は 一木鋤の柄の可能性 もある。1932は大き

さから考えて曲柄鍬先の可能性がある。1933・ 1934は 曲柄鍬先の未

製品及び原材の割材である可能性がある。1935～ 1943は広葉樹環子L

材で広放射状組織のあるクヌギあるいはヨナラと考えられる樹種で

:i彙 i、 :lii玉』;llま llil:]|:ililiiliiif:1表 :な I:〔lili力 |;::]lECI

えばクリなど)の広葉樹で,いずれも加工痕の無い割材である。

1948は 当遺跡で出土 した梯子 と同じ様な樹種 (ス ダジイ)と 考えら
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1          1791

第136図 Ⅵ・畑区SR01・ 02出土土器(1)(1/4)
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第138図 Ⅵ・Ⅲ区SR01・ 02出土土器(3)(1/4)
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1873

第140図 Ⅵ。畑区SR01・ 02出土土器(5)(1/4)

-137-

べ

沐
　
勒



0                   10cm

1897

‐８９８

〇

一
　

　

　

Ｔ

‐

‐

‐

ュ



口
＝
――
同
国
＝
Ｍ
Ｗ

一

‐―

　

　

　

浦

ハ

ーー

＝

‐―

‐―

＝

＝

――

＝

＝

‐Ｉ

Ｈ

ＩＩ

＝

――

＝

＝

――

‐―

＝

＝

――

＝

鯰
輻
――――――
‐――‐‐‐
骰
鼈

価

銹

必



ポ

lh

01噺

◎
1940

第143図 Ⅵ・畑区SR01・ 02出土木器(2)(1/6)

―

＝

-140-

/莉



・９５６

ｎ
颯
脚
◎

．‐　　　　　‐　‐　　　・９５０　　　　　凛Ⅲ‐‐‐‐‐‐‐――日‐ｌｒ‐‐ｂ‐口Ｈ」

⇒

0          10cm

―

鰺OM
り  1959

第144図 Ⅵ。畑区SR01・ 02出土木器(3)(1/6)

満
Ⅲ
旧
Ⅲ
＝
―――――
鱚
鱚
Θ
◎

一

-141-



Ч
=7≡

鵞 て議〒著=胸
:                    1  [                      : 11962

[濫塾
―

―

陛
∫     ―一―H暉

イ

0                10cm

=―      =・
―

:

口
1998

第145図 Ⅵ・畑区SR01・ 02出土土器(7)(1/4)及 び木器(4)(1/6)

-142-



Ｎ

２００９

ダ

ヾ

∩

＝

＝

＝

）

　

　

２０

Ⅷ

ｏ

０

　

　

　

　

　

　

２００６

ｍ
Ⅷ

Ⅲ

鰍

靭

③
ｍ
朧
酬
―――――
吋

⑨
４２０

躊
丁
◎

¨

　

　

　

２００３

「

・‐Ｒ
懺
＝
―‐
廿
――
ツ
⑥

２０２‐

袢

２０２０　‐「ｍｍｍ田Ш円脚２０２７

勧一日
2017

」囲

¨

２０‐５

００５　
硼

中曇

軋
　

　

　

賦

“　

　

　

　

　

　

　

¨

【
Ψ
圃

２０２

ロ

―
D□
:- 1

2016

‐同

・
―――
．同

――――
――Ｉ
Ⅵ
Ｖ
Ｅ
　
２０‐

∩
―――

述

・　
　
　
　
　
　
０‐‐
　
　
　
，召
＝
‐‐‐
・――――‐‐
‐‐‐
‐――
剋
選

Ⅷ

２

Ｎ
鰺
聞
ｍ
２０．２ ―

2018

ｌ

Ｍ

_.こ≧≡ョ:r  2024      _́c__‐ ‐
   2025

第146図 Ⅵ・畑区SR01・ 02出土木器(5)(1/6)

れ,こ れも形態から考えて梯子の可能性がある。1949～ 1952は加工面のあるヒノキ材 と考えられる。

1953。 1954は スギ材に似た加工面をもつ木器で,1954は鉄器による加工痕がある。1955は杵 とも考えら

れる針葉樹の加工材である。1956～ 1958は広葉樹の加工材である。1957・ 1958は鉄器による加工痕があ

る。1959は樹種不明の加工材で,鉄器による加工痕がある。

1960～ 2027は , S D07の上に堆積する土層 (Ⅱ 層)か ら出土 したものである。古墳時代後期～平安時

代後半までの遺物が出土 している。また, Ⅱ層を掘 り込んでⅥ区 。Ⅲ区S D02・ 06が作 られている。

196io～ 1966は 土師器である。1966は 竃である。1967～ 1975は須恵器である。1972は 内面に漆と思われる

ものが付着 している。1975は風字硯で,墨が付着 している。全面をきれいにケズリ状の面取 り整形を行

っている。1976・ 1977は黒色土器A類椀で,1976に は外底に墨書が見 られる。1978は瓦器椀である。

1979は 中国産白磁椀である。1980～ 1986は ,こ の調査区の包含層から出土した遺物及び詳細な出土位置

不明の遺物である。1980は土師器である。1981・ 1982は黒色土器A類椀である。1983は 黒色土器B類椀

である。1984は 中国産白磁椀である。1985。 1986は 中国産青磁椀である。

1987～ 2027は木器である。1987・ 1988は スギ製の栓である。1989～ 1992は底板である。樹種はいずれ

もヒノキと考えられる。1993は底板を転用 した木器である。中央に大きな穴あり,蓋あるいは蒸器のサ

ナと考えられる。1994は 曲物佃1板である。1995は ヒノキ製の棒状斎串と考えられる。1996・ 1997は マツ

材で同一個体 と考えられる。何かの柄の可能性が考えられよう。1998～ 2000は ヒノキ製の不明木器であ

る。2001は 広葉樹の杭である。2002～ 2004は 広葉樹の加工材である。2005。 2006は 樹種不明の先端加工
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材である。2007～ 2023は ヒノキ材 と考えられる加工材で

ある。2007は角柱状で段状の加工がある。2007～ 2010は

鉄器による加工痕が見 られる。2024・ 2025はスギ材 と考

えられる加工材である。2026は 広放射状組織のない環孔

材の広葉樹である。2027は クヌギと考えられる環子L材で

広放射状組織を持つ広葉樹材で,鉄器による加工痕があ

る。

A5区 S R01(第 147・ 148図 )

E16・ F16区 画に位置する。 S R01及 びⅥ区 S R02の

延長と考えられる。調査時には大 きく埋土を4層 にわけ

て掘削 している。第147図断面図の11。 12層 がA層 であ

る。13・ 14層 がB層 である。15層 がC層である。17～ 23

層及び26～ 31層 がD層 である。A層 及びB層 からは平安

時代頃の遺物,C層 からは弥生時代後期の遺物,D層 か

らは弥生時代前期～中期の遺物が出土 している。

2028～ 2033は ,A層 出土の遺物である。2028～ 2032は

須恵器である。2032は 類例を知 らないが蓋としてお く。

2033は 黒色土器A類椀である。2034～ 2055は B層 出土の

遺物である。2034～ 2038は土師器である。2039～ 2049は

須恵器である。2050は緑釉陶器椀である。2051は 石鏃で

ある。2052・ 2053は石錐である。2054。 2055は 楔形石器

である。2056～2059は C層 出土の遺物である。2057は 類

例を知らないが,朝鮮系無文土器のように口縁部が丸 く

なっている。2058は表面が磨減しているため確実ではな

いが,分銅形土製品であろうか。2059は 石鏃である。

2060は ,D層 出土の遺物である。櫛描直線文が施されて

いる。2061・ 2062は A5区包含層から出土 した須恵器で

ある。

2063は ,A5区 北側の予備調査27Tr。 から出土 した石

鏃である。出土層位はA層 あるいはB層 に対応すると考

えられる。

A4区 S R01(第 149図 )

G14～ G16区画で検出した。おそらくA5区 S R01の

東肩部分であろう。埋土からは土師器2064が出土した。

尽
|

（８
】ヽ
こ
図
目
当
８
∝
∽
凶
Ю
く
　
図
等
Ｈ状

＝
業
Ｊ
躯
К
ヽ

．“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
黒
Ｊ
К
肛
理

・鵠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
業
Ｊ
躯
く
雷

．雪

全
■
Ｊ
鯉
畔

．８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
禦
Ｊ
畔

．Ｒ
・
↑
≫
Ｓ
ｃΣ
・
出
）
＝
楓
業
全
黒
嘔
Ｊ
く
Ｋ
Ｓ

．菖

（Ｓ
ヽ
き
圧
日

・
ミ
ロ
Ｃ
Ｘ
８
ｏＲ
７
８
）
全
粟
き
嘔
Ｊ
К

．Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
ハ
Ｊ
К
撫
ヽ

．Ｒ
・　

　

（３
ヽ
ｃΣ
）
引
楓
禦
全
黒
嘔
Ｊ
鯉
К
恣

．曽

全
軍
Ｊ
К
肛

．Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
粟
―
■
ｕ
К
理

．Ｒ
．
　

　

　

（３
ヽ
ど
）
引
凱
翠
台
黒
嘔
Ｊ
躯
楓

．圏

台
■
′
黒
Ｊ
К
撫
埋

．ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
■
Ｊ
К
理

．８
一
　

　

（３
Ｓ
己
）
＝
楓
禦
合
黒
嘔
Ｊ
Ⅲ
楓
罫

．〓

台
黒
Ｊ
К
雷

．ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ミ
ヽ
口
鰹
К
理

．”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
禦
Ｊ
楓
罫

．
マ

（⊃
へ
〓Σ

′３
ヽ
ど
）
引
楓
禦
全
黒
嘔
Ｕ
Ｋ
Ｓ

．Ｒ
　
（⇒
へ
出

′楓
ニ
ヘ
ヽ
）
引
楓
牌
全
黒
嘔
Ｊ
К
雷

．』
　
　
（３
ヽ
出
引
Ｋ
）
＝
肛
禦
全
黒
嘔
Ｊ
К
恣

．
Ｎ

き
合
Ｊ
К

．べ
　
　
　
　
　
（Ｓ
ヽ
出
）
引
凱
黒
台
黒
嘔
Ｊ
璽
楓
業

．８
　
　
　
　
　
　
　
（引
き
終
）
引
楓
禦
Ｊ
К
留

．
［

Ｈヾ　ЮＮ
“肛搬尋
Ｎ　　ΦＨ

Ｈ

【
［
　
　
　
係

-144-



ノ                   :｀

戸
珈

｀

  12

―
弓 0“

Z}SA .G 2059

一

0                    5cm

0

3

6.灰色砂礫 (10～ 30cm大 の亜円 。円礫多い)

7.灰色混細砂粘土
8.淡灰色混礫細砂 (5～ 10cm大 のクサレ小礫多い)

9.淡青灰色細砂

｀

―
     

タ

2045

" 2060 G 2063

zG

206r

r____________._
i

2062

0           10cm

2031

｀
2032 市 ｀

35

-― ― ―

｀

  :43

配戸

_■

1

２
２０５４
ё一

■

，

　

ン

〓

第148図 A5区 SR01出 土土器 (1/4)及び石器 (1/2)
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第149図 A4区 SR01断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)
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西③区S R01(第 150図 )

B2区画に位置する。 2つ の流路がある。どちらからも弥生時代中期の

土器が少量出土している。北惧1の流路Bは底面が検出できていない。2065

～2069は 流路Aか ら出土 した石器である。2065は打製石庖丁である。

2066・ 2067はスクレイパーである。2068・ 2069は楔形石器である。2070～

2072は S R01の上位の埋土から出土した石器である。2070は石鏃である。

2071は 石錐である。2072は周囲に敲打痕が見られ,叩 き石である。2073は

土師器の飯蛸壺である。出土層位はやや不確実であるが,上層の包含層か

らの出土であろう。
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Bl区 SR(第 151図 )

D2・ E2区画に位置する。断面図の 7層 を中心にして, 6～ 17層 から弥生時代中期～後期の土器が

出土している。 S R01の 続 きとも考えられるが,Bl区 のまわりには未調査区が広がつているため,明

らかではない。2076は ,同一個体 と考えられる頸部と底部である。高さは正確にはわからないため,縮

めてレイアウ トしている。また2079～ 2082は 6～ 13層 から出土 した木器である。2079は イヌガヤ材の斧

膝柄である。2080は クヌギ製と考えられる木器である。台部未加工の斧膝柄の可能性 もある。2081は広

葉樹製の板材である。2082は アカガシと考えられる一面のみ加工面をもつものである。

0         2m

20

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

2.黄褐色粘質土 (床土、Fe多 い)

3.淡灰色粘質土
4.黄褐色混細砂粘質土 (Fe多 い)

5.淡灰褐色粘質土 (Fc、 Mn多い)

6.濁灰褐色粘土 (上面にFc多 い)

7.灰色粘土
8.黒色粘土 (植物遺存体多い)

9.暗黒灰色粘土 (  ク  )
10.灰色中砂

11.黒褐色粘土
12.黒褐色粘土 (植物遺存体多い)

13.暗灰色粘土 (植物遺存体少し)

14.黒色粘土
15.暗灰色中～粗砂
16.暗灰色中～粗砂 (10cm大のイヽ亜円礫少し)

17.灰色粘土
18.暗灰色混細砂粘土
19.暗灰色砂礫 (20～ 40cm大の亜円礫多い)

20.暗灰色砂礫 (10～ 20cmの 亜円礫多い)

中

m2081

第151図 Bl区 SR断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)。 木器 (1/6)

軋

・′
2078

-147-



包含層出土の遺物

西③区包含層 (第 152・ 153図 )

B4・ B5区画では,遺構検出面が弥生時代中期の包含層の上面になっている部分がある。先述した

西③④区S D12・ 08の 断面図 (第 13図 )の 3層 の上面に相当すると考えられる。この包含層から出土し

た土器が2083～2089で ある。2083は おそらく同一個体と考えられるもので,こ こでは器高を考慮せずに

レイアウトしている。弥生時代前期のものと考えられる。他は,弥生時代中期の土器である。2090～

2093は この層から出土した石器である。2090は石鏃である。2091・ 2092は スクレイパーである。2093は

楔形石器である。2094～ 2106は 上記の層より下の弥生時代前期の包含層と考えられる層から出土した石

器である。2094は 石鏃である。2095・ 2096はスクレイパーである。2097～ 2100は打製石斧である。2101

～2105は 楔形石器である。2106は 磨滅ある石器である。おそらく打製石庖丁の破片であろう。

第152図 西③区包含層出土土器(1/4)
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第153図 西③区包含層出土石器(1/2)
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4 弥生時代後期～終末期

竪穴住居跡

I ttS H01(第 154図 )

H10区画に位置する。中央部ピットに炭が見 られることから,こ れを炉跡と考え,こ の建物を4本柱

の竪穴住居跡の削平されたものと考えた。遺物は出土 していない。時期については,柱の並び方 と近 く

に弥生時代後期中葉頃の溝跡があることから,弥生時代後期中葉頃とした。なお,断面図は航空測量の

平面図から復元 したものである。

VttS H04(第 154図 )

110区画に位置する。 I tt S H01と ほぼ同じ規模であることから,残存状況が悪い竪穴住居跡と考え

る。遺物は出土 していない。

Ⅶ区S H01・ 02(第 154・ 155図 )

18区画に位置する。残存状況の悪い二つの竪穴住居跡が重なっているものと考えられる。柱穴列は

何通 りか考えられる。柱穴の深さは, 6～ 29cmである。柱穴 12・ 21・ 22・ 24に は根石がある。また,柱

穴14及び22か らは弥生時代後期の土器が出土している。2107は 柱穴22の根石で,砂岩製で磨滅のあるも

のである。2108は 柱穴24の根石で,砂岩製の磨減のあるものであり,火を受けた跡がある。

Ⅲ区S K020 S D14018017(第 156図 )

D9。 D8。 E8区画を中心に位置する。竪穴住居跡である。K01に は炭が認められるので,炉跡と

考えられる。 S K02埋土からは弥生時代後期中葉頃の土器が出土 している。溝はS K02か らの排水溝の

ような性格の溝である。 S D14は 他の竪穴住居跡からの排水溝の可能性がある。 S D18か ら弥生時代後

期中葉頃の甕 (2109)が出土 している。

Ⅲ区S X02(第 156図 )

D8・ D9区画に位置する。方形周溝状 (S D01)に なっている

が,中央の S K01が炭化物を含むことから炉跡と考えられるので
,

竪穴住居跡 とした。 4主柱穴 も存在する。埋土からは弥生土器が出

msPs

0・ IZ ―

ヽ

ｒ

ｌ

ｌ

‐

‐

ヽ

ｒ

‐

〇
．Ｈ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇1営

Ｈ

――「ピ‐‐‐‐‐‐、ノーー
駆

―

ぐ

―

―

―

■

ヽ

―

_ヽノ型⊇  I ttsH01

第154図  I ttSH01,V ttSH04及 びⅦ区SH01・ 02平。断面図 (1/100)
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0 5cm
tl#
---rrt

第155図  Ⅶ区SH01・ 02出土石器 (1/3)

土している。2110は S D01か ら出土 した壺である。2111は 埋土から出土 した壺である。2112は , S D07

から出土 した破片とS K01か ら出土 した破片が接合 した鉢である。2113は S K03か ら出土した打製石庖

丁である。

東②区S H01(第 157図 )

」2。 J3・ K2・ K3区画に位置する。ほとんどの部分は,日暮 。松林遺跡の調査区に位置してい

る。平面図は測量の誤差のため,調査区境界で食い違いが生じている。日暮・松林遺跡では, S H02と

して報告されている。主柱穴は当調査区では柱穴01及 び02で あり,全体の数は9で ある。出土遺物は
,
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SK02

｀｀ミミ、=ゴメメづ
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D塑 ゝ
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可了ダ弓晨bBフ F

l.淡灰茶色細砂
2.黒褐色粘土
3.暗灰色細砂

21.0ノ
ギ

0                  10cm

Aミ可言|≠
=%・
ゼ 讐

1.暗灰色細～中砂
2.暗灰色混礫中砂

(1～ 5cm大の亜角礫少し)

3.暗茶褐色混細砂粘質土
4.黒褐色混細砂粘質土 (炭化物少し)

5。 暗茶褐色砂質土
6.黒褐色混中砂粘質土
7.黒褐色粘土
8.淡茶黄色粘土 (Fc多 い)

9.明黄色粘土

第156図 畑区SK02。 SD14。 18。 17,畑 区SX02平 。断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)。 石器 (1/2)
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0                  10cm

A―
20.lA: 2O.IB

1.茶褐色混細砂粘質土
2.黒褐色粘土

第157図 東②区SH01平・断面図(1/100)及 び出土土器(1/4)

弥生時代終末期のものである。当遺跡では,柱穴01か ら弥生土器2117が出土 している。2114～ 2116は埋

土から出土 した土器である。

掘立柱建物跡

VttS B01(第 158図 )

110区画に位置する。現在の水路下は未調査であるため,確

実ではないが, 1間 × 1間 の建物である。また,v・ Ⅶ区SD

03の西岸面に柱穴の痕跡 らしきものがあり, S B01の柱穴列の

延長とも考えられるが,確実に柱穴とは認識できないので,こ

こではS B01の 柱穴列の延長とは考えない。主軸方位は,N2
°
Eである。v tt S D03及 び S D04よ り古い。柱穴からは,胎

土に角閃石を含む弥生土器が出土 している。

VttS B03(第 159図 )

H10。 110区画に位置する。この建物より北側は,後世の削

平により40cm程度地下げ行われている。この建物の柱穴の深さ

‐~
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1   2

ω

一̈
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劉
憔

2r.2 
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ヽ
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―
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〆一

1.茶色シルト
2.灰 白色粘土ブロックを含む灰黒色シル ト
3.黄 白色粘土ブロックを含む茶色シルト
4.灰黒色シルト

0         2m

第158図  V ttSB01平・断面図(1/100)

|こ
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は30cm前 後であることから,柱穴列が北へのびる可能性は否定で

きない。主軸方位は,N8° Eで ある。弥生土器がわずかに出土

している。胎土に角閃石を含む甕の小破片があること,周囲の弥

生土器の出土状況及び S D01と の位置関係から考えて,弥生時代

後期中葉頃と考える。

柵列

A5区 S A01(第 159図 )

E16区画に位置する。Ⅵ区 S R01の 西岸に沿う。方位は,N33
°

Eで ある。柱穴の深 さは, S R01の 15層 (第 147図 断面図参照)

上面から90cm程度あることから,S R01の 15層 上面から掘 り込ま

れていると考えることは困難であるので,15層下面に掘 り込み面

を求めることが妥当である。15層 は弥生時代後期の包含層,15層

以下は弥生時代前期から中期の包含層であるので,こ の柵列の時

期は弥生時代後期以前の時期 とできよう。

土坑

X区 S K01(第 159図 )

D10区 画に位置する。隅丸長方形の土坑である。弥生時代後期

の土器の小破片が出土 している。

不明遺構

畑区S X01(第 159図 )

D7区画付近に位置する。調査時には不明遺構 としているが
,

北東方向にある川跡への傾斜地に堆積 した包含層 と考えられる。

V ttSB03

o         2m

X I ttSK01

(1/50)

A5区 SA01

1.淡茶灰色糸田砂
2.黒褐色粘土

0         1m

＼

ヽ

、

Ｎ①

XⅡ 区SX01

第159図  V ttSB03・A5区 SA01・ 測区SK01平 。断面図 (1/100,1/50)及び畑区SX01出土土器 (1/4)

宋
ぼ
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が
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出土遺物は弥生時代後期中葉のものである (2118～ 2121)。

溝跡

I・ Vtt S D01(第 160図 )

H10。 110区画に位置する。微高地の建物群の間から西の川跡へ流れ込む溝跡と考えられる。埋土か

ら弥生時代後期中葉頃のほぼ完形の長頸壺2123等が出土 した。I ttS H01の ほぼ南あたりの位置である。

2122は 弥生時代中期の土器である。2124は器形 。日径 とも不確実な土器であるが,こ こでは鉢 として報

告する。

S D07(Ⅵ 。畑 。西③・西④区,第 160～ 181図 )

F12～ F10～ B6区画に位置する。規模の大きな溝である。埋土からは弥生時代後期中葉頃の土器が

大量に出土 している。2125～ 2530は 出土土器である。調査時には上層 。下層に分けて取 り上げているが ,

大 きな差異は無いので,こ こでは一括 して幸艮告する。2125。 2126は弥生時代前期の土器と考えられる。

2127～ 2132は弥生時代中期の土器と考えられる。2133～ 2158は 弥生時代後期中葉頃と考えられる土器で

ある。ここでは,各器種ごとにレイアウトしているが,各器種においては,胎土に角閃石を含むものと

そうでないものとにわけてレイアウトしている。ただし,胎土の観察は大まかな肉眼観察によるもので

あることを断ってお く。2123～ 2172は 角閃石を含む壺である。2171はあまり類例が無い。2172は あまり

類例のないもので,時期についても確実ではない。2173～ 2219は角閃石を含まない壺である*l。 2219は

胎土に結晶片岩の細礫を含むものである。2220～ 2346は甕である。2220～ 2314は 胎土に角閃石を含むも

のである。2287は焼成前に口縁部が割れたためか,害Jれ目に粘土を貼 り付けており,日縁部はゆがんだ

形になっている。2315～ 2346は 角閃石を含まない甕である*1。 2324は全形不明であるがここでは甕とし

てお く。2347～ 2395は角閃石を含む高杯である。ただし,日縁部破片の中には鉢と区別が付 きにくいも

のもある。脚端部はハケロ原体によリヨコナデを行 うものが多い。2393～ 2395は 特異な器形である。

2396～ 2420は角閃石を含まない高杯である。2421～ 2448は 角閃石を含む鉢である。2449～ 2504は角閃石

を含まないものである。底部の破片は,こ こでは鉢としておくが,他の器形になる可能性 もある。2505

～2508は 角閃石を含まない甑である。2509～ 2511は 蓋であり,角 閃石は含まない。2512は 支脚で角閃石

を含まない。2513・ 2514は 器台の脚端部と考えられるもので,角 閃石は含まない。2515は ,器形不明で
,

角閃石は含まない。2516～ 2518は小型の土器で角閃石は含まない。2519～ 2523は製塩土器で,2519～

2521は 角閃石を含む。2524～ 2526は 土製紡錘車で,いずれも角閃石は含まない。2526以外は土器片を利

用 したものである。2527～ 2530は 古墳時代前期のものと考えられる土器である。2530は 高杯としておく。

2531～ 2542は石器である*2。 2531・ 2532は 石鏃である。2533は石槍である。2534は 石錐である。2535

は石匙である。2536～ 2538は スクレイパーである。2539・ 2540は 楔形石器である。2541は 砂岩製の砥石

である。2542は結晶片岩製の磨滅ある石器である。

2543～ 2548は木器である。2543は ヒノキ製の用途不明の本製品である。周囲は刃部状に作 りだされて

いる。2544は ヒノキ製と考えられる板材である。小口部分にのみ加工痕が認められる。2545～ 2548は ヒ

ノキ製と考えられる板材である。2547・ 2548は ほぼ全面炭化 しており加工痕は観察できない。

*1 編集時の手違いで,角閃石を含む土器がレイアウトされている。2200,2329。

*2 編集時の手違いで, S D07出土の石器が193頁 にレイアウトされている。2722。
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21.1断
面 1

断面 2

断面 3に
』

m

3

1.黒茶色シル ト (炭 を含む)

2.黒茶色シル ト (黄色シルトブロックを含む)

3.暗茶色シル ト          I o v ttSD01

瓦

断面①

断面②

第160図  I o V ttSD01断 面図 (1/50)。 出土土

(5～ 10cm大 の亜角礫少 し)

(5～ 30cm大 の亜角・亜円礫多い)

(弥生土器多い)

20.8

暗茶褐色混細砂粘土

暗茶褐色混細砂粘土
黒灰色混細砂粘土
灰色細砂 (シ ルト質)

淡茶灰色細砂
濁青灰色細砂
黒褐色粘土

淡青灰色粘土

1.暗茶褐色混細砂粘土 (5～ 10cm大 の亜角・亜円礫少し)

11.    ク    (5～ 30cm大 の亜角・亜円礫多い)

2.茶褐色混細砂粘質土
3.黒褐色粘土 (弥生土器多い)

4.淡茶褐色混細～中砂粘質土
5.黄褐色細砂 (シ ル ト質)

6.濁灰色混礫シル ト (5cm大の亜角礫少 し)

7.黒褐色粘土
8.淡茶灰色細砂
9.明黄色粘土

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

2.淡灰色粘質土
3.淡灰褐色粘質土 (Fe多 い)

4.黄褐色細砂
5.暗灰褐色粘土
6.5に地山ブロックが混じる

:1 量亀苫島田:抄れ:土 }SDo3

∴1餐鱈量増希」霧堂klc多い)}SDo2

1;1重鱈言報堂 (植物遺存体多い)

|:1晟響模着軽墾黎遍言↑衡曇倉義生がグライ化)

器 (1/4)及びSD07断面図 (1/50)
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2140

第161図 SD07出土土器(1)(1/4)
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SD07出土土器(2)(1/4)
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第181図 SD07出土木器 (1/6)

西①区S D01(第 182図 )

B13区画に位置する。調査区東壁近くの部分に出土遺物が集中している。コンテナ1/2程 度の遺物が

出土した。ほとんどは弥生時代後期中葉の土器 (2550～ 2554)である。なお, 1点の縄文土器の突帯文

土器2549を 含む。

西①区S D02(第 182図 )

B14区画に位置する。遺物は弥生土器小片 1片 のみである。埋土が西①区S D01と 同じことから
,

時期と考える。
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西④区S D05(第 182図 )

B7・ C7区画に位置する。断面図からは弥生時代後期中葉の溝 S D07が検出される土層より下層が

検出面と考えられるが,出土遺物は弥生時代後期中葉頃のものであることから,こ の溝は弥生時代後期

中葉の時期と考えられる。この溝の北倶1の延長は西水路調査区では検出されていないことから, S D07

に合流する可能性がある。

Ⅷ区S D07013・ XttS D060 Ⅶ区S D06・ XttS Dll(第 183図 )

」6区画から14区画に位置する不定形な溝である。遺物はⅦ区S D06・ X tt S D llを 除いて出土し

ていない。この溝の東側の延長は,高松市教育委員会の日暮 。松林遺跡の報告書で,S D09と している。

このS D09か らは,K6区画 (当 センター調査区画名を採用した場合)か ら多量の弥生時代後期後半頃

頃の遺物が出土している。しかしながら当センター調査区の」6区画にはいると弥生時代後期の土器は

ほとんど見られない。また,溝跡の埋土は黒褐色土で,流水の痕跡をあまり示すようなものではない。

溝の底面の標高は, 」9区画を最高として,北へ西へと低くなっている。おそらく人為的な溝というよ

りは,微高地上における自然排水により形成されたものと考えた方がよいだろう。ただ,川跡の東岸に

ある竪穴住居跡や掘立柱建物跡を囲むように見えるのは何らかの関連性を考える必要があろう。

2555～ 2558は ,弥生時代中期の土器である。2558は Ⅶ区S D05あ るいは06の上層から出土したもので

ある。

西①区SD01

1

1.黒褐色粘土

0               1

園
２５４９

可‐‐

21.9

▼
北

1

1.黒褐色粘±        0 lm

造成土

淡黄褐色混細砂粘質土 (Fc多 い)

黄褐色混細砂粘質土 (Fe多い)

蝙鯰 i聾iガ

拳原に浙 土い

I12鰺
オ呈島

中

淡灰色砂礫 (粗砂と5cm程 度の多量の小礫)    13.茶褐色中砂
淡茶黄色細砂
濁青灰色細砂 西④区SD05

第182図 西①区SD01断面図(1/50)。 出土土器(1/4)及び西①区SD02・西④区SD05断面図(1/50)

ヽ
も
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2555

Xtt S D02(第 184図 )

13～ H5区画に位置する。遺物は出土 して

いない。埋土は,下層が砂礫層で,上層が粘質

土層となっており,当遺跡では特異なものであ

る。Ⅸ区 S H02を 壊 していることと平安時代後

半までの遺物を含む S R01の 堆積土C'層 より

下層である (こ の事実は,本調査時には十分確

認できず,予備調査の 7 Tr。 の記録から明らか

となった)こ とから,概ね弥生時代後期から平

安時代後半までの時期が考えられる。

Ⅲ区 S Dll(第 184図 )

E9区画に位置する。深さ数cmで ,幅20cm程

度の小溝である。2559は予備調査時に出土 した

弥生土器高杯である。

東②区S D01(第 184図 )

」3区画に位置する。高松市教育委員会調査

の日暮 。松林遺跡では,こ れにすぐ続く溝跡は

検出されていないが,遺構配置図を検討すると
,

弥生時代後期のS D19を その延長と考えること

が可能である。ここでは,S D19の 時期に従い
,

S D01も 弥生時代後期と考える。また,香川県

教育委員会文化行政課が行った東水路②区のす

ぐ北側で細い溝が検出されているが, S D01は

20.5

断面3

3

20.6

断面4

3

20.5

~l~Jヒ ~

1

1.暗茶褐色粘質土

東②区SD05

3

2559
5

嚇 (淡茶褐～)暗茶褐色粘土

濁黄褐～濁黄色粘土

茶色シルト

lm
断面2

第183図 Ⅷ区SD07・ 13・ Ⅸ区SD06・ Ⅶ区SD06・ X ttSDll断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)

0                10Cm

::食糧危藁駐砂00～
"cmXの

酬膨n
4.黒褐色粘土

5.濁黄色粘土 (Fc多 い)

6.明黄色粘土

Ⅸ区SD02

0                10Cm

0         1m

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

2.淡灰黄色粘質土 (床上、Fc多い)

3.淡茶灰色混細砂粘質土 (Mn多 い)

4.黒褐色粘土
5.濁黄褐色粘土 (Fe表 面に多い)

6.淡灰茶褐色混細砂粘質土 (Mn多 い)

東②区SD01

21.3

東
1

1.黒褐色シルト

B2区SD01

第螢科図総 B,観躊路野饂,泌醒L
(1/4)
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調査区外西です ぐに北に折れ,こ の溝に続 くものと考えられる。

東②区S D05(第 184図 )

」6区画に位置する。埋土は周囲の S D06及び S D07と ほぼ同じであることから,こ れらの溝に関連

するものと考えられる。遺物は出土 していない。

B2区 S D01(第 184図 )

Cllo C12区 画に位置する。浅い溝である。出土遺物は弥生時代後期の土器の小片がごくわずかに出

土しているに過ぎない。

5 古墳時代後期～平安時代前半

土坑

X区 S K06(第 185図 )

D10区画に位置する。平面形が長方形を呈する土坑である。須恵器杯 (2560)が出土 している。

溝跡

S D13(第 186図 )

H3区画からG12区 画まで弥生時代の川跡から若干ずれる位置にある。H4区画ではⅡ区 S D02の 分

岐が見 られる。埋土は基盤層の黄白色系粘質土ブロックを大量に含む。遺物の出土は少なく,時期の決

定は難しい。また,川跡と重なる部分も多く,検出できない部分もあった。古墳時代終末ころの須恵器

が出土していること,平安時代後半までの包含層よりは,古いことから当時期とした。またAl区 (H

2区画)で,検出した溝も,方向から考えて S D13の 延長であると考えら

れる。

実測図を掲載 した遺物は,弥生時代中期～後期の土器 (2561～ 2572)及

び平安時代頃の土師器 (2573)。 須恵器 (2574)で ある。平安時代の遺物

については,調査時にこの溝の埋土と川跡埋土の区別が十分には確認でき

なかった部分 もあったことから,遺構外出土のものである可能性は否定で

きない。

XttS D14

H5。 H6区画のみで検出できた。 S D13に 並行することから,本来はS

D13と 同じ様な長さであった可能性はある。幅50～ 80cm,深さは10cm程度

である。埋土はS D13断面 2と 同じである。

21.3

1

1.淡茶灰色細砂
2.黒褐色粘土

0        1m

0                10cm

第185図 測区SK06平・断
面図 (1/50)及 び
出土土器 (1/4)
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1.暗灰色粘質土 (耕作土)   4.
2.黄褐色粘質土 (床土、Fe多 い)4:.
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20.1~~断
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ック状に含む)1.黒褐色粘土 (地山を粘土ブロックで含む)
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西
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3.灰色シルト (灰 白色粘土ブロックを多く含む)

5.灰 白色粘土～シル ト (基盤層)
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第186図 SD13断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)
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6 平安時代後半

掘立柱建物跡

X区 S B01(第 187図 )

E ll区画に位置する。規模の大きな建物である。主軸方位は
,

を記入 した。柱穴からは土師器及び須恵器が少量出土 している。

2575の みが直線で復元

した柱穴列から出土 し

たものである。確実で

はないが,他の柱穴か

ら出土 したものもこの

建物に関係があると考

える。2575は 柱穴71か

ら出土 した須恵器甕で

ある。2576～ 2578は柱

穴61か ら出土 した土師

器である。2579は 須恵

器である。2580は 柱穴

55か ら出土 した土師器

である。2581は柱穴75

から出土 した土師器で

ある。2582は柱穴68か

ら出土 した土師器であ

る。2583は柱穴30か ら

出土した土師器である。

X区 S B02(第 188図 )

Dll・ E ll区画に位

置する。主軸方位は
,

N84° Wである。測区

S Bolと ほぼ同じ方向

である。これについて

も,確実な柱穴列のみ

線を記入 した。柱穴か

らは土師器の杯や皿が

少量出土 している。

N9° Eである。確実な柱穴列のみ線

2575～2583は柱穴出土土器であるが ,
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第187図 測区SB01平・断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)
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A3区 ピット群 (第 188図 )

115。 」15。 J16区画に位置

する。柱痕をもつピットがある

ことから,掘立柱建物跡が存在

していた可能性は高いが,確実

な柱穴列は認めがたい。柱穴の

深さは 5～ 25cmで ある。柱穴の

埋土は,暗茶褐色粘土である。

遺物は土師器の杯等の小片が少

量出土 しているのみで,確実で

はないが,平安時代後期の時期

と考える。

A5区 S B01 002(第 188図 )

D16区 画に位置する。調査区

が狭いため,いずれの建物も南

北側の調査区外に延長の柱穴列

が見つかる可能性がある。柱穴

埋土は暗茶褐色粘土あるいは濁

灰褐色粘土である。 S B01は 主

軸方位は,N84° Wである。遺

物は出土 していない。 S B02の

主軸方位は,N7° Eである。

柱穴19か らは土師器の鉢,柱穴

18か らは土師器の杯が出土 して

いる。また,柱穴02及び23か ら

は土師器の皿2584。 2585がそれ

ぞれ出土 している。このことと

周囲の柱穴及びこの建物群の東

にある溝跡 。川跡出土の遺物等

がほぼ同様な時期であることか

ら,平安時代後期あるいはそれ

以降と考える。
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第188図 測区SB02・ A3区ピット群。A5区 SB01・ 02平・断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)
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B2区 S B01(第 189図 )

D ll・ D12区画に位置する。調査区タトで延長が確認される可能性はある。柱穴19は 下位の遺構面検出

時に検出したものであるが,そ の位置からS B01を 構成する柱穴と考えられる。主軸方位はN79° Wで

ある。出土遺物は,柱穴03か ら土師器杯2586が出土 しているほか,柱穴04及び19か ら土師器の杯の小片

がそれぞれ 1片 出土 している。

B2区 S B02(第 189図 )

C ll・ C12・ D ll・ D12区 画に位置する。主

軸方位はB2区 S B01と ほぼ同じである。構成

する柱穴の数が少なくやや確実ではない。また
,

柱穴06と 02は上位の遺構面で検出したもので
,

他は下位の遺構面検出時に検出したものである。

柱穴06か らは土師器及び瓦小片がそれぞれ 1片
,

柱穴10か らは弥生土器小片が少量出土 している。

また,柱穴09か らは,石鏃2587が出土 している。

土坑

Ⅲ区S K01(第 190図 )

D9区画に位置する。埋土はブロック状の粘

土の堆積であることから,一気に埋め戻された

ものと考えられる。調査時には湧水はほとんど

なかった。2588～ 2590は 土師器の杯である。

2591は 瓦器椀である。2592は 石庖丁である。

2593は 樹種がアカガシ材の一木鋤である。把手

の部分はほぞ結合の組み合わせ となっている。

刃部はおそらくU字型の鉄製鋤先が装着される

ものと考えられる。

A5区 S K01(第 190図 )

D16区画に位置する。遺物は出土 していない

が,埋土が周 りの柱穴群と同じことから,同時

期と考えた。平面形は非常に不定形である。粘

土採掘土坑などの性格 も考えられよう。

―
(をさ〕―(1:さ 8・ IZ

「

Ｎ
【
・ω

B2区 SB01

3 zssl
0 2cm

H

-

OZ

B2区 SB02

0         2m
⑪ヽ

(⊃・ ―――――――――――――く磁D02

21.3

第蟷咽
需 淋 潮

°断面図mm及 剣 土土器
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El「ml

1.淡灰色細砂 (地 山粘土ブロックを 2
2.黒褐色粘土     多く含む)~
3.明黄色粘土
4。 青灰色粘土
5,淡黒褐色粘土         ~
6.青灰色シル ト         __

ヽ    ク

2588

西②区SK01

趾 帆域、

0                10cm

第り
,図

壽 ]霧禅喬∫ぎlllg'遭
甜 !島 区

A5区 S K02

C16区画に位置する。埋土は周辺の柱穴と同様暗

茶褐色粘土である。平面形はやや不整形で,深 さは

2 cm程度である。

西②区S K01(第 190図 )

B12区画に位置する。第1遺構面で検出した。弥生土器小片が 1

片出土している。埋土が西②区S D04と 同じであることから当時期

と考える。

西②区S K02(第 190図 )

B12区画に位置する。第1遺構面で検出した。出土遺物は無い。

埋土が西②区S D04と 同じであることから当時期と考える。

A5区 SK01

21.2
~~ |~

1

1.淡灰褐色混細砂粘質土

暗茶褐色粘土

明黄色粘土

西②区SK02
21.2

1

1.淡灰褐色混細砂粘質土

0        1m

(TT「丁¬「〉      2593

0          20cm

―ｍ

一

０ ２ｃ国

一
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井戸

Ⅱ区S E01(第 191図 )

G7・ H7区画に位置する。底面が砂礫層に達 してい

ることから丼戸 と考える。埋土からは,土師器の杯2594

及び椀2595が出土 している。

溝跡

I・ Ⅲ区S D03(第 191～ 193図 )

平面で検出できたのは,G7・ G8・ G9区画におい

てである。各調査区の壁面の断面から考えると, Ⅱ区の

西調査区, I区及びⅥ区にも延長 している。溝幅は,弥

生時代川跡 と重なる部分は大きく10m以上に広がつてい

るが,他の部分では6m前後である。また,弥生時代の

川跡と重なる部分の東岸では,杭列が見 られた。軟弱地

盤における護岸的な施設であろう。この溝を弥生時代の

川跡と重なる部分の断面図 (第35図 )で検討すると,川

跡が弥生時代以降にある程度埋没 してきた段階で,基盤

層の粘質土 (第20層 )の堆積が見 られる。これは人工的

な盛土と考えられ,溝 はこの盛土を切 り込む,あ るいは

盛土で,溝の東岸を形成するようにみえる。盛土からは

平安時代後半までの遺物が出土している。溝の埋土から

平安時代末ころまでの遺物が出土 しているが,特 にG7

区画の中央付近においては斎串が大量に集中して出土 し

た。祭祀遺物の出土及び盛土による岸の形成など,こ の

溝は特別な性格を持つ ものであったと考えられる。

2596・ 2597は土師器である。2598～ 2601は 須恵器であ

る。2602は黒色土器A類椀である。2603は 中国産白磁椀

である。2604は石鏃未製品か。2605は 打製石庖丁である。

2606は スクレイパーである。

2607～ 2663は木器である。2607は アカガシで,曲柄鍬

先の頭部の可能性がある。2608・ 2609は ヒノキ材の底板

である。2610は底板を転用 している。頭部を削 りだして

いることか ら斎串への転用 も考慮する必要があろう。

2m0l.耕作土
2.花尚土
3.暗灰色シル ト
4.灰黒色シル ト (5cm以下の灰緑色砂礫を含む)

5.黄色～灰緑色砂礫層 (基盤層)

6.灰茶色シル ト (褐色シルトブロ

建家

を含む)}コ ンクリー ト畦畔裏込め7.黄色礫 (5cm以 下及び黒色シル ト
8.灰 白色シルト
9.褐色シルト
10.灰 茶色シル ト
11.暗灰茶色シルト
12.暗茶灰色シル ト
13.淡灰黄色中砂層 (5cm大の円礫を

SD03(斎 串等出土)14.灰黒色シル ト
15.黒色シルト混じり砂礫層 (5cm大
16.淡緑灰色中粗砂と黒灰色シル トの

(5cm大の円礫多量17.灰黒色シルト

第馴 図 Ⅱ区SE岬・断
馴 島儡堪擢安レおお(1/4)及びⅡoⅢ 区(

暗灰褐色粘±     4.
暗灰褐色混礫粘土

(5～ 20cm大 の亜円礫多い)5.
青灰色細～中砂

淡黒茶色混礫砂質土
(10～ 30cm大の亜角・亜円礫多い)

淡灰色砂礫
(10～ 30cm大の亜円礫多い)

0                    10cm

2611は ヒノキ材の曲物側板である。2612～ 2617は 広葉樹材の杭で,2615は ヤナギ属である。2618～ 2652

は斎串と考えられる。2618～ 2630は ヨウヤマキ材の斎串である。2631・ 2632は ヒノキ材の斎串である。

2633～ 2652は コウヤマキかヒノキ材の斎串と考えられる。2653・ 2654は ヒノキ材の棒状木器で,2654は

先端をほぞ状に削 りだしている。2655は コウヤマキ材で先端にほぞを作 り出している。1656は広放射状

組織のない環孔材の広葉樹である。2657～ 2661は ヒノキ材 と考えられる。2662はスギ材 と考えられる。
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2663は 広放射状組織のある環子L材の広葉樹材である。

Ⅵ区 S D020 Ⅲ区 S D06(第 194図 )

F7～ F12区画に位置する。平安時代後半までの遺物が 3袋程度出土 している。F10区画では, SD

07よ り新 しいことが観察できる。2664。 2665は 土師器である。2666～ 2673は須恵器である。2670は外底

にヘラによる線刻が見 られる。2674は ,ツ ガ属材の剣形木製品である。2675は ヒノキ製の斎串である。

2676～ 2678は針葉樹製の斎串と考えられる。2679はモミ属材 と考えられるもので,中央部に摩擦で潰れ

たような痕跡がある。何かにはめ込んでいたものと考えられる。2680～ 2683は ヒノキ製と考えられる板

材及び角材である。2684は スギ製と考えられる角材で,両端に鉄器による加工面がある。2685は広葉樹

製の先端加工材である。2686は樹種不明の先端加工材である。

Ⅲ区 S D01～ 05(第 194図 )

F7～ F9区画付近に位置する。いずれも浅い溝である。上記のⅥ区 S D02・ 畑区S D06と ほぼ平行

することか ら同じ時期 と考える。出土遺物は磨滅 した土師器 。須恵器・瓦器等が少量出土 している。

2687は S D03か ら出土 した石鏃である。

Ⅵ区S D04(第 194図 )

F8・ F9・ F10区 画に位置する。遺物は,弥生土器,須恵器,土師器のほか,瓦器が出土 している

ことから,平安時代終末頃と考える。2688は 須恵器壺である。2689は スクレイパーである。
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第194図 Ⅵ区SD02・畑区SD06・畑区SD01～ 04・ Ⅵ区SD04断面図(1/50)及 び出土土器 (1/4)。 石器 (1/2)。 木器 (1/6)
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西②区S D040 S X74(第 195図 )

B10～ B12区画に位置する。第1遺構面で検出した。現在の水路の下にある溝跡の埋土の一部を検出

したものと考えられる。S D04と S X74は 一連の溝と考えられる。S D04か らは少量の弥生土器,土師

器及び須恵器等が出土している。S D04は ,西②区S D02よ り古い。2690は S D04か ら出土した石鏃で

ある。

B2区 S D02003(第 195図 )

E ll・ E12・ F ll・ F12区 画に位置する。黒色系の埋土の S D02は Ⅵ区 S D04の 続きの可能性がある。

S D03は ,S D02よ り新 しいが,非常に浅いもので,底面も凹凸が多い。S D03か らは,土師器椀2691,

須恵器杯2692及 び石鏃2693が出土 している。

不明遺構

A5区 S X01(第 195図 )

C16・ D16区画に位置する。遺物は出土 していない。平面形は不整形で,底面も凹凸が著 しい。これ

も,A5区 S K01と 同様,粘土採掘坑的な性格も考慮する必要があろう。

7 中世

掘立柱建物跡

Ⅷ区S B01(第 196図 )

」5区画に位置する。主軸方位は,N79° Wである。柱穴か

らは弥生土器の小破片が数点出土 しているのみである。主軸方

位が,現在の地割 りの方向に沿うことから当時期 と考えておく。

D
断面① 21.2

東
~｀

可=二
~

1

1.淡灰褐色混細砂粘質土
4   5   ,

蜀   ::I‖ :砂駄い%噺J
i.ふ褐翻細琳駄 ::蒙E認キ壺易優,1緒積j

黒褐色粘質土 (地山ブロック混じる,sD02)
灰黄色粘質土巴 砧 員 工/・ 次

暴色粘質土 (床土)8.灰茶

2cm
―

鸞

―

鋏

 ヒ J      ´~  2690

lm

」
22.2

T遊±■1嶽贔
| =毛:92｀ 2∞3

1.暗茶褐色粘土
2.明黄色粘土

第195図 西②区SD04・ B2区 SD02・ 03。 A5区 SX01断面図(1/50)及び出土土器(1/4)。 石器(1/2)
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XttS B020 S B03(第 196図 )

14・ 」4区画に位置する。 2棟の掘立柱建物跡が

重なっているものである。 S B03は柱穴の配置のみを

根拠に大きく復元 した。 S B02は ,主軸方位 N74° W

である。遺物は出土 していない。 S B03は ,主軸方位

N89° Eである。遺物は,柱穴10。 14・ 23・ 31か ら出

土しているが,柱穴23か ら土師器の杯あるいは皿の小

破片 1片が出土 しているのみで,他の柱穴は弥生時代

中期の土器の小破片がごく少量出土 しているに過ぎな

い。 S B03に ついては,土師器の出土及び主軸方位が

現在の地割 りに沿うような方向であることから,当時

期頃と考えたが, S B02に

ついては,時期は不明とせ

ざるを得ない。2694は 柱穴

32か ら出土 した楔形石器で

ある。2695は柱穴70か ら出

土 した石鏃である。

柵列

東①区S A01(第 197図 )

」12区画に位置する。柱

穴 7か ら弥生土器小片が 3

点出土している。東①区S

D01と 同じ方向であるので
,

関連があろう。2696は ,柱

穴 7か ら出土した弥生土器

である。
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第196図 Ⅷ区SB01・ Ⅸ区SB02・ 03平 。断面図 (1/100)及 び出土石器 (1/2)
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西②区ピット群 (第 197図 )

B9区画に位置する。第 1遺構面で検出した。柵列状に並

ぶ 3列のビット群 とこれに関連すると考えられる小溝であ

る。調査区が狭いため,柱穴が柵列を形成するのか,掘立柱

建物跡を形成するのかは判断できない。出土遺物はS D01か

ら少量の弥生土器,土師器及び須恵器等,柱穴11か ら土師器

杯あるいは皿の小片 1片が出土している。2697は , S D01か

ら出土した土師器の皿である。

土坑

Vtt S K02(第 197図 )

110区 画に位置する。 V tt S D04と 直交する位置にあり,

S D04と 関係を持つものと考えられるが,埋土はS D04と は

異なり,粘質土のブロック状の堆積であり,埋め戻されたも

のと考えられる。また,遺構の底面が明確であることから,

溝の一部が残存 したものではなく,土坑であると考えられる。

Ⅶ区S K04(第 197図 )

17区画に位置する。遺物は出土 していないが,埋土が中

世後半までの遺物を包含する川跡の埋土に類似 し,近世以降

の土坑の埋土とは異なることから,中世後半以降のものと考

える。

V ttSK02

―   ♪
1

1.灰色シル ト (Fc,Mn沈着 )
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21.4

暗茶褐色粘土
1に地山 (明 黄色粘土)ブ ロックが混じる
黒褐色粘土

′′′////′

||:;;;;;i::::三

二三二: [ 「] [] ] [] ] ] 三

il:二

::::::::::::::::三二三二三二Fi::i (111キ

キキキキ
))ヽ、

0                 1ocm

0         2m

西②区ピット群

7躙

蜘

1.灰白色黒色茶灰色シル トブロック混合層

第197図 東①区SA01・ 西②区ピット群。V ttSK02・ Ⅶ区SK04平・断面図(1/100,1/50)及び出土土器(1/4)
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溝跡

VttS D04(第 198図 )

110区画に位置する。浅い溝である。V tt S K02に直

交する位置にあり,ま た条里の東西方向に平行するもの

である。V tt S D03よ り新 しいことから,中世以降の年

代が考えられる。

V・ Ⅶ区S D03(第 198図 )

112・ 110・ 19。 18・ 17区画に位置する。現在

の水路とほぼ平行 してお り, 17区画で東へ曲が り,現

在の水路で破壊されている。Ⅶ oX・ Ⅸ区S D01・ 04ヘ

続 くものと考えられるが明らかではない。埋土は大きく

3層 に分かれ,上層はきめの細かいシル ト層の堆積,中

\r. v \ . 2712 aol

- 

e..1,' 27II G Lt LL 1-< 2713
atLv 

€

tl

21.2

百ヒ
1

1.灰 白色シル ト (上部にFc,Mn沈殿)

V ttSD04         0         1m

西  響

1.淡灰～白黄色細砂

西==k=耳 戸フ～皇妥
野

面2

1

1.淡灰～白黄色細砂

ノ寺: 05三
117)0中茶F耗罵 2~L03≡

~て

=7~sフ
務摯 08~曖

「
饉 〔|:尤 :ル

ト暉 缶 茶灰色シル朴ブロックを含ω

l :
卜のラミナ

トブロックを含む)

―
(3)》谷一⑮-0二轟一Я         "∞
― 狙0基 猜1~あ れZ

卜_______1                 2715             1           27]

1                 2722※ 1
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第198図  V ttSD04・ V・ Ⅶ区SD03断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)。 石器。金属器 (1/2)2723

西
=く軍ァ翌♂面3

. riた l ri占 た占 ●mちK断面4
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層は埋め戻 しされたと考えられるシル トブロックの堆積,下層は流水を伴 う堆積 と考えられる砂層の堆

積である。ただし, 110区画の北部より北佃1は ,後世の削平により,上層及び中層の堆積部分は消滅 し

ており,下層の堆積部分だけが残る浅い溝 となっている。

2698～ 2703は土師器である。2704は 瓦質焼成の鉢である。2705は西村産瓦質土器椀である。2706は東

播系須恵器鉢である。2707は 中国産白磁椀である。2708は外面に鏑連弁文のある中国産青磁椀である。

2709～ 2712は石鏃である。2712は 石鏃未製品と考えられる。2713・ 2714は打製石庖丁である。2715はス

クレイパーである。2716～ 2721は 楔形石器である。2722*1は緑泥片岩製と考えられる磨製石庖丁である。

2723は鉄鏃である。重量は11.5gで ある。2724は ,不明青銅器である。表面に模様 とも考えられる凹凸

があるが,磨減が著 しく詳細は不明である。重量は40,5gで ある。

*1 2722は S D07(P155)出 土の石器である。レイアウ トの手違い。

6    7

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

2.黄褐色粘質土 (Fe多 い床土 )

3.淡黄褐色混礫粘質土 (10～ 20cm大の亜角・亜円礫多い)

4.撹乱土
5.黄灰色混細砂粘質土 (Fe,Mn多 い)

浚戻塘言攪驚砂        m  O《 [8:そさ曇0

曾層言IIM⇒   帥

南―一     塾生

Ⅲ区SD01

1.白灰色シル ト (Fe沈 着 )

Ⅶ鳳

1.灰色シル ト

(上部にFe沈着 し褐色を呈する)

2725
0    2cm
田

2730

｀

   ;34

20.5
言 断面1

_-10

6.

7.

8。

9.

10.

20.5断
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~       3

1.灰色混細砂粘質±            7.黒 褐色粘土

2.1に黒褐色色粘土ブロックが混じる    8.濁 黄色粘土 (Fe多 い)

3.淡灰色混礫中砂 (5～ 10cm大 の亜円礫が多い)9・ 明黄色粘土

!:俊
「
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第199図  ⅢoⅦ 区SD01・
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Ⅲ・Ⅶ区S D01(第 199図 )

G8・ H8・ 18区画に位置する。埋土から,土師器の橘鉢が出土 していること及び中世後半までの

遺物を包含する層を掘 り込んでいることから,中世後半以降の時期が考えられる。底面の標高は全体的

にほとんど変わらない。2725は 楔形石器である。

Ⅵ区S D01(第 199図 )

F10区画に位置する小溝である。幅50cm,深 さ10cm程度である。中世前半までの遺物が出土している。

2726～ 2728は土師器である。2729は黒色土器A類椀である。

Ⅶ・X・ Xtt S D01 004(第 199図 )

」3～ J7区画に位置する。現代の水路 と中世の溝跡が重なったもので,中世の溝跡は南半では断面

で一部その埋土が確認できるに過ぎないが,北半では現在の水路が 」5区画中央あたりで浅 くなり以北

では認められないため,ほぼ全幅を確認できる。埋土からは足釜や,中 国産青磁の椀が出土 しているこ

とから,中世以降の埋没 と考えられる。

2730は 中世の埋土から出土 した中国産青磁椀である。2731～ 2739は ,現代の溝の埋土から出土 したも

のである。2731は弥生時代中期の土器,2732は土師質の土管状の器形,2733は 中国産青磁椀,2734は 近

世の白磁椀である。2735。 2736は石鏃である。2737は 石槍である。2738は 楔形石器である。2739は鋤先

と考えられる鉄器である。重量は53.9gである。

XttS D02 010

15。 16区画に位置する。深さ2～ 3 cmで ,幅20～ 30cmである。埋土は,淡黄灰色砂質土である。

遺物は出土 していない。いわゆる鋤溝に類似 したものと考えられる。

XttS D03 005006007008

」5。 J6区画に位置する。幅20～ 30cm,深 さ数cm程度の浅いものである。いずれもほぼ同じ方向で

X tt S D01に直交 している。埋土は,淡黄灰色砂質土である。遺物は S D08か ら,磨減 した弥生土器 ,

須恵器及び土師器の小片が出土 しているのみである。

東①区S D01 003(第 200図 )

」12・ J13・ 112・ 113区画に位置する。現在の水路にほぼ沿う東西方向の溝である。 S D03は SD

olか ら分岐する小溝と考えられる。埋土からは,弥生土器,土師器,須恵器,西村産瓦質土器及び石器

が出土している。この溝の東側の延長は,日 暮 。松林遺跡の S D37で ある。 S D37か らは中世前半～後

半にかけての遺物が出土 しているので,当遺跡のS D01も 中世後半の埋没と考えられる。VoⅦ 区SD

03と ほぼ直交 し,同時存在の可能性が高い。2740～ 2743は ,土師器である。2744・ 2745は 須恵器である

が,2744は 脚の透かしが面取 り整形されている高杯である。2746は ,黒色土器A類椀である。2747は
,

瓦質焼成の鉢である。2748・ 2749は 石鏃である。2750は 打製石庖丁である。2751は スクレイパーである。

2752・ 2753は楔形石器である。
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暗灰色粘質土 (耕作土)

明黄色粘土 (地山)

淡灰褐色混細砂粘質土

淡灰黄色混細砂粘質土

淡灰褐色混細砂粘質土
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0 5cm
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第200図 東①区SD01・ 03断面図(1/50)及び出土土器 (1/4)。 石器(1/2)

西①区S D03(第201図 )

B16区画に位置する。弥生土器及び土師器等が数片出土している。いずれも磨滅している。西①区S

X02よ り古いことから,当時期と考える。

西②区S D05(第201図 )

B12区画に位置する。第 1遺構面で検出した。現在の水路とほぼ一致する位置で検出した。遺物は弥

生土器及び土師器の小片が数片出土している。周りの不定形なピット状あるいは溝状遺構と同じ埋土で

ある。

西③区 S D04・ 05006・ 07008(第201図 )

B3区画に位置する。埋土及び方向が類似することから,ま とめて報告する。遺物は各溝とも少量の

弥生土器,須恵器等の小片が出土 しているが, S D06か ら平安時代末頃の和泉産瓦器椀が出土 している

ことから,当時期 とした。 S D06・ 07・ 08の方向は現在の地割方向とは若干異なるが,こ れは北側の川

跡の埋没状況に影響を受けたためであろう。なお,こ の方向は現在の水田の境の方向の一部にも見 られ

る。2754は , S D06か ら出土した土師器椀である。2755は S D05か ら出土 した石鏃である。2756・ 2757

はS D08か ら出土 したスクレイパこである。

西④区S D03

B7区画に位置する。現在の水路の下層の溝の東肩が一部分検出されているものと考えられる。埋土

からは磨滅した弥生土器,土師器及び須恵器が出土している。埋土及び陶磁器が出土していないことか

ら,当時期と考える。

く〔
=>   2748  -
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西①区SD03

1

淡灰褐色混細砂粘質± 0       1m

綺劉
土をブロック降…計―J

西②区SD05

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

2.赤褐色粘質土
3.淡黄白色混細砂粘質土 (Fc,Mn多 い)(SD05)
4.暗茶褐色粘土 (弥 生後期の包含層)

5.濁黄色粘土 (Fc多 い、灰色粘土がスジ状に入る)

夕
∝戸 翌

西

西g

西③

20.1

地山

ｍ０ ２

国

ウ:戻倶亀[攪銘議鼻書±                       2757

第201図 西①区SD03・西②区SD05。西③区SD04・ 05・ 06・ 07・ 08断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)・ 石器 (1/2)

その他

Ⅶ区畦道状遺構

H7・ 17区画で検出した。10cm大 の礫を含む灰褐色粘質土をlocm程 度盛土 したものである。中世後

半までの遺物を含む包含層の上面に盛土されていることから,中世後半以降の時期と考えれる。Ⅱ区西

調査区 (G6・ G7区画)の東壁断面にも同様な土層が観察されるが,こ の周辺での広が りは把握でき

ていない。

畑状遺構

I区 ピット列及び小溝群 (第202図 )

H10～ H12区画に広がる。川跡 S R01及 び I tt S R02埋 没後に作 られたものである。ピット列は 2列

程度認められる。それぞれのビットは幅20～ 30cm,深さ数cmで浅 く,平面形は不整形である。ほぼ南北

方向に並んでいるが,北部は若干東へずれるような傾向がある。これは,川跡 S R01の埋没に伴 う若干

の傾斜地に等高線に沿って作られたためであろう。埋土から磨滅 した弥生土器,土師器及び瓦器の小片

が少量出土 している。2758は HllS P21か ら出土 したスクレイパーである。

ピット列のすぐ近 くにみられる小溝群は,いずれも幅10～ 30cm程度で,深さは数cmで ある。いわゆる

鋤溝 と考えられるものであろう。出土遺物は,少量の磨滅した弥生土器の小片である。2759は S D07か

ら出土した石鏃である。2760は S D02か ら出土 したスクレイパーである。

X区 ビット列 (第202図 )

16。 」6区画に位置する。不定形で浅いピット列である。最低 3列 は認めることができる。川跡 S

R01の東岸に沿ったように並んでいるので,川跡埋没に伴う傾斜地に等高線に沿って作 られたものであ

ろう。深さはいずれも 5 cm程度である。埋土は,淡黄灰色砂質土である。遺物は,弥生土器,土師器 ,

須恵器及び和泉産瓦器の小片が出土 しているが,いずれも磨減 している。また2761は 16区 S P30か ら

出土 したスクレイパーである。
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西②区ピット群及び溝群

B10区画からB12区画に位置する。第 1遺構面

で検出した。不定形で浅い溝群及びピット群であ

る。深さはいずれも数cm程度である。出土遺物は
,

弥生土器 。土師器 。須恵器が少量出土している。

8 近世以降

土坑

Vtt S K01(第 203図 )

110区画に位置する。水溜状の遺構である。底面にコンク

を貼 り付けている。土師器破片が出土 している。

ｍ０ ２

日

Vtt S K03(第 203図 )

111区画に位置する。浅い遺構である。近世陶器の破片が 1点 出土 してい

る。

Vtt S K04(第 203図 )

111区画に位置する。近世の陶器等が出土 している。

21.2

1

1.白灰色シル ト (軟 らかい)

一く〔S,〉―
1.白 灰色シル ト (軟 らかい)

、ヽ一=多″́″
//″

~

Ⅶ区SK02

λ√盆-0
申      く(≡≡≧>    2765

第203図  V ttSK01・ 03・ 04・ Ⅶ区SK01・ Ⅶ区SK02平。断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)。 石器 (1/2)

|に
~2~鬼

J

第202図 畑状遺構出土石器 (1/2)

リート状のもの      、、、

V ttSK01

〆 場

2.灰 白色シル ト (黒色・灰色粘土ブロックを含む)

4 
帥

Ⅶ区SK01

1.灰白色シル ト (細砂含)
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Ⅶ区S K01(第203図 )

17区画に位置する。近世以降の遺物が出土 している。2764は陶胎染付椀である。

Ⅶ区S K02(第203図 )

17区画に位置する。埋土には礫を多く含む。近世以降の陶磁器が出土している。2765は石鏃である。

Xtt S K01(第204図 )

」4区画に位置する。埋土から近世の陶磁器の小破片及び石器が出土している。断面図は,航空測量

の平面図から復元したものである。2762は 石錐である。2763は楔形石器である。

Xtt S K02(第 204図 )

」4区画に位置する。埋土から焙烙が出土していることから近世以降の時期である。

東①区S K03

」11区画に位置する。長軸1.7m,深 さ18cmで ある。埋土は暗茶褐色粘土である。出土遺物は,少量

の弥生土器及び近世陶器の小破片である。

西①区S K01(第204図 )

B14区画に位置する。弥生土器及び須恵器等が数片出土しているが,埋土から近世以降と考える。

西①区S K02

B14区画に位置する。遺物は出土していない。深さは20cm以上である。埋土は,西①区S K01と 同じ

濁黄褐色粘質土である。

翼
|

―ф

鱚一M一
2763

0    2cm
田

2

淡黄白色細砂 (Mn多い)

淡黄白色細砂に明黄色粘土ブロックが混じる
黒褐色粘土
濁黄色粘土 (Mn多 い)

明黄色粘土

第204図  Ⅸ区SK01・ 02・西①区SK01平 。断面図(1/50)及び出土石器(1/2)
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1.濁黄褐色粘質土

西①区SK01

0         1m

|

Ｎ①

[ 2762
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西④区S K02

B8区画に位置する。いわゆる野壺と呼ばれる遺構と考える。遺構全体

の約半分しか調査していないが,直径約 2m,深さ50cmである。遺物は出

土していない。

不明遺構

西①区S X01(第205図 )

B15区画に位置する。弥生土器,土師器及び須恵器が出土しているが
,

埋土が西①区S X02と 同じことから近世以降の時期と考える。

西①区S X02(第205図 )

B15。 B16区画に位置する。浅い遺構である。埋土から近世の陶器 1片

を含む少量の遺物が出土している。

溝跡

I tt S K03(第 205図 )

H10区画に位置する。調査時には,土坑として遺構名をつけたが,浅い

溝跡として報告する。近世の陶器が出土している。底面はあまり凹凸は無

い。

Ⅲ区S D02(第205図 )

G9区画で部分的に検出した。近世の陶器が出土 している。Ⅲ区 S D03

より新 しい。底面は流水の影響で凸凹がある。2766は トチノキ製の漆器椀

である。内面は黒漆の上に赤漆を重ね塗 りしている。外面は黒漆塗 りで
,

外底には赤漆で字が書かれている。2767は スギ製と考えられる角材である。

Ⅷ・東②区S D04011"XttS D09

」5区画に位置する。幅20～ 30cm,

深さ5 cm程度の溝である。埋土は淡

灰白色細砂である。出土遺物は無い。

この延長は,日 暮・松林遺跡ではS

D13で ある。日暮 。松林遺跡では近

世に時期比定されていること及び現

代の水田畦畔に関連があると考えら

れるⅧ 。東②区S X01よ り新しいこ

とから,こ こでは近世以降の時期と

しておく。

1.自灰色シル ト (一部に灰白色中粒砂と灰黒色シルトのラミナ) 一

1.淡黄褐色粘質土

西①区SX01

1

==~~
I・ZZ       ~~~

22.1

===下 ==″
~

1

1.淡黄褐色粘土

西②区SX02

20.8

~γ
東

1.淡黄灰色シル ト

I ttSK03

0        10cm O           lm

―第205図  西①区SX01.02'I ttSK03・ Ⅲ区SD02平・断面図(1/50)及び出土木器(1/6)
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東②区S D03

」4区画に位置する。調査区東壁断面から測ると,幅は40cm,深 さ10cm程 度である。耕作土直下で検

出した。埋土は淡黄褐色細中砂で,遺物は出土していない。埋土は上記のⅧ 。東②区S D04と 同じであ

ることから,近世以降の溝跡と考える。

東①区S D08(第206図 )

」7区画に位置する。現在の水路とほぼ同じ位置にある。埋土は周囲の粘土層のブロック状の堆積で

ある。磨滅した弥生土器の小片 。須恵器及び土師器がわずかに出土している。2768は 土師器の鉢と考え

られる。

西①区S D04(第206図 )

B16区画に位置する。須恵器 1片が出土しているが,埋土から近世以降の時期と考える。

西③区S D09(第206図 )

B3区画に位置する。磨減した弥生土器,須恵器及び唐津灰釉溝縁皿が出土している。

西④区S D01 002(第 206図 )

B8区画に位置する。S D01か らは焙烙の小片が 1片 出土している。S D02は 弥生時代後期の土器が

2片出土しているが, S D01と 並行することから同時期と考える。

A3区 S D01 002(第207図 )

116。 」16区画に位置する。S D02は 現在の水路にほぼ真下に位置する。埋土からは,陶器や焙烙等

の近世以降の遺物が出土している。S D01は 遺物が出土していないが,埋土がS Do2と 同じであること

から,同 じ時期と考える。また, S D02と 重なる現在の水路及び道路下の断面を観察すると, 1は コン

クリートの路肩建設前の水田耕作土である。道路建設前には畦道が存在していたことが昭和37年撮影の

空中写真からわかるので,A及び 2は ,畦道下の

盛土の可能性拗 あゞる。 6は , S D02と 同じ埋土で     1層之欠

あるが, S D02よ り若干標高が低いので,溝跡埋

-    34土ではなく,旧水田耕作土の可能性が考えられる。   …      1ノ イ 」
7

10及び11は ,こ こより西にある川跡の埋土である。       22.1 1・ 家屋の造成土
2.黄褐色混細砂粘質土 (上面にMn沈着)

[委信言潜辮級]喜圭|(SD02)ャ 北 ::

L淡 灰』粘土  :1淡 茶色砂礫 (中 ～粗砂とЮcm以下の亜角、
亜円礫多い)西①区SD04

淡灰褐色混細砂粘質土 (sD01)

(第208図 )                        6.A4EE S D01                                      

淡黄褐色中～細砂Э幅約 4m,深 さ70      20.0  7.G12・ G13区画に位置する(

, 02
/て ぉ

南

     西④区めい
cmである。埋土からはスレートなどが出土し

       1
。 ま た ,埋 土 に は 多   1.淡 灰色混細砂粘質土       ′り,現代の埋没と考えられる|

量の木屑が含まれており,木器が出土している。

木器は中世頃のものと考えられる。2769は スギ材

の容器の底板であろう。2770は トチノキ材の漆器

西③区SD09

第206図  東電姫測顎野堆晃丸塾S艦齢吾951活討4
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椀で,黒漆塗 りである。外底には赤漆で文字が書かれているが,文

字の判読はできない。

その他

V・ Ⅶ・東①区S D02(第209図 )

」7～ 113区画に位置する。現在の水路のほぼ東に沿う方向であ

る。V区及びⅦ区では,現在の水路と調査区西端の間のわずかな区

画の調査のため,遺構の完全な幅がわかる部分は無い。東①区部分

では,東①区S D01よ り新しい S D02が浅い遺構であることから
,

Vtt S D02の 延長と考えられる。昭和時代に土取りが行われたとさ

れており,近世以降の遺物が出土する。2771～ 2773は 中国産白磁椀

である。2774は 中国産青磁皿,2775。 2776は 中国産青磁椀である。

2777は 青磁香炉である。2778・ 2779は 近世の染付椀である。2780～

2783は 染付皿である。2784は 赤絵蓋である。2785は 陶器灰釉鉢であ

る。2786は 陶胎染付椀である。2787は土師質焼成の大型甕である。

2788～ 2792は石鏃である。2793は スクレイパーである。2794は 楔形

石器である。

Ⅷ・東②区 S X01

」5区画に位置する。現在の東西畦畔のほぼ沿うようになってい

ることから,現在の畦畔に関連したものと考えられる。埋土は,水

田床土に基盤層の粘土ブロックが混じったものである。遺物は出土

していない。

A4区 S X01(第209図 )

G12区画に位置する。現在の出水である。井戸枠は木組みで作 ら

れている。釘は使用せず,すべてほぞ結合である。下部確認のため

の掘削中,崩壊 したため,下部構造及び深さは調査できなかった。

聞き取 り調査によると,昭和14年の大干魃で,出水の水が枯れたた

め,再掘削 したとのことである。現在の木組みの構造はこの再掘削

〇
【　
　
　
０

⑫

＞

”ノ

ヘ

　

　

　

　

　

６

ｍ
　
　
　
　
　
　

／
‐．ヽｏｃ］

呻

０

‐
　

　

　

０

〉
Ｄ

、
―‐
〃
〃

　
　

　

　

　

Ｓ

ｗ
　

区

７６

　

　

・４

．
‐
Ｍ
輔
ド
‐

　
　
　
　
２７ｎ　

　
Ａ

一　

　

　

′

図

‐‐
、

　
　
　
　
　
　

８

ノ

ー１

　

　

　

　

　

　

　

　

０

ヽ

Ｌ

ノ

ノ

　

　

　

　

　

　

２第

ｈ

一

が

６
０
こ
図
旧
当
Ｓ
・８
∩
∽
凶
∞
く
　
図
８
一
状

陣
味

．”
　
　
　
　
　
　
（３
ヽ
き
Ｅ
・
圧
目
Ｃ
Ｋ
日
ｏｎ
１
８
）
き
全
国
Ｋ

．コ
　
　
　
　
　
（Ｓ

・
８
∩
∽
ガ
≫
ヽ
口Σ

出ヽ
）
引
楓
禦
台
黒
嘔
Ｊ
寧
К
潔

．
０

こ

ミ

ト

ト

К

【

ざ

［

全

■

（
８

“
∽

ヽ
′
♪
ヽ

き

ヽ

か

ヽ

Ｃ

＜

日
ｏ
Ｒ

′

８

）

巻

き

口

≦

藝

．
コ

ヘ
型

期

嶋

ヽ
３

ヽ

も

工

・
Ｅ

ヨ

§

く

日
３

つ
―

ヨ

ン

↓

早

蜃

ぎ

ヨ

≦

Ｉ

≦

・
つ

３^
ヽ
き
ヽ
か
ヽ
Ｃ
Ｋ
日
ｏ鶏
′
８
）
き
さ
Ｊ
К
雷

．コ

（剛
闘
欄

Ｓヽ
ヽ
も
Ｅ
・
Ｅ
日
Ｃ
Ｋ
日
８
∞
１
８
）
引
禦
き
嘔
Ｊ
К
楓
恣

．Ю

幽
き
Ｏ
Ｊ
К

．８
　
　
　
　
　
　
　
　
（８
“
∽
ノ
♪
ヽ
口Σ
）
引
禦
全
黒
嘔
Ｊ
駆
く
理

．８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（硼
閣
鶴
）
引
禦
Ｊ
К
楓
恣

．
寸

引
恒
博

．口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
軍
Ｊ
駆
К
ヽ

．
０

１
距
ボ
　
ピ
ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
専
俎
栗
」
業
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（剛
剥
欄
）
引
業
Ｊ
楓
罫

．
∞

帽
郵

．コ
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
ヽ
出

引ヽ
Ｋ
）
＝
楓
業
全
黒
嘔
Ｊ
寧
楓

．
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
ヽ
ど

＝ヽ
Ｋ
）
引
凱
禦
Ｊ
К
恣

。
Ｎ

Ｓ
黒
Ｊ
寧
楓
′
Ｊ
К
理

．曽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
工
黒
き
卜
暉
口
≦
に
Ｃ

．
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「ヽ
生
さ
ノ
↓
Ц
Ｅ
Ｊ
く
里

・
↓

引
凱
禦
全
■
嘔
Ｊ
К
撫
理

．卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（引
母
恭
）
引
凱
粟
Ｕ
Ｋ
雷

．
【

（Ｒｏ
∩
∽
）

ヾ
［　
０

-202-



21.1

1.白 灰色シル ト～細砂 (Mn,Fc沈着)

2.黄色粘土ブロック混 じり白灰色シル ト層 (埋戻土)

3.白灰色シル ト
4.黄白色中細砂と白灰色シルトの混じり層

東―                     断面②

5.淡茶灰色シル ト
6.黄色粘土 (地山)

7.白灰色シル ト (Fc沈 着)

8.白灰色シル ト (軟 らかい)

V・ Ⅶ区SD02

｀
｀
｀
ヽ
く
モ
::ii:::~~~~~~~―

― ――――――――――――――一一―――

|::::::::::::::::::::::::::::::::;;:::ii:|:|′

A4区 SX01

1.砂 ,小円礫 (10cm～ 20cm)

第209図  V・ Ⅶ区SD02・ A4区 SX01平・断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)。石器 (1/2)

1

淡茶白色中粗砂

、       1      /

ゝ斗―Z

0
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時に作 られたものである可能性が高い。2795。 2796は ,井戸枠内の埋土から出土 した陶器椀である。

9 時期不明の遺構

掘立柱建物跡

Ⅷ区S B02(第210図 )

」6区画に位置する。柱穴の配置から考えると, 2

棟の掘立柱建物跡が重なっている可能性がある。主軸

方位は,N24° Wである。出土遺物は柱穴22か ら弥生

土器の小片が少量出土 しているのみである。柱穴の断

面図は,航空源1量平面図から作成 した。

東①区S B01(第210図 )

」H区画に位置する。主軸方位は,N89° Eである。

日暮 。松林遺跡ではこの建物の延長と考えられる柱穴

は無いことから,東端は確定であるが,   ラ.Iz

西端については平成 4年度に行った予

備調査の トレンチ内にみられる柱穴が

この建物の延長と考えられることから,

未調査地域内にあるものと考えられる。

ただし,予備調査時の トレンチの位置

はやや正確 さに欠けるという限界があ

るため,柱穴の正確な配置は報告でき

ない。またこの建物の柱穴ではない可

能性 もある。柱穴からは弥生時代中期

の土器が 1袋弱出土 している。柱穴埋

土はいずれ も暗茶褐色粘土である。

2797は柱穴20か ら出土 した弥生土器で
,

磨滅 している。

東①区S B02(第 210図 )

」8。 K8区画に位置する。主軸方

位はN88° Wである。建物跡の大半は
,

日暮 。松林遺跡で検出されているが ,

柱穴数が少ないので,建物を構成する

柱穴かどうかは確実ではない。また
,

日暮 。松林遺跡の報告でも建物跡とし

ては報告されていない。柱穴の埋土は

|1願

1,III1lξ〔II〔11lI〔よ1,Fl

ノ:                                          20.5

n.4l

____ン
ヽ ___ハ ___ハ __

10.IZ             I   ^   ^   ⌒罠|

東①区SB02
日暮・松林遺跡

;′

21.01

第210図  Ⅷ区SB02,東①区SB01002平。断面図(1/100)及び出土土器(1/4)
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茶褐色粘土で,出土遺物は無い。

東②区S B01(第211図 )

J3・ 」4。 K4区画に位置する。主軸方位は,N14° Wである。

南北にやや長いことから, 2棟の掘立柱建物跡が並んでいる可能性 も

ある。南東隅の柱穴の有無については,日 暮 。松林遺跡との間の若干

の未調査部分にあたり,不明である。柱穴43及び50に は根石が見 られ

る。柱穴58に は柱痕が見 られる。遺物は,柱穴43か ら弥生時代中期の

土器 2片及びスクレイパー2798,柱穴14か ら弥生時代後期の土器を含

む弥生土器が 2片が出土 した。

柵列

Ⅷ区 S A01(第211図 )

」4区画に位置する。柱穴61か らほぼ90° 北へ折れたところにも柱

穴があり,関連する可能性もある。主軸方位は,N56° Eである。出

土遺物は無い。

土坑

Xtt S K06(第211図 )

H4区画に位置する。浅い土坑である。出土遺物はない。

Ⅲ区S K05(第211図 )

E9区画に位置する。やや不定形で深い土坑である。遺物は出土 し

ていない。

Ⅲ区S K06(第212図 )

E8区画に位置する。上記の S K05同 様やや不定形で深い土坑であ

る。遺物は出土 していない。

1    1   `

1.淡茶灰色細砂
2.茶灰色細砂
3.黒褐色粘土 (灰色細砂がスジ状に入る)

0         2m

Ⅸ区SK06
202

1.淡灰褐色混細砂粘質土
2.明黄色粘± 0

0         2m

2798

o       2cm

田

m3.

第211図 東②区SB01。 Ⅷ区SA01・ Ⅸ区SK06・畑区SK05平・断面図(1/50,1/100)及び出土石器 (1/2)

1,黒色粘土

lm:'量こ急襟幸   0明黄色粘土

卜
．Ｏ
Ｎ

Ⅲ区SK05

lm

東②区SB01
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東①区S K01(第212図 )

」8区画に位置する。埋土はブロック状の堆積で,遺物は磨滅した弥生土器小片が 1片出土している。

弥生時代の包含層を掘り込んで作られている。

東①区S K02(第212図 )

J9区画に位置する。出土遺物は無い。弥生時代の包含層を掘り込んで作られている。

東①区S K04(第 212図 )

」11区画に位置する。出土遺物は無い。弥生時代の包含層を掘り込んで作られている。

西②区S K03(第 212図 )

B ll区画に位置する。第2遺構面で検出した。西②区S D06と 同じ埋土である。遺物は出土していな

い。

西②区S K07

B12区画に位置する。第2遺構面で検出した。長さ1.75m,幅0.65m,深 さ15cm程 度である。遺物は

出土していない。埋土は,暗茶褐色粘土である。

西②区S K08

B12区画に位置する。第2遺構面で検出した。長さ2.75m,幅 1.25m,深 さ10cm程度である。遺物は

出土していない。埋土は暗茶褐色粘土で,西②区S K07と 同じ埋土である。

Ⅲ区SK06
東①区SK01

20.8

２
一
３
　
　
」
２
．

３
．

西②区SK03

1

1.暗灰褐色粘土

黒色粘土
黒褐色粘土
明黄色粘土

0         1m 東①区SK02
21.2 東①区SK04 21.4

第212図 畑区SK06。東①区SK01・ 02・ 04。西②区SKo3平・断面図(1ゎ 0)

④

1.暗茶褐色粘土 1.暗茶褐色粘土
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西③区S K01(第 213図 )

B2区画に位置する。第1遺構面で検出した。遺物は,磨滅した弥生土器及び須恵器の杯が少量出土

している。2799は磨滅ある石器である。

西③区S K02(第 213図 )

B2区画に位置する。第1遺構面で検出した。遺物は,磨滅した弥生土器及び土師器が少量出土して

いる。

西③区S K03004(第213図 )

B2区画に位置する。第 1遺構面で検出した。遺物は,磨減した弥生土器小片が数片出土している。

S K04は ,深さ10cm程度である。

西③区S K05(第 213図 )

B3区画に位置する。第 1遺構面で検出した。遺物は出土していない。

西③区S K06(第 213図 )

B3区画に位置する。第1遺構面で検出した。不定形な平面形である。

西③区S K10(第 213図 )

B4区画に位置する。第1遺構面で検出した。不定形な平面形である。

いる。

遺物は出土 していない。

弥生土器の小片数点出土 して

20.0

~ 

¬

ン

1

1.茶褐色粘土

20.0

1

1.淡茶褐色粘質土

1

-  1.暗 茶褐色粘土

0         1m

1.茶灰色混礫 (粘質～)砂質土

(1～3cm大 の亜円礫多い)

20.1

1

1.黒褐色粘土

第213図 西③区SK01・ 02・ 03・ 04・ 05・ 06。 10平。断面図(1/50)及び出土石器(1/2)
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西③区S Kll(第214図 )

B4区画に位置する。第1遺構面で検出した。弥生土器の小片が数点出土している。

西③区S K13(第214図 )

B3区画に位置する。第1遺構面で検出した。遺物は出土していない。

A2区 S K01(第214図 )

12区画に位置する。調査区北壁及び東壁に遺構の断面が確認できるが,調査区西壁面の断面の記録

が不十分なため,溝か土坑かは確定はできない。ただ,埋土がブロック状になってお り,底面に流水痕

跡が無いこと,溝 とすれば方向が南西から北東方向となるが,こ の延長で

調査 した文化行政課の トレンチでは溝の延長が観察されていないことなど

から,土坑 と判断した。

不明遺構

東①区S X01

」10区画に位置する。深さ20cm程度である。埋土は茶褐色粘土で,弥生

土器 2片が出土している。当調査区外ではその延長を確認していない。

溝跡

Ⅲ区 S D19

E7・ E8区画に位置する。深さ10cm程度の浅い溝である。埋土は黒褐

色粘土である。遺物は出土 してない。

SKl1    20.0

事 二二

1

1.黒褐色粘土

0         1m

東①区S D04

」11区画に位置する。幅20cm,深 さ2 cm程度の小溝である。当調査区外

ではその延長が確認されていない。出土遺物は無い。埋土は黄灰色混細砂

粘質土である。
濁黄灰色混細砂粘質土
(5～ 15cmの クサレ礫を多く含む)

東①区 S D05

」10区 画に位置する。深さ

5 cm程度である。埋土は暗茶

褐色粘土で,出 土遺物は無い。

当調査区外ではその延長が確

認されていない。

句
司
腿

3
4

東壁

5

淡灰色粘質土

(4がブロック1大 に混じる)

淡黒灰色粘土
淡灰色粘質土
10に灰自色粗砂がラミナー状に混 じる

優皇亀雹3得?   肛_T_十一―一ゴ
m

A2区
SK01

1.暗灰色粘質土 (耕作土)    9・
2.橙褐色粘質土 (床土,Fe多い)

3.黄褐色粘質土 (Fc多 い)    10.
4.淡灰褐色混細砂粘質±     11.
5.濁茶褐色混細砂粘質土 (Fe多 い)12.
6.濁青灰色シル ト        13.
7.暗茶褐色混細砂粘質±     14.

(3, 4がブロックで混じる)

8.淡灰色混細砂粘質土

第214図 西③区SKll。 13。 A2区 SK01平 。断面図(1/50,1/100)

69世 014111314

(1/100)
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東①区S D06

J9区画に位置する。深さ5 cm程度である。埋土は暗茶褐色粘土である。弥生土器破片少量が出土し

ている。当調査区外ではその延長は確認されていない。

東①区S D07009

」9区画に位置する。 S D07は ,深さ10cm程 度である。埋土は暗茶褐色粘土で,弥生土器が1/2袋程

度出土している。S D09は S D10よ り古い。深さ8 cm程度である。埋土は茶褐色粘土で,遺物は出土し

てない。当調査区外への延長については, S D09は確認されていないが,S D07に ついては,当遺跡の

東側に位置する日暮 。松林遺跡のS D41がほぼその延長上に位置するが,埋土が大きく異なるため,同

じ溝とは判断しがたい。なお, S D41は 中世から近世の時期とされている。

東①区S D10011(第215図 )

」10区画に位置する。S⊇ 10は S Dllよ り古く,幅30cm,深 さ7 cm程度である。埋土は暗茶褐色粘土

である。S Dllは ,幅20cm,深 さ1lcm程度である。埋土は茶褐色粘土である。いずれも,遺物は出土し

ていない上,当調査区外ではその延長は確認されていない。

西②区S K09(第215図 )

B9区画に位置する。第 2遺構面で検出した。出土遺物は無い。調査区東壁断面図から判断すると土

坑とするよりは溝跡とした方がよいと考える。

西②区S D06(第215図 )

B ll区画に位置する。第 2遺構面で検出した。弥生土器の小片が数片出土している。B2区 S D01に

つながる可能性もある。

西②区S D08

B ll区画に位置する。第2遺構面で検出した。深さ10cm程度である。遺物は出土していない。埋土は

暗茶褐色粘土で,西②区S K07・ 08と 同じ埋土である。

西③区S D01(第 215図 )

B6区画に位置する。第 1遺構

面で検出した。遺物は,弥生土器

の小片が 2片出土している。

西③区S D02(第 216図 )

B5区画に位置する。第 1遺構

面で検出した。遺物は磨滅した弥

生土器,ヽ土師器及び須恵器の小片

が少量出土している。

~下

「
All

l.黒茶色シルト   1.暗 灰褐色粘土

西②区SD06
0         1m

207

-v

1

l.暗茶褐色粘土

西③区SD01

第215図 東①区SDll・西②区SK09。 SD06。 西③区SD01断面図(1/50)

1    2
Jヒ
__ | 「    、′生

6

1.暗灰色粘質土 (耕作土)

北
:1磨食鱈量赫嘗圭精御な生土器鈴鵬
4.淡灰～灰白色中～粗砂
5.暗灰褐色混中砂粘質土
6.淡灰色混礫粗砂 (5～ 15cm大 の亜円礫多い)

西②区SK09
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西③区S D03(第216図 )

B5区画に位置する。第 1遺構面で検出した。遺

物は弥生土器,土師器及び須恵器の小片が数片出土

している。

西③区S D10(第216図 )

B3区画に位置する。第 1遺構面で検出した。西

③区S D08よ り古いことから,中世以前と考えられ

るが,遺物が出土していないので詳細な時期は不明

である。

20.6 .,. ffi 20.r
-)L

(暗茶褐色粘土ブロックを含む)

西③区SD02

1

1.灰黄色細砂

西③区SD10

20.6~  ~~1ヒ

1

0          1m

1.淡灰褐色混細砂粘質土

西③区SD03

第216図 西③区SD02・ 03・ 10断面図(1/50)

10 包含層等出土の遺物 (第217～223図 )

ここでは,建物を構成しないピットから出土 した遺物,包含層から出土 した遺物及び出土位置不明の

遺物を掲載する。出土位置についての詳細は後の観察表を参照されたい。

2800は ピツトから出土 した土器である。

2801～ 2819は予備調査の トレンチから出土 した土器である。2801～ 2807は 西③区 S R01に 続 くと考え

れる予備調査 l Tr。 の川跡埋土から出土 した土器である。2801は 5 Tr。 出土のものと接合 した。2808は予

備調査 17Tr.の 川跡から出土 したもので, I・ Vtt S R02の 延長と考えられる。2809は予備調査 19Tr.の

包含層から出土 した土器である。2810～ 2812は予備調査23Tr。 から出土 したもので,2810・ 2811は Ⅵ区

S R01に 対応する層から出土 した土師器の羽釜である。2812は 溝跡出土の瓦であるが,Ⅵ 区の溝跡のど

れに対応するものかは不明である。凸面には縄目のタタキが見 られ,凹面及び側面はヘラケズリ調整で

ある。胎土には粗砂を多 く含む。にぶい黄褐色を呈する。2813・ 2814は予備調査27Tr。 から出土 したも

ので,A5区 S R01の Aあ るいはB層 に対応する層からの出土と考えられる。2813は 須恵器で,2814は

黒色土器A類椀である。

2815～ 2829は包含層出土の土器である。2815～ 2818は弥生土器である。2819。 2820は須恵器である。

2821は 緑釉陶器である。2822・ 2823は 東播系須恵器鉢である。2824は 中国産白磁椀である。2825～2827

は中国産青磁椀である。2828・ 2829は 土製紡錘車で,2828は土器片利用である。

2830～ 2976は石器である。2830～ 2886は 石鏃である。2840は 未製品と考えられる。2887・ 2888は石槍

である。2889～ 2895は 石錐である。2896～ 2912は 打製石庖丁である。2913～ 2940は スクレイパーとした。

2939は 縦長の剥片を利用 している。2940は 斜方輝石安山岩を利用 している。2941は 打製石斧 とした。

2942～ 2970は 楔形石器である。2942は 小型であり,石鏃の可能性もある。2968は 全体的に風化が進んで

いる。2971は 縦長の剥片であるが,楔形石器の削片かもしれない。2972は 二次加工ある石器である。

2973は 石核 と考えられる。2974は 粘板岩製の磨製石庖丁である。2975は 結晶片岩製の柱状片刃石斧ある

いは扁平片刃石斧である。2976は 結晶片岩製の柱状片刃石斧である。
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第 4章 自然科学調
査の成果

香
け
析

第 1節
林遺跡にお

川県、多
るプラン

目
日‐‐＝旧咀
国蓼

オパール分
古環境研究所

1.は じめに

植物珪酸体は,ガ ラスの主成分である珪酸 (Si0 2)

が植物の細胞内に蓄積 したものであり,植物が枯死 した

後も微化石 (プ ラント。オパール)と なって土壌中に半

永久的に残っている。この微化石は植物によりそれぞれ

固有の形態的特徴を持っていることから,こ れを土壌中

より検出してその組成や量を明らかにすることで過去の

第223図 包含層等出土石器(6)(1/2)

植生環境の復原に役立てることができる。プラント。オパール (植物珪酸体)分析と呼ばれるこの方法

は,と くに埋蔵水田跡の確認や探査において極めて有効であり,こ れまでに多 くの実績をあげている。

さて,多肥松林遺跡の発掘調査では土層断面の観察等により,複数の土層において稲作跡の可能性が

推定された。そこで,プラント・オパール分析を用いて,こ れらの層における稲作跡の探査を試みた。

2.試料

調査地点は,Ⅶ 区中央畦とⅧ区北壁の 2地点である。層名は各地点において層相の変化ごとに付けら

れた番号であり,地点間の対応関係を示すものではない。各地点の地質層序と分析試料の採取箇所は以

下のとおりである。

(1)Ⅶ 区中央畦

本地点の土層は上位より1層 ～12層 に分層された。 1層 は層厚35cmの 現耕作土, 2層 は 1層 の床土と

みられる層厚 8 cmの橙褐色粘質土, 3層 は層厚10cmの黄褐色粘質土, 4層 は中世に堆積 したとみられる

層厚10cmの 白茶色シル ト, 5層 はこれも中世に堆積 したとみられる層厚43cmの 茶色シル ト, 6層 は層厚

13cmの黄灰茶色シル ト, 7層 は調査断面の東側に堆積する層厚10cmの 淡黒褐色粘土, 8層 は弥生時代中

期～後期の推積層で調査断面中央から西側に堆積する層厚20cmの 灰茶色シル ト, 9層 はこれも調査断面

中央から西側に堆積する層厚30cmの 灰黒色シル ト,10層 は厚い所で層厚80cm,薄 い所で層厚30cmを 計る

暗灰色シル ト,11層 は層厚20cm～ 50cmの 暗灰色シル ト,12層 は一部に認められる層厚15cmの灰色砂であ

る。分析試料は 1層 ～ 8層 において採取された。

(2)Ⅷ区北壁

本地点の土層は上位より1層 ～ 9層 に分層された。 1層 は層厚13cmの現耕作土, 2層 は層厚 5 cmの旧

耕作土, 3層 は 2層 の床土とみられる層厚 5 cmの淡灰黄色粘質土, 4層 は層厚 8 cmの黄褐色粘質土, 5

肥松

卜・
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層は北壁断面では中央部にのみ堆積する層厚 3 cmの 黄色粘質土, 6層 は層厚22cmの 淡茶灰色混細砂粘質

土, 7層 は層厚 18cmの 黒褐色粘土, 8層 は地山, 9層 は調査断面西端に堆積する層厚15cmで 4層 に 7層

がブロック状に混 じる土層である。分析試料は 1層 ～ 7層 において採取された。

第224図 に,各地点の土層断面図と分析試料の採取箇所を示す。

3.分析法

プラント。オパールの抽出と定量は,「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに,次

の手順で行つた。

1)試料土の絶乾 (105℃ 。24時 間),仮比重測定

2)試料土約 lgを秤量,ガ ラスビーズ添加 (直径約40μ m,約 0。 02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42KHz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去,乾燥

6)封入剤 (オ イキツト)中 に分散,プ レパラー ト作成

7)検鏡 。計数

検鏡は,お もに機動細胞珪酸体に由来するプラント。オパール (以下,プラント・オパールと略す)

Ⅶ 区 中 央 畦

Ⅷ 区北 壁 土 層

第224図  土層断面図と分析試料の採取箇所

0            1m
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を同定の対象 とし,偏光顕微鏡 (100～ 400倍 )下で行つた。なお,稲作跡の探査が主目的であるため
,

同定および定量は,イ ネ, ヨシ属,タ ケ亜科,ウ シクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる),キ ビ族

(ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定 した。計数は,ガラスビーズ個数が400以上になるまで

行つた。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は,計数値を試料 lg中 のプラント・オパール個数 (試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に
,

計数されたプラント。オパールとガラスビーズの個数の比率を乗 じて求める)に換算 して示 した。また
,

この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あたりの植物体乾重,単位 :105g)

を乗 じて,単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生産量を算出し図示 した。換算係数は,イ ネは赤米 ,

ヨシ属はヨシ,タ ケ亜科はゴキダケの値 を用いた。その値は,それぞれ2.94(種実重は1.03),6.31,

0.48で ある (杉山 。藤原,1987)。

4.分析結果

試料 lg中 のプラント・オパール個数を第 3表 に示す。なお,イ ネに関してはダイアグラムにして第

1-1    0  18
1-2  18 18
2     36   7
3     43   7
4     50  10
5-1   60  11
5-2   71  11
5-3  82 10
5-4  92 10
6   102  13
8-1  115  9
8-2 124  9

Ⅶ区中央畦 -2地 点

試料名   深 さ 層厚

CIII     C』n

.40

.00

.57

.6 1

.62

.49

.00

.00
1.0 0
1.5 5
1.40
1.0 0

仮比重

13,100
5,900
8,400
9,300
5,700
3,400
7,400
5,000
2,700
2,100
3,300
4,300

34.30   700
11.01   700
9.5 8           0

10.89     0
9.66   700
5.7 9            0
8.49  1,400
5.17   700
2.79   600
4.43   700
4.32   600
4.00  2,100

20,500  1,400
46,000  2,200
32,400  1,400
38,900  2,800
33,200   700
28,000  1,300
20,900  1,400
26,500    700
27,700  2,700
39,700  1,400
27,200  1,300
25,800    700

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ウシクサ族  キビ族

個/g   個/g
イ ネ
イ固//g

(籾 総量 )

t/10a
ヨシ属   タケ亜科
イ固//g      イ固//g

Ⅶ区中央畦-1地点

試料名  深さ 層厚 仮比重 イ ネ
個/g

(籾 総量)

t/10a
ヨシ属
イ固/g

タケ亜科
イ固//g

ウシクサ族  キビ族

個/g   個/g

7   101  10

Ⅷ区北壁地点

1.46 700 1.1 4 1,500  22,600

試料名 イ ネ

個/g
(籾総量 )

t/10a
ヨシ属
イ固/′ g

タケ亜科

個/g
深さ 層厚  仮比重

crn     cm

ウシクサ族  キビ族

個/g   個/g

1

2

3

4

5

6-1
6-2
6-3
7-1
7-2

0  13
13   5
18   5
23   5
28   3
31   7
38   7
45   6
51   9
60   9

.00

.00

.00

.00

.00

.58

.00

.00

.39

.00

8,900
12,000
8,000
6,400
1,400

0

0

0

0

0

11.93  2,900
6.19   700
4.1 6           0
3.32   600
0.46   700
0.00      0
0.00      0
0.0 0            0
0.0 0            0
0.00   700

20,000
19,000
37,400
20,600
9,600

10,900
11,000
11,100
23,600
13,100

1,400    0
700    0

0        0
1,200    0
700    0

0        0
0        0
0        0

3,000    0
2,100    0

第 3表 プラント・オパール分析結果
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ⅥI区 央 畦

(注)く 印は50cmス ケール, ●印は分析試料の採取箇所

第225図  イネのプラント・オパールの検出状況

225図 に示した。また,各植物の推定生産量と変遷について第226・ 227図 に示した。巻末に主な分類群

の顕微鏡写真 (図版168)を 示した。

(1)Ⅶ 区中央畦

本地点では, 1層 ～8層 について分析を行つた。その結果,イ ネは,すべての層から検出された。こ

のうち, 1層 , 2層 , 3層 , 4層 , 5層 の各層については高い密度である。ヨシ属は, 2層 と3層 を除

く各層から検出されたがいずれも低い密度である。タケ亜科は,すべての層から高い密度で検出された。

ウシクサ族は,7層 を除く各層から検出されたがいずれも低い密度である。キビ族は検出されなかった。

(2)Ⅷ区北壁

本地点では, 1層～7層 について分析を行った。その結果,イ ネは, 1層 , 2層 , 3層 , 4層 , 5層

の各層から検出された。このうち, 5層 を除くといずれも高い密度である。ヨシ属は, 3層 と6層 を除

く各層から検出されたがいずれも低い密度である。タケ亜科は,すべての試料から高い密度で検出され

た。ウシクサ族は, 3層 と6層 を除く各層から検出された。このうち, 7層 上部では比較的高い密度で

ある。キビ族は検出されなかった。

中

０

万 個 /g
2

ⅥI区 中 央 畦 2 万 個 /g
0       1      2

―

Ⅷ 区 北 壁

0

万 個 /g
2
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多 肥 松 林  ⅥI区 中 央 畦 -1
108642

地 点 土 層

0   0
植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm
246810

匡 |ヨ シ  囲 |タ ケ 亜 科 ロ イ ネ  ■ イ ネモ ミ

多 肥 松 林  VⅡ 区 中 央 畦 -2地 点 土 層

108642()()
植 物 体 生 産 量  t/10a・ cm
246810

匡 |ヨ シ  囲 |タ ケ 亜 科 ロ イネ ■ イネモミ

7

第226図  おもな植物の推定生産量と変遷(1)
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多 肥 松 林  Ⅷ 区 北 壁 地 点

108642
土 層 植 物 体 生 産 量

0246
t/10a・ cm
8     10

匡 ]ヨ シ  ロ タケ 亜 科 ロ イ ネ  ■ イ ネモ ミ

(注)く 印は50cmス ケール

第227図  おもな植物の推定生産量と変遷(2)

5。 考察

(1)稲作の可能性について

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行 う場合,一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあ た りおよ

そ5,000個以上と高い密度で検出された場合に,そ こで稲作が行われていた可能性が高いと判断 してい

る。また,その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば,上層から後代のものが混入 した

危険性は考えにくくなり,その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基

準にもとづいて,各地点ごとに稲作の可能性について検討を行った。

1)Ⅶ区中央畦

本地点では,分析を行つたすべての層からイネのプラント・オパールが検出された。このうち, 1層

と2層 において検出されたプラント・オパールは現在もしくは比較的最近の水田耕作によるものと考え

られる。 3層以下の層では, 6層 と7層 を除けばいずれも高い密度である。したがって,こ れらの層で

稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。このうち, 3層 , 4層 , 5層では,密度が5,000イ固/g

以上と高 くそれぞれピークが認められることから,こ れらの層ではその可能性が極めて高いと考えられ

る。 6層 と7層 については稲作が行われていた可能性は考えられるものの,上層 もしくは他所からの混

入の危険性 も否定できない。
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2)Ⅷ区北壁

本地点では, 1層 ～ 5層 においてイネのプラント・オパールが検出された。このうち, 1層 , 2層 ,

3層 の各層において検出されたプラント・オパールは現在 もしくは比較的最近の水田耕作によるものと

考えられる。 4層 では,プラント・オパール密度が6,400個 /gと 判断基準値を大きく上廻っていること

から,同層で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。 5層 については密度が低いことから,上

層 もしくは他所からの混入の可能性が考えられる。

(2)古環境の推定 (第226・ 227図 参照)

ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた土壌条件のところに生育 し,ヨ シは比較的湿った土壌条件

のところに生育している。このことから,両者の出現傾向を比較することによつて土層の堆積環境 (乾

湿)を推定することができる。

本遺跡では,全体にタケ亜科が卓越 してお り,ススキ属も見 られるがヨシ属は少量である。タケ亜科

やススキ属は比較的乾いた土壌条件を好むことから,本遺跡一帯は弥生時代以後ほぼ継続 して比較的乾

いた土壌環境で推移 したものと推定される。

6。 まとめ

多肥松林遺跡においてプラント・オパール分析を行い,稲作跡の探査を行った。その結果,Ⅶ 区中央

畦の 3層 ,4層 ,5層 ,8層 とⅧ区北壁の 4層 において稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

参考文献

杉山真二・藤原宏志 (1987)り |1口 市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析。赤山一古環境編―。川口市遺跡

調査会報告,10:281-298.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本 と定量分析法一。考古

学 と自然科学, 9:15-29.

藤原宏志 。杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(5)一 プラント・オパール分析による水田tlLの 探査一。

考古学と自然科学,17:73-85。

第 多肥松林遺跡の古植生復元
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

高松平野は,東端の屋島から西端の五色台にいたる,東西 9 km。 南北 8 kmの扇状地性海岸平野であり,

平野南部に多肥松林遺跡は位置する。本遺跡の発掘調査では,弥生時代前期～後期,平安時代,中 世

(鎌倉期),近世以降の遺物 。遺構が検出されてお り,弥生時代から現代に至る人間活動の状況の一端が

明らかにされつつある。

今回の分析調査では,弥生時代～中世における人間の活動の舞台であった遺跡周辺の古環境,と りわ

け古植生に関する基礎資料を得ることを目的として,調査区内の堆積層を対象として花粉分析を行う。

2節
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1.試料

今回の分析調査は,Ⅶ区中央畦南面の断面について実施する。調査地点の堆積層の層相を模式柱状図

として第228図 に示す。

堆積層の層相は,下位より⑪層が上部に腐植が集積す

る暗灰色シルト,⑩層が暗灰色シルト,⑨層が灰黒色シ 標高(m)

ルト,③層が灰茶色シルト,⑥層が黄灰茶色シルト,⑤
20.5-

層が茶色シルト,④層が自茶色シルト,③層が黄褐色粘

質土,②層が橙褐色粘質土,①層が現耕作土である。こ

のうち,上位の④層ではマンガン,③ o②層では酸化鉄 20.0-
。マンガンが沈着している。これら堆積層の時代は,遺

物の出土状況から次のように推定されている。①～③層

が弥生時代前期～後期,⑥層が平安時代,⑤ o④層が中 19・ 5-

世 (鎌倉期),③～①層が近世～現代とされる。試料は
,

調査目的を考慮し,⑪ o⑩・⑨ o③・⑤層より層位試料
19.0_

として採取された 5点 (試料番号A～ E)である。

● A

2.分析方法 18.5_

KOD処 理,重液分離 絋鵬 2■ ヒ重2の ,フ ッ化水素  甲 蓼 "試
料採取層準

(HF)処理,ア セ トリシス (硫酸 1・ 無水酢酸 9の混液)

処理の物理・化学処理を施 し,花粉・胞子化石を分離 。 第228図 調査地点の層序および試料採取層準

濃集する。処理後の残澄をグリセリンで封入 してプレパラー トを作製 した後,光学顕微鏡下でプレパラ

ー ト全面を走査 しながら出現する種類の同定 。計数を行う。

結果は,同定 。計数結果の一覧表と花粉化石群集の層位分布図として示す。分布図中の出現率は,木

本花粉が木本花粉総数,草本花粉 。シダ類胞子が不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。な

お,●○は 1%未満の出現,+は花粉化石の保存が悪かった試料において出現 した種類を示す。また
,

図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは,種類間の区別が現時点で困難なものである。

3.結果

結果を第4表 。第229図 に示す。分析を行った試料のうち,①層～③層 (試料番号A～ D)で は花粉

化石の保存状態が悪い。とくに⑪層・⑩層 (試料番号A・ B)では化石数も少なく,後述するような理

由から統計的に扱うことを控える。花粉化石が比較的多産した層準の花粉化石群集について,以下に記

載する。

⑨層 (試料番号C)の花粉化石群集は,木本花粉が優占する。その中ではマツ属・ツガ属が高率に出

現し,ス ギ属,ク マシデ属―アサダ属,ア カガシ亜属,コ ナラ亜属などを伴う。草本花粉ではイネ科,

ヨモギ属などが低率に出現する。

試
料
名 時代性

近世以降

中世 (鎌倉期 )

● E

● D

● C

● B

平安時代

弥生時代前期～後期

①

層
名

①

　

②
③

⑤
　
　

⑥̈

×

一・一・一・一・一一一一一

一一一一一一一・一
一・一

一一一一一一一一一一一一
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種 類 (Taxa) 試料番号 ABDE C

木 本 花 粉
モミ属

ツガ属
マツ属
コウヤマキ属
スギ属

イテイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科

ヤマモモ属

クルミ属

クマシデ属―アサダ属
ハシバミ属

カバノキ属
ハンノキ属

ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属

クリ属―シイノキ属
ニレ属一ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属

ヤ ドリギ属

ブ ドウ属

ツツジ科

１
■
　
０
乙
　
医
Ｊ
　
つ
乙
　
０
０
　
０
０
　
１
⊥
　
１
上
　
∩
Ｕ
　
ｌ
上
　
′
Ｕ
　
つ
乙
　
反
Ｊ
　
沢
Ｕ
　
ヮ
‘
　
∩
ソ
　
∩
Ｕ
　
ｌ
■
　
１
上
　
１
■
　
１
上

１

　
８

　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
２

　
　
　
　
２

１

　
３

10

５

４

３

１

８

２

１

一

２

８

９

　

　

　

１

２

１

３

０

４

６

８

１

一

２

一

２

９
″

５

２

４

１

４

２

一

一

一

一

一

一

一
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③層 (試料番号D)では,草本花粉が占める割合が高くなる。木本花粉は依然としてマッ属 。ツガ属

が高率に出現するが,種類数は増える6草本花粉ではイネ科が高率に出現し,キ ンポウゲ科,キ ク亜科 ,

湿地生植物のゴキヅル属などを伴う。

⑤層 (試料番号E)の花粉化石群集は,③層 (試料番号D)の花粉化石群集と類似する。木本花粉で

はマツ属・ツガ属が高率に出現し,コ ナラ亜属,ア カガシ亜属などを伴う。多産するマツ属の大部分は

マツ属複維管束亜属に同定されるものである。草本花粉ではイネ科が高率に出現し,キ ンポウゲ科,キ

ク亜科,湿地生植物のゴキヅル属, ミズアオイ属などを伴う。また,栽培種のソバ属も低率ながら出現

する。

4.考察

弥生時代中期～後期とされる堆積層では,花粉化石の保存状態が悪く,下位の⑪層・⑩層では花粉化

石がほとんど検出されなかった。このような産状は,花粉化石が堆積後に土壌微生物の活動など何らか

の風化作用の影響を受けていることを示唆している。花粉化石の風化に対する抵抗性が種類によつて異

なり,一般に広葉樹花粉に比較して針葉樹花粉の方が強いとされることから,本時期の堆積層中の花粉

化石群集は偏つた組成となっている可能性がある。⑨層から③層では花粉化石群集が層位的に変化し,

周辺植生が変化したことが示唆されるが,偏った組成となっている可能性があることから特定はできな

い。ここでは,同定された種類が周辺植生を構成する要素であつたことを指摘するにとどめておく。

中世 (鎌倉期)と される⑥層の花粉化石群集は,針葉樹のマツ属・ツガ属が高率に出現することが特

徴であり,こ れらが主要素となる植生が成立していたと考えられる。マツ属は上記したように大部分が

マツ属複維管束亜属に同定されるものであったことから,周辺には極端な陽樹であるアカマツなどの二

葉松類が分布していたことが推定される。このような植生は,総花粉 。胞子数に占める草本花粉の比率

が高く,周辺での広い林分の形成が考えにくいこと,栽培種のソバ属花粉化石の出現から人間の生業活

動の影響も示唆されることなどから,二次林的性格の強いものであつたことが推定される。

また,マ ツ属とともに多産したツガ属は,花粉化石群集において照葉樹林の主要構成要素であるアカ

ガシ亜属を伴うことから,温帯性針葉樹のツガに由来すると考えられる。ツガはモミとともに暖温帯か

ら冷温帯の推移帯に成立する中間温帯林の構成要素でもあり,現在の香川県下で1ま普通に認められる針

葉樹である。当時も周辺に分布していたことが推定されるが, どのような立地環境に分布していたかは

不明である。

ところで,高松平野における植生史については,平野中央部に位置する林 。坊城遺跡で検討されてい

る。そこでは,弥生時代以降の層準でアカガシ亜属・コナラ亜属の多産を特徴とする花粉化石群集から

マツ属の卓越する花粉化石群集への変化が捉えられており,弥生時代以降にナラ類・カシ類を主とした

暖温帯性の森林から二次林的性格の強いマツ林へ変化したことが推定されている。今回の分析調査で得

られた花粉化石群集および古植生は,林 。坊城遺跡で捉えられているマツ属が卓越する時期に対比され

る可能性があるが,ツ ガ属が多産するなどの点で単純には比較できない。今後,両地域における層序対

比を行い,本地域における古地理の変化を考慮しながら周辺植生について検討することが必要である。
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第 3節 多肥松林遺跡から出土した木製品の樹種
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

多肥松林遺跡は,高松平野のほぼ中央部に位置する。発掘調査により,弥生時代～鎌倉時代 までの各

時代や江戸時代の遺構・遺物が検出されている (香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査セ

ンター,1994)。 調査区の中央には,北流する旧河道が検出されてお り,大量の土器や木製品が出土 し

ている。

本遺跡では,こ れまでに中央畦の断面から採取 した土壌試料の花粉分析から,古植生に関する資料を

得ている (本報告前節 )。 その結果では,マ ツ属やツガ属などが多いことから,風化に対 して耐性のあ

る花粉が強調されていると考えられている。また,周辺地域では,空港跡地遺跡や林 。坊城遺跡など
,

多 くの遺跡で微化石分析や植物質遺物 (木材 。種実)な どの同定が行われており,各時期の古植生や植

物利用に関する資料が蓄積されつつある。

本報告では,旧河道を中心とした遺構から出土 した木製品について樹種を明らかにし,各時期の用材

選択に関する資料を得る。

l.試料

試料は,出土 した木製遺品など204点である。多 くは生木の状態であるが,木器番号1917は 炭化材で

あった。各試料の詳細は,樹種同定結果と共に第 5～ 8表に記 した。

2.方法

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製

し,ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入 し
,

プレパラー トを作製する。作製したプレパラー トは,生物顕微鏡で観察 。同定する。

炭化材は, 3断面の割断面を作製 し,双眼実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特

徴を観察 し,種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を第 5～ 8表に示す。試料の中には,保存状態が良好でない等の理由で樹種の同定に至

らないものがあった。それらの試料につぃては,観察できた範囲で針葉樹・広葉樹の別を示し,樹皮に

ついてはその旨を示 した。その他の試料は,針葉樹 8種類 (マ ツ属複維管束亜属 。モミ属・ツガ属・ス

ギ・コウヤマキ・ヒノキ・マキ属・イヌガヤ),広葉樹21種類 (ヤ ナギ属・コナラ属コナラ亜属クヌギ

節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナラ属アカガシ亜属・クリ・ツブラジイ・スダジイ 。ケヤキ・ヤ

マグワ・クスノキ・タブノキ属・クスノキ科 。ヤブツバキ・サカキ・ヒサカキ 。マタタビ属・サクラ属

。ムクロジ・トチノキ 。アオキ 。エゴノキ属)に 同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

。マツ属複維管束亜属 (Πコロs subgen.助ヴ以プO12) マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで,晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および水平

樹脂道が認められる。放射組織は仮道管,柔細胞とエピセリウム細胞よりなり,分野壁孔は窓状,仮道
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管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列, 1～ 15細胞高のものと水平樹脂道をも

つ紡錘形のものがある。

。モミ属 い贋es)   マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで,晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞のみで

構成され,柔細胞壁は粗 く, じゆず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で 1～ 4個。放射組織は

単列, 1～ 20糸田胞高。

・ツガ属 (Tsuga)   マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急,試料は年輪界で割れている。樹脂細胞が認められる。放射

組織は仮道管 と柔細胞よりなり,柔細胞壁は滑らかで, じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はヒノ

キ型で 1～ 4個。放射組織は単列, 1～ 20細胞高。

。スギ (Cryp10mtta」 iap"ゴca(Lof。 )Do Don)   スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で,晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に

限つて認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は滑らか,分野壁孔はスギ型で 2～ 4

個。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。

・コウヤマキ (Sc」iad"irys yerruiattla(Thunb。 )Siebo et zucc。 )

コウヤマキ科コウヤマキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。放射組織は柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は滑らか,

分野壁孔は窓状。放射組織は単列, 1～ 5細胞高。

。ヒノキ に乃amaccyp″お οbι口sa(Sieb.et Zucc。 )Endlcher)  ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で,晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限

つて認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は滑らか,分野壁孔はヒノキ型～ トウヒ

型で 1～ 3個。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。

。マキ属 (Podοcalpus)   マキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。樹脂細胞は早 。晩材部の別なく散在する。放射組織は

柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は滑らか,分野壁孔はヒノキ型で 1～ 2個。放射組織は単列, 1～ 10

細胞高。

・ イ ヌ ガ ヤ (Gpttfο″x口sh獲 hg`"ゴ a(Knight)Ko Koch f。 )   イ ヌ ガ ヤ 科 イ ヌ ガ ヤ 属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。樹脂細胞は早 。晩材部の区別なく散在する。放射組織

は柔細胞のみで構成され,分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1～ 2個。放射組織は単列, 1～ 10細胞高。

仮道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

・ヤナギ属 (Sa放)   ヤナギ科

散孔材で,道管は年輪全体にほぼ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管壁厚は中

庸で,横断面では楕円形～やや角張った楕円形,単独および 2～ 3個が複合する。道管は単穿子Lを有 し,

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性,単列, 1～ 15細胞高。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Q口ぃcus subgen.L"〃obafanus secto Cttis)   ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち,漸減しながら放射状に配列する。道

管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高のものと複合放射

組織とがある。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。
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木器番号 地 区 グ リ ツ ド 器 種 遺構 時代・時期 樹  種

I G-10 曲げ物底板 SR01 古代末～中世 ヒノキ

196 I G-10 板材 SR01 吉代 末 ～中世 ヒノキ

202 I GoH-10 角棒 SR01 吉代末 ～中世 マ ツ属複 維管束虫属

347 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

348 広 鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

349 Ⅲ GoH-9 鍬 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

Ш G・ H-9 板 SR01 弥生時代 アオキ

355 Ш H-8 小型鋤状 SR01中 央畦 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

横槌 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

Ⅲ GoH-9 男根形 SR01 弥生時代 クスノキ

椀 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

362 槽 弥生時代中期 クスノキ

363 槽 弥生時代 中期 クスノキ

365 Ⅲ H-8 板 SR01 弥生時代 アオキ

366 貪J形 弥生時代中期 ヒノキ

367 舟形 弥生時代中期 ス ギ

Ⅲ H-8 板 SR01中 央畦 弥生時代 ヒノキ

374 Ⅲ GoH-9 杭 SR01 弥生時代 ツブラジイ

375 Ⅲ GoH-9 加工木 (杭状 ) SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属 コナラ節

Ⅲ G・ H-9 加工木 (板 ) SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

Ⅲ G・ H-9。 10 板 SR01 弥生時代 ヒノキ

393 11ト レンチ 板材 弥生時代 ヒノキ

394 Ⅲ G・ H-9 板 SR01中 央畦 弥生時代 ヒノキ

412 用途不明 弥生時代 中期 ヒノキ

780 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

Ⅷ HoI-6・ 7 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

782 Ⅷ I-6・ 7 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

Ⅷ I-6・ 7 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

784 Ⅷ HoI-7 板材 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

Ⅶ I-6。 7 板材 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

786 膝柄鍬 弥生時代 中期 広 栞樹

787 Ⅷ I-6 用途不明 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

788 Ⅷ I-7 加工木 SR01 弥生時代 広葉樹

789 Ⅷ H-8。 9 竪杵 ? SR01 弥生時代 ヤブツバキ

790 Ⅷ I-7・ 8 用途不明 SR01 弥生時代 クスノキ

791 盤 弥生時代中期 ヤマグワ

792 片口容器 弥生時代中期 ヤマグワ

793 Ⅶ I-6・ 7 板 材 SR01 弥生時代 クスノキ

794 Ⅲ H-8 梯子 SR01 弥生時代 ツブラジイ

795 Ⅲ H-8 梯子 SR01 弥生時代 ツブラジイ

796 Ⅶ I-7・ 8 梯子 SR01 弥生時代 スダジイ

797 Ⅲ H-8 梯 子 SR01 弥生時代 スダジイ

Ⅷ H-8 梯子 SR01 弥生時代 ツブラジイ

800 Ⅷ H-7・ 8,I-7 用途不明 SR01 弥生時代 ヒノキ

801 用途不明 弥生時代 中期 サカキ

802 用途不明 弥生時代中期 クスノキ科

803 用途不明 弥生時代中期 クスノキ科

804 Ⅶ H-8 加工木 SR01 弥生時代 クスノキ

805 Ⅶ 杭 SR01 古代末～中世 ヒサカキ

809 Ⅷ H-7・ 8,I-7 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

812 用途不明 弥生時代中期 サカキ

822 Ⅶ I-6・ 7 板 材 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

824 Ⅶ I-6。 7 板材 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

850 Ⅶ H-7 板材 SR01 弥生時代 ヒノキ

Ⅶ H-7 板材 SR01 弥生時代 ヒノキ

第 5表 樹種同定結果(1)
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木器番号 地 区 グ リ ツ ド 器 種 遺構 時代・時期 樹  種

852 Ⅶ H-7 板材 SR01 弥生時代 ヒノキ

853 Ⅶ H-7 板材 SR01 弥生時代 ヒノキ

Ⅶ I-6・ 7 板 SR01 古代末～中世 ヒノキ

862 Ⅶ I-6。 7 板材 SR01 弥生時代 ヒノキ

902 Ⅷ I-6 鳥形 ? SR01 吉代末～中世 ヒノキ

903 Ⅶ H-7・ 8,I-7 鳥形 ? SR01 古代末～中世 ヒノキ

1286 X 加工木 SR01 弥生時代 サカキ

1287 斧柄 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1288 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1289 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1290 広 鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1291 広鍬 弥生時代 中期 コナラ属アカガシ亜属

1292 X I-6 広鍬 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1293 X H・ I-5 加工木 (板状 ) SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1294 X 広鍬 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1295 X H-5 角材 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1293 X 板材 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1297 X 板 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1298 X H-5 板状 SR01 弥生時代 樹皮

1299 X ナスビ形 ? SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1300 X 板状 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1301 X H-5 板 1大 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1303 X I-6 加工木 (板状 ) SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1304 膝柄鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1305 X I-6 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1306 X I-6 板‖犬 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1307 鋤 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1309 スプーン状 弥生時代中期 広葉樹 (環孔材 )

1310 スプーン状 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1311 X H-5 円盤状の板 SR01 古代末～中世 ケヤキ

1312 X H-5 板 SR01 古代末～中世 ヒノキ

1313 高台付盤 弥生時代中期 クスノキ

1314 剣 形 弥生時代 中期 コナラ属アカガシ亜属

1315 X H・ I-5。 6 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

1316 X 用途不明 SR01 弥生時代 コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節

1317 X I-6 不 明 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

1323 X I-6 男根形 SR01 弥生時代 マキ属

1324 X H-5 角材 SR01 弥生時代 エゴノキ属

1325 X I‐I・ I-5。 6 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1329 X 加工木 SR01 弥生時代 ムクロジ

1330 X I-6 加工木 SR01 弥生時代 マタタビ属

1332 X HoI-5 加工木 (板状 ) SR01 弥生時代 スダジイ

1338 X HoI-5 棒 SR01 弥生時代 ヒノキ

1340 X 板材 SR01 古代末～中世 ヒノキ

1341 X H・ I-5 板 SR01 弥生時代 ヒノキ

1355 X みかん割 り材 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属コナラ節

1376 X H-5 板 SR01 弥生時代 ヒノキ

1388 X H-5 板 SR01 弥生時代 ヒノキ

1397 X 棒状 SR01 弥生時代 ヒノキ

1485 斧柄 弥生時代中期 広葉樹 (環孔材 )

1486 斧柄 弥生時代 中期 コナラ属アカガシ亜属

1487 広鍬 弥生時代中期 コナラ属 アカガシ亜属

1488 狭鍬 弥生時代中期 コナラ属 アカガシ亜属

1489 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1490 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

第 6表 樹種同定結果(2)
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木器番号 地 区 グ リ ツ ド 器  種 遺構 時代 。時期 樹  種

1491 広鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1492 Ⅱ GoH-5 柄壷 (鍬 ) SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1493 Ⅱ G・ H-5 柄壺 (鍬) SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1495 Ⅱ G・ H-5 柄壺 (鍬 ) SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1496 21ト レンチ 鍬 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1497 泥除具 弥生時代中期 コナラ属 アカガシ亜属

1498 Ⅱ GoH-5 板 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1499 膝柄鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1500 膝柄鍬 弥生時代 中期 コナラ属 アカガシ亜属

1501 Ⅱ G・ H-5 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1505 Ⅱ G・ H-5 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1507 竪 臼 弥生時代 中期 広葉樹 (環子L材 )

1508 Ⅱ GoH-5 丸太材 SR01 弥生時代 コナラ属 アカガシ亜属

1509 Ⅱ GoH-5 柄 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1510 Ⅱ GoH-5 小型臼 SR01 弥生時代 クスノキ

1511 Ⅱ GoH-5 小型臼 SR01 弥生時代 クスノキ

1512 Ⅱ G・ H-5 板材 SR01 弥生時代 サクラ属

1513 21ト レンチ 板 材 古代末～中世 ヒノキ

1514 Ⅱ G・ H-5 用途不明 SR01 弥生時代 クスノキ

1515 Ⅱ G・ H-5 棒 SR01 弥生時代 イヌガヤ

1516 21ト レンチ 織機具 弥生時代 ヒノキ

1517 梯 子 弥生時代中期 サカキ

1518 梯 子 弥生時代 中期 スダジイ

1519 Ⅱ GoH-5 加工木 SR01 弥生時代 サカキ

1520 Ⅱ GoH-5 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1521 用途不明 弥生時代 中期 コナラ属アカガシ亜属

1522 Ⅱ G・ H-5 柄 SR01 弥生時代 ヤマグワ

1523 Ⅱ G・ H-5 杭 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属 クヌギ節

1526 Ⅱ GoH-5 用途不明 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属 クヌギ節

1527 Ⅱ GoH-5 加工木 SR01 弥生時代 ヤマグワ

1531.1 Ⅱ GoH-5 用途不明 SR01 弥生時代 スダジイ

1531.2 Ⅱ G・ H-5 用途不明 SR01 弥生時代 タブノキ属

1532 Ⅱ G・ H-5 棒 SR01 弥生時代 ツブラジイ

1533 Ⅱ G・ H-5 棒 SR01 弥生時代 タブノキ属

1534 Ⅱ G・ H-5 棒 SR01 弥生時代 タブノキ属

1537 Ⅱ GoH-5 加工木 SR01 弥生時代 コナラ属コナラ亜属 クヌギ節

1551 Ⅱ GoH-5 板材 SR01 弥生時代 ヒノキ

1651 Ⅱ GoH-5 板 SR01 弥生時代 モミ属

1786 Ⅱ G・ H-5 斎 串 SR02 古代末～中世 ヒノキ

1909 Ⅵ F-10 加工木 SD02 弥生時代 コナラ属アカガシ亜属

1910 斧 柄 弥生時代中期 広葉樹

1911 狭鍬 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1914 鋤 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1917 Ⅵ F-9 竪杵 ? SD02 弥生 時代 コナラ属 アカガシ亜属

1918 Ⅵ F-9 刀ヽ 型 目 SD02 弥生時代 ク リ

1919 剣 形 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1920 剣 形 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

1929 Ⅵ F-10 板 材 SD02 弥生時代 クスノキ

1988 Ⅵ FoG-9。 10 栓 SR01 古代末～中世 ス ギ

1990 Ⅵ FoC}-9。 10 板 SR01 古代末～中世 ヒノキ

1991 Ⅵ F。 (3-9。 10 曲げ物の底板 ? SR01 百代末 ～ 中世 ヒノキ

1992 Ⅵ FoG-11 板 SR01 古代末～中世 針葉樹

1993 Ⅵ F・ G-9。 10 曲げ物の底板 SR01 古代末～中世 ヒノキ

1994 Ⅵ G-10 板 SR01 古代末～中世 ヒノキ

1995 Ⅵ FoG-12 棒 SR01 吉代 末 ～中世 ヒノキ

第 7表 樹種同定結果(3)
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木器番号 地区 グリッド 器 種 遺構 時代・時期 樹  種

1996 Ⅵ F-11 棒 (杭状 ) SR01 占代末～甲世 マツ属複維管束亜属

1997 Ⅵ FoG-9。 10 加工木 SR01 古代末～中世 マツ属複維管束亜属

1998 Ⅵ F・ G-10 用途不明 SR01 古代末～中世 ヒノキ

1999 Ⅵ FoG-9'10 加工木 SR01 古代末～中世 ヒノキ

2079 日層『Bl 斧柄 (SR01) 弥生時代 イヌガヤ

2543 Ⅵ F-10 板 SD03 弥生時代 ヒノキ

2593 一本鋤 弥生時代中期 コナラ属アカガシ亜属

2608 Ⅲ GoH-7・ 8 曲げ物底板 SD03 古代末～中世 ヒノキ

2609 Ⅲ GoH-7・ 8 板 SD03 古代末～中世 ヒノキ

2610 Ⅲ G・ H-9 板 SD03 古代末～中世 ヒノキ

2611 Ⅲ G・ H-10 板 (斎 串?) SD03 吉代 末 ～中世 ヒノキ

2615 Ⅲ GoH-9 杭 SD03 古代末～中世 ヤナギ属

2618 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 l t 'lf." +
2619 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 吉代末～中世 コウヤマキ

2620 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 針葉樹

2621 Ⅲ G・ ]肛
-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2622 Ⅲ G・ H-7・ 8 斎串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2623 Ⅲ GoH-7 斎串 SD03 占代 末 ～甲世 コウヤマキ

2624 Ⅲ G・ H-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2625 Ⅲ G・ H-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2626 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 占代末～中世 コウヤマキ

2627 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2628 Ⅲ GoH-7 斎 串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2629 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 3vr-<+
2630 Ⅲ G・ H-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 コウヤマキ

2631 Ⅲ GoH-7・ 8 斎 串 SD03 古代末～中世 ヒノキ

2632 Ⅲ GoH-9 剣形 ? SD03 古代末～中世 ヒノキ

2634 Ⅲ G・ H-10 斎 串 SD03 占代末～中世 針葉樹

2635 Ⅲ GoH-7・ 8 斎串 ? SD03 古代末～中世 針葉樹

2653 Ⅲ G-8。 9 棒 SD03 古代末～中世 ヒノキ

2654 Ⅲ GoH… 9 棒 SD03 古代末～中世 ヒノキ

2655 Ⅲ GoH-7・ 8 棒 SD03 占代 末 ～甲世 コウヤマキ

2674 実J形 平安時代末 ? ツガ属

2675 Ⅵ F… 9。 10 板 SD02 古代末～中世 ヒノキ

2679 男根形 平安時代末 モ ミ属

2766 Ⅲ G-9 漆塗 り椀 SD02 中世 トチノキ

2769 日晋A4 GoH-13 曲げ物の底板 SD01 古代末～中世 ス ギ

2770 暗A4 G・ H-13 漆塗 り椀 SD01 中世 トチノキ

第 8表 樹種同定結果(4)

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Q口
"cus subgeno L"拓

め″
“

口S Sect,距コロs)   ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち,漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高のものと複合放射

組織とがある。柔組織は周囲状および短接線状。

・コナラ属アカガシ亜属 (Q配
“

us subgeno Cyclο balar2"詠)  ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚 く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を

有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列,1～ 15細胞高のものと複合放射組織とがある。

柔組織は短接線状および散在状。柔細胞はしばしば結晶を含む。

・ツブラジイ (Os″コop」s cuspuiあ″ (Thunberg)Schottky)   ブナ科シイノキ属

環子L材～放射孔材で子L圏部は 3～ 4列 ,孔圏外で急激に管径を減 じたのち,漸減しながら火炎状に配
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列する。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高のもの

と集合～複合放射組織 とがある。

。ス ダ ジ イ (aslar2"詠 C甲ノ あ ″ V鉗。 」ebd面 (Makino)Nakai)  ブ ナ 科 シ イ ノ キ 属

環子L材～放射孔材で孔圏部は 3～ 4列,孔圏外で急激に管径を減 じたのち,漸減 しながら火炎状に配

列する。道管は単穿子Lを有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細胞高。

・ケヤキ (Zckο
"sclra″

(Thunb。 )Makin。 )   ニレ科ケヤキ属

試料は,年輪界で割れているが,年輪界でわずかに観察できる道管径の変化から環子L材 と考えられる。

孔圏部の道管はほとんど観察できない。小道管は漸減 しながら塊状に複合 し,接線 。斜方向の紋様をな

す。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は

異性Ⅲ型, 1～ 10細胞幅, 1～ 30細胞高で,結晶細胞が認められる。

。ヤマグワ (MOrus av曲施 Poiret)   クワ科クワ属

環孔材で孔圏部は 1～ 5列 ,晩材部へ向かって管径を漸減させ,のち塊状に複合する。道管は単穿孔

を有 し,壁孔は密に交互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性 Ⅱ～Ⅲ型 ,

1～ 6細胞幅, 1～ 50細胞高で, しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状～翼状および散在状。

・クスノキ (αココamomum canフカο
“

(L。 )Presl)   クスノキ科

散孔材で管壁は薄 く,横断面では楕円形,単独まれに2～ 3個が放射方向に複合する。道管は単穿孔

を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ型, 1～ 3細胞幅, 1～ 20細胞高。柔組織は周囲

状～翼状。柔細胞はしばしば大型の油細胞 となる。

・タブノキ属 (Rぉca)  クスノキ科

散孔材で管壁は厚 く,横断面では楕円形,単独および 2～ 3個が放射方向に複合する。道管は単およ

び階段穿子しを有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型, 1～ 3細胞幅,1～ 20細胞高。

柔組織は周囲状,翼状および散在状。柔細胞はしばしば大型の油細胞 となる。

・クスノキ科 (Lauraceac)

いずれの試料 も保存状態が悪い。散子L材で管壁は薄 く,横断面では角張った楕円形,単独まれに2～

3個が放射方向に複合する。道管は単穿孔または階段穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織

は異性,1～ 3細胞幅,1～ 20細胞高。柔組織は周囲状および散在状。柔細胞には油細胞が認められる。

・ヤブツバキ (Camdlfa」iap"ゴca L。 )  ツバキ科ツバキ属

散子L材で管壁は薄 く,横断面では多角形～角張った楕円形,単独および 2～ 3個が複合する。道管は

階段穿孔を有 し,壁子しは対列～階段状に配列する。放射組織は異性 Ⅱ～ I型, 1～ 2(3凛田胞幅, 1～ 20

細胞高であるが時に上下に連結する。柔細胞には結晶細胞が顕著に認められる。

・サカキ (αeyera」 iapor2iCa Thunberg pro parte emendo Siebo et Zucc。 ) ツバキ科サカキ属

散孔材で管壁は薄 く,横断面では多角形,単独または 2～ 3個が複合する。道管は階段穿孔を有 し
,

壁孔は対列t階段状に配列する。放射組織は異性,単列, 1～ 20細胞高。

・ヒサカキ (Eロゥη」iap"ゴca Thunberg)   ツバキ科ヒサカキ属

散孔材で管壁は薄 く,横断面では多角形,単独または 2～ 3個が複合する。道管は階段穿孔を有 し,

壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型, 1～ 4細胞幅, 1～ 4研田胞高。

。マタタビ属 (Ac血ゴda)   マタタビ科

環孔材で,孔圏部は 1～ 4列 ,孔圏外で急激に管径を減じて散在する。道管はほぼ単独で,時 に2個が
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複合する。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性 Ⅱ型, lt4細胞幅, 1～

60糸田月包再与。

・サクラ属 (Prun口s)  バラ科

散子L材で管壁厚は中庸,横断面では角張った楕円形,単独または 2～ 8個が複合,晩材部へ向かって

管径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列,内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は異性Ⅲ型, 1～ 3細胞幅, 1～ 30細胞高。

以上の特徴から,少なくとも常緑のバクチノキ亜属や栽培種のウメ 。モモ等は除外される。

' A, v, (Sapindus mukorossi Gaertn.) ムクロジ科ムクロジ属

環子L材で孔圏部は 1列 ,孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減,塊状に複合する。道管は単穿孔を有

し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性, 1～ 3細胞幅 ,

1～ 40細胞高。柔組織は周囲状～連合翼状,帯状およびターミナル状。

。トチノキ (Acscゴロsι

『

贋na″ Blume) トチノキ科 トチノキ属

散7L材 で管壁は厚 く,横断面では角張った楕円形,単独または 2～ 3(5M固 が複合する。道管は単穿孔

を有 し,壁孔は交互状に配列,内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性,単列, 1～ 15細胞

高で階層状に配列する。

。アオキ (Auc口 ba」iap"ゴca Thunb。 ) ミズキ科アオキ属

散子L材で管壁は薄 く,横断面では多角形,単独まれに複合する。分布密度は中～やや低い。道管は階

段穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は単列異性のものと,大型で異性 Ⅱ型, 5～ 8細胞

幅,100細 胞高以上となるものとがある。放射組織の外周にはしばしば鞘細胞が認められる。

。エゴノキ属 (Slyrax) エゴノキ科

散孔材で,横断面では楕円形, 2～ 4個が複合または単独で,年輪界付近で管径を減ずる。道管は階

段穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性 Ⅱ型, 1～ 3細胞幅, 1～ 20細胞高。柔組織

は短接線状および散在状。

4.考察

樹種同定を行った木製品の時代は,弥生時代中期および弥生時代が最 も多 く,全体の3/4近 くを占め

る。古代～中世とされる試料が次に多 く,その他平安時代末 ?お よび中世とされる試料がわずかにある。

遺跡から出土する木製品については,奈良国立文化財研究所 (1985,1993)に より,用途の分類が行

われている。また,奈良国立文化財研究所 (1985,1993)で扱われていない木製品については,島地 。

伊東 (1988)が用途の分類を行っている。本報告では,こ れらの報告を参考にして,製品の用途分類を

行った。

試料数が最 も多い弥生時代中期および弥生時代の木製品は,建築・土木材,農 。工具,食事具,紡績

具,祭祀具 と用途不明に分類される (第 9表 )。 その中でも比較的試料数が多いのは,農 。工具と食事

具である。農 。工具では,鍬 。鋤を中心に斧柄,横槌,自 ,杵等が出土 している。樹種は,基本的には

アカガシ亜属を中心とする構成である。これらは,いずれも強度を必要とする製品であることから,強

度の高いアカガシ亜属の木材は適材 といえる。とくに鍬 。鋤は,各地で行われた樹種同定結果でも,時

代に関わらずその多 くがアカガシ亜属であり,今回の結果も調和的といえる。また,建築・土木材に分

類される梯子に認められたスダジイ,ツ ブラジイ,サ カキも,強度の高い材質を有しており,同様に強
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樹

種

時期 用途分類 用途

針  葉 樹 広 樹

△
口

計

モ
ミ
属

ス
ギ

ヒ

ノ

キ

マ
キ
属

イ
ヌ
ガ
ヤ

ク
ヌ
ギ
節

ヨ
ナ
ラ
節

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ク
1リ

ツ
ブ
ラ
ジ
イ

ス
ダ

ジ

イ

ヤ

マ
グ

ワ

ク

ス
ノ
キ

タ
ブ
ノ
キ
属

ク
ス
ノ
キ
科

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

サ

カ
キ

マ
タ
タ
ビ
属

サ
ク
ラ
属

ム
ク

ロ
ジ

ア

オ

キ

エ
ゴ
ノ
キ
属

種
類
不
明

樹
皮

中期

鰹 染 。i不 梯子 1 1

農・工具

斧柄 2

横 槌 1 1

竪 日 1 1

広 鍬

狭鍬

泥除具 1 1

膝 柄 鍬 3 1

鋤

一 木 all 1

食事具

椀

槽 2 2

片 口容 器 1 1

スプーン状 1 1 2

盤 1

高台付盤 1

祭祀具
剣 形 1 3 4

舟 形 1 1

不 明 用 途不 明 1 1 6

建築 。土木
梯 子 5

杭 1 1 2

不 明

農・工具

斧柄 1

柄 1 1 2

(`オた)柄 壷 3

鍬 2

広 鍬

ナスビ形 ? 1

小 型 鋤 状 1 1

小 /_J日 1

竪杵 7 1 1

紡績具 織機具 1

祭TE具 男根形 1 1

不 明

板 材 1 1 1 1

加工 本 1 1 1 2 1 1 1

棒 2 1 1 2

丸太材 1

角材 1 1

み か ん害」材 1 1

用 途 不 明 1 3 1 1 1

合 計 1 1 1 6 1 5 2 1 5 1 1 1 1

注)板・加工木 (板)・ 加工木 (板状)・ 板状は、全て板材に一括した。

第 9表 弥生時代の木製品の用途別樹種構成

度の高い木材が選択された様子がうかがえる。しかし,梯子については静岡県登呂遺跡などで針葉樹の

スギが認められてお り (亘理,1949;亘理・山内,1954),農 。工具に比較 して用材選択の幅が広かっ

た可能性 もある。

一方,自 については,出土 した 4点のうち,種類不明を除く3点でアカガシ亜属以外の種類が認めら

れていることから,ア カガシ亜属以外の種類が選択されていた可能性がある。

食事具には,椀,槽,片口容器,ス プーン状,盤・高台付盤が含まれる。椀がアカガシ亜属,槽の 2

点と高台付盤がクスノキ,片口容器と盤がヤマグワであった。また,ス プーン状は, 1点がアカガシ亜

属, 1点が種類不明であつた。

田崎 (1996)に よれば,四国 。瀬戸内地方における木製食事具 。容器に挽物が出現するのは 8世紀以

降であり,それ以前は全て今J物である。田崎 (1996)に は,本遺跡の平成 5年度調査の結果 (香川県教

育委員会 。財団法人香川県埋蔵文化財調査センター,1994)も 含まれていることから,基本的には本遺

跡の容器も今J物 と考えられる。

今J物の容器等にヤマグワが多い事例は,畿内でも多 く見られ (島地ほか,1987;パ リノ・サーヴェイ

株式会社,1996),今回の片口容器も同様の用材選択が指摘できる。また,槽は, 2点 ともクスノキで
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時代・時期  用途分類  用

樹
種
　
＼
途．

針 葉 樹 広 葉 樹

複

維

管

束

亜

属

モ
ミ
属

ツ
ガ
属

ス

ギ

コ

ウ

ヤ

マ

キ

ヒ

ノ

キ

針

葉

樹

ヤ

ナ

ギ

属

コ
ナ

ラ

属

ケ

ヤ

キ

ヒ

サ

カ

キ

ト

チ

ノ

キ

〈
口
　

計

古代末～中世

土木材 杭 1 2

容器 曲げ物底板 4 5

容器 栓 1

祭祀具

斎 串 12 つ
Ｊ 3 18

剣形 ? 1

鳥形 ? 2 2

板材 10

角棒

棒 1
９
０ 5

月司文二/1｀ り用
加工木 2

用途不明 2

円盤状の板

平安時代末 ? 祭祀具
剣形

男根形

中世 食事具 漆塗 り椀 2 2
つ
Ｊ 1 2 13 25 4 1 2 55

串斎

ｏ

＜
た

板
め

‥
含

注 ?)は斎串に含めた。棒 (杭状)は棒に含めた。 ?が付された製品は、それぞれの製品に

第10表 弥生時代以外の木製品の用途別樹種構成

あることから,選択的な利用が示唆される。一方,椀のアカガシ亜属は,あ まり類例がない。 しかし,

比較的近い東山崎 。水田遺跡では,近縁種のコナラ亜属コナラ節が漆塗椀に認められており (パ リノ・

サーヴェイ株式会社,1992),本地域ではこれらの種類が椀 として利用されていたことがうかがえる。

スプーン状にアカガシ亜属が認められたことも同様の用材選択の一つと見ることができる。

これらの結果から,容器類が用途や形状によつて樹種構成が異なっている様子がうかがえる。埼玉県

寿能遺跡で行われた調査では,縄文時代の今J物 に トチノキ・イヌガヤ・サクラ類が確認されているが ,

これらの種類は用途や形状によつて使い分けが行われている (山 田ほか,1990)。 今回の結果 もこのよ

うな木材の使い分けを示 している可能性がある。

祭祀具では,剣形 。舟形 。男根形が確認され,剣形はアカガシ亜属 3点 ,ヒ ノキ 1点 ,舟形はスギ ,

男根形はマキ属であつた。アカガシ亜属が比較的多いのが特徴 といえる。このような祭祀具については
,

各地で樹種同定が行われているが,針葉樹が比較的多いながらも,様々な種類が確認されてお り,用材

選択の傾向がつかみにくい。今回の結果についても,比較的加工が容易な針葉樹類 と,加工がやや困難

なアカガシ亜属 とが確認されており,現段階では用材選択の詳細は不明である。

弥生時代以外では,古代末～中世,平安時代末 ?,中世の木製品について樹種同定を行った (表 10)。

木製品には斎串などの祭祀具が多 く含まれ,他に容器,食事具,土木材などがある。全体的に針葉樹が

多利用されている点で,弥生時代 とは異なった傾向が見られる。とくにヒノキが多いが,同様の傾向は

周辺遺跡でも確認されており,畿内の影響があった可能性も指摘されている (鈴木 。能城,1995)。 また
,

ヒノキに次いで多いコウヤマキは,日 本書紀の中で木棺の材に指定されるなど,古 くから特殊な用途に

利用されていたことがうかがえる。現在の香川県では,徳島県 との県境付近に生育 しているものの,高
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松平野には自生 していない。 しかし,高松平野や丸亀平野の遺跡からの出土 した例は多 く,中 には柱材

に確認された例 もある。そのため,過去には今よりも広い範囲に生育 していた可能性 も指摘されている

が,詳細は不明である。

祭祀具は,全て針葉樹類 (モ ミ属 。ツガ属・コウヤマキ・ヒノキ)であり,弥生時代のスギ,ヒ ノキ
,

マキ属の利用と基本的には一致する。しか し,点数に対 して広葉樹類が 1点 も確認できなかったことか

ら,古代以降では針葉樹類を主とする用材選択に変化 している可能性がある。

容器も全て針葉樹材であり,弥生時代 とはやや異なった用材選択がみられる。一方,中世の椀はいず

れもトチノキであり,広葉樹が使用されている点では弥生時代 と共通する。曲物は,板状の加工を施す

ことから,板状の加工が容易な針葉樹材の方が適材である。その中でヒノキが多いのは,曲 げ強度が比

較的高 く,耐水性 。耐朽性に優れた材質を有 していることが考慮されたと考えられる。中世の漆椀に認

められた トチノキは,同様の用途に一般的な樹種であり,現在でも利用される。橋本 (1979)に よれば
,

トチノキは漆器木地の分類の中ではブナと同様に扱われ,狂いが出やすいが大木が得やすいので大量生

産されるという。本地域では,東山崎・水田遺跡で近世の漆器椀にクリや トネリコ属など共に トチノキ

が確認されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1992)。 今回の結果から,本地域における トチノキ

の利用が,少なくとも中世まで遡ることが示唆される。

本遺跡では,弥生時代から中世までの用材選択の変化を捉えることができた。しかし,遺跡によって

は,用材選択に違いが見 られる場合 もあり,過去の用材選択の全容を明らかにできたとはいえない。そ

のため,今後さらに周辺地域で調査を進め,同一地域内における用材選択の違いなどについてもその背

景を明らかにしたい。
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亘理俊次 (1949)木 材。日本考古学協会編「登呂 前編」,p.83-90,東京堂出版 .

亘理俊次 。山内 文 (1954)木材。「登呂 本編」,p.344…353,日本考古学協会.

山田昌久 。鈴木三男・能城修一 (1990)考古学における木製遺物の樹種選択研究の現状 ―木製品と樹種・森

林資源の選択・使用樹種と工具 (製作法)一 。日本民具学会編「木と民具」,p。 121-135,雄山閣.

第 5章 まとめ

第 1節 遺構の変遷

1 縄文時代晩期 (第230図 )

西②区で弥生時代前期の溝の下層で,縄文時代晩期の土器を出土する川跡を検出しているのみである。

また縄文土器 (突帯文土器)は,遺構に伴わない形で,西水路調査区やXⅡ 区で包含層から出土してい

る。

2 弥生時代前期 (第231図 )

測区から西水路②区にかけての大溝 S D01がある。前期中葉の土器が出土 している。また,こ のSD

01に合流すると考えられる溝が出土 している。S R01か ら前期中葉以降の土器が出土するが数は少ない。

このころはまだ S R01に は流水が見 られた可能性がある。

3 弥生時代中期中葉 (第232図 )

S R01は ,流水が停止 し,木本質の泥炭層の堆積が見 られる。この泥炭層から大量の木製品及び土器

が出土 した。川の東佃1の微高地 (東微高地)では,竪穴住居跡及び掘立柱建物跡が存在する。竪穴住居

跡は残存状況が悪 く,ほ とんどは柱穴のみが検出されるに過ぎない。Ⅸ区S H01の ように残 りが良いも

のでも,壁面の立ち上が りまでは残存 しておらず,壁溝や炉跡の残存までにとどまる。集落の中心は当

遺跡東に隣接する日暮 。松林遺跡である。

川の西側の微高地 (西微高地)で は,円形周溝がいくつか見 られる。これについては,周溝に囲まれ

る部分に主体部などの遺構がほとんど検出されてないことから,性格は不明とせざるを得ない。ただ
,

畑区 S H01と したものは,周溝で囲まれた部分に竪穴住居跡の柱穴のみが残存 したように見えることか

ら,こ れらの円形周溝が竪穴住居跡の周溝である可能性を考える必要はあろう。

西水路調査区では,洪水砂 と考えられる砂層中から弥生時代中期の土器が出土することから,当遺跡

西北部はこの時期に洪水におそわれた可能性がある。

I区 ・Ⅱ区・V区で検出された S R02は 埋土が砂礫層であるものが多 く,S R01よ り古い流路である。

IoV区で検出されたものは南東方向への延長が予備調査 トレンチ等で確認されている。Ⅱ区 S R02は

おそらく東西方向の流路であろうが,その延長ははつきりしない。

4 弥生時代後期中葉 (第233図 )

川跡部分は弥生時代中期の土器を包含する泥炭層の上面に当期の土器の出土が見られる。東側微高地
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では,竪穴住居跡,掘立柱建物跡及びこれらに関連する排水溝などが見られる。竪穴住居跡は残存状況

が悪 く,柱穴のみが検出されるに過ぎない。

西側微高地では,竪穴住居跡が 2棟検出されている。この時期の大溝であるS D07がⅥ区から西④区

の方向へ掘削されている。この溝から大量の弥生時代後期中葉の土器が出土 している。

5 古墳時代前期

この時期の遺構は検出されていないと考えられる。 S R01の 弥生時代中期の土器包含層の上面あるい

は弥生時代後期中葉の溝の埋土の上面から,いわゅる布留式土器が若干出土 してるのみである。

6 平安時代後半 (第234図 )

この時期には, S R01は ほぼ埋没を終え, I・ Ⅲ区ではこの上に溝 S D03が掘削されている。この溝

は,東肩は基盤層に類似 した土を盛土 して形成 してお り,護岸用に杭が一列に打ち込まれている。埋土

からは多量の斎串が出土 してお り,祭祀に使用される溝であったことがわかる。この時期の建物 として

は,XI区 の掘立柱建物跡群及びB2区掘立柱建物跡群などがある。特に測区 S B01は かなり大型の建

物 と考えられ, S D03の斎串を使用 した祭祀と関連する可能性がある。また S D03に 平行するⅥ区の

溝もほぼ同時期 と考えられる。

7 中世 (第235図 )

時期の特定できる遺構は少ない。調査区のあちこちにいわゆる鋤溝等の痕跡と考えられる小溝や畑跡

の関連すると考えられるピット列が存在するのみである。当時期として報告 した建物跡はいくつかある

が,時期は確実ではない。

8 近世以降 (第236図 )

水溜用の土坑や溝跡が検出されている。

第 2節 川跡出土の木製品について

1 川跡出土の弥生時代木製品の構成

弥生時代の川跡からは大量の木製品が出土している。伴出した土器は弥生時代前期中葉から中期後葉

のものがあるが,圧倒的に量が多いのは弥生時代中期中葉 (Ⅲ 期)の土器である。また,曲柄鍬にはい

わゆるナスビ形のものが含まれていないことから,時期的には中期に限定できる木器群 と考えられる。

出土 した木器群の種類 とその数は第11表のとお りであるが,こ こには不明木製品や板材などの材は含め

ず,形態及び性格の判明するものに限つて掲載 した。また,曲柄鍬については,軸部の破片で平鍬か又

鍬かは判断できないものは,集計表ではすべて平鍬に入れている。また,集計は破片の点数で行ってい

るので,同一個体のものを複数回数えている可能性は免れない。

板材及び割材には,筆者の肉眼観察では,ク ヌギやヒノキが多い。クヌギは木器にはほとんど使われ
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ておらず,小径木の割材が多いこと (木製品の製作はできない)や部分的

に炭化したものが多いことから,燃料として使用された可能性が高いので

はないかと思われる。

2 広鍬状木製品について

第11表で広鍬状木製品としたものは,本文中でも述べたが,平面的な輪

郭は広鍬とほぼ同じであるが,柄孔周囲の隆起があまり発達せず,木取り

の方向が通常の鍬とは異なり,泥除やエブリと同じように,広葉樹柾目材

で刃部と平行する方向が原木の軸方向になるものである。たとえば,347

・348'780～ 783・ 1288～ 1295。 1489～ 1496な どがあげられる。ただ,泥

除については,当遺跡で出土している1497は薄い板状のもので,こ れとは

全く異なる。また広鍬状木製品の出土数量は多く,こ れをすべて泥除にす

ると,それとセットとなるはずの広鍬は未製品の1487を 除いて出土してい

ないことから,著 しくバランスを欠く組成となる。

広鍬状木製品には柄孔の両脇に孔があるものがあることから,こ れに泥

除が付くことを想定したほうがよいと考えられる。また,出土した泥除は

その大きさから考えて,広鍬状木製品と組合わせた方が,バランスが良い

ように思われる。泥除の装着は柄孔の両脇にある孔と泥除の孔を緊縛する

方法によるもので,広鍬状木製品後面に段等の泥除装着装置はみられない。

また,木取りの方向から考えて刃部の強度が落ちるものと思われる (事実,

刃部と同じ方向で割れているものが多い)が,泥除とセットになる広鍬自

体が水分の多い泥の掻きならし程度の使用しか想定できない以上,強度が

落ちると思われる木取 り方法はさほど問題にはならないと考えられる。

なお,樹種は通常の広鍬と同様アカガシ亜属のものがほとんどである。

木器集成図録
*1に よれば,弥生時代中期には弥生時代前期以来の狭鍬にか

わり,曲柄平鍬が登場するとされているが,当地域では広鍬の方も広鍬状

斧直柄

斧膝柄 6

広鍬

広鍬状木製品 27

狭鍬 2

泥 除 2

曲柄平鍬 22

曲柄又鍬 4

一本鋤 2

組合せ鋤 1

竪 臼

竪杵 3

編み台目盛 り板 1

柄 4

横槌 2

槽 4

小型臼
つ
じ

台付片口皿

合子 1

蓋
ワ

″

杓子 5

杓子形木器

匙

梯子 8

杭 9

金同会Jヲ杉 2

剣形 2

船形

計 119

第11表 木器集計表

木製品に取って代わられた可能性があろう。その原因としては,原材の利用方法に可能性の一つを見い

だしたい。

狭鍬 。広鍬 と曲柄平鍬 。広鍬状木製品の間の違いは,製作に必要な原材の大きさにあると考えられ ,

後者の方がより小さい原材で作成でき,あ るいは原材をより効率的に利用できると考えられる。つまり,

曲柄平鍬では,狭鍬より薄い割材で製作でき,広鍬状木製品では柄穴周囲の隆起を作 り出すために削 り

出される木屑の量は著 しく小さいと考えられる。また,広鍬状木製品の原材 (割材)の表皮側の厚さは

柄穴周囲の隆起の厚さとほぼ同じですむのに対 し,通常の広鍬の原材 (割材)の表皮側の厚さは柄穴周

囲の隆起より原理的に厚 くなくては,製作できない。なお,当遺跡における広鍬状木製品の未製品784

から考えると,割材から最初に一つ一つの製品の大きさに分割 してから細部の加工が行われたといえる。

*1 奈良国立文化財研究所『木器集成図録 近畿原始編』1993 を指す。
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７９

この広鍬状木製品の当遺跡外での出土

状況である (第 237図 ,筆者の管見によ

る)が,県内では高松市井手東 I遺跡
*1,

善通寺市乾遺跡
*2がぁげられる。いずれ

も原材 (割材)か ら,柄孔周囲の隆起を

削 りだしただけで,柄孔の穿孔は行われ

ていない。乾遺跡の 1例2980は ,当遺跡

784と 同様,割材を分割 した段階に留ま

っている。井手東 I遺跡例2981は 弥生時

代中期のものと考えられるが,乾遺跡例

2977～ 2980は弥生時代前期の可能性はあ

るものの報告書の記載では時期はよくわ

からない。

四国地方の他県では,徳島市の庄遺跡

で弥生時代中期と考えられる事例がある

ようである。愛媛県では,弥生時代後期

の今治市中寺州尾遺跡
*3の例2982がある。

品
脚
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
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８

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

２９

第237図  他遺跡の広鍬状木製品 (1/8)

*1 高松市教育委員会『高松市埋蔵文化財調査報告第26集 一般国道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告第四冊 井出東 I遺跡』1995

*2 香川県教育委員会 。日本道路公団『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第一冊 中村遺跡 乾遺

跡 上一坊遺跡』1987

*3 財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター『一般国道196号今治道路埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』1989
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多肥松林遺跡から出土した石器の数量及び重量については,第 12

・13表で示した。ただ,こ の表はやや精度が低いことをお断りし

ておく。

また,神奈川県池子遺跡*1で も同様な事例が知られているようであるが,柄が装着 したまま出土 した

事例によれば鍬ではなく,鋤 ということである。

第 3節 石器について
器種 数 重量 (g)

石鏃 105 156。 32

石槍 9 222.3

打製石庖丁 55 1386

石錐 18 40。 8

スクレイパー 106 2770。 5

打製石斧 9 1404.8

楔形 97 1257.7

石匙 19.8

その他 2796 14121.5

計 3196 21379。 72

第12表 サヌカイト製石器一覧表

器種 数

磨製石庖丁 3

扁平片刃石斧 5

柱状片刃石斧 3

太型蛤刃石斧

第13表 磨製石器一覧表

*1 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 。東日本埋蔵文化財研究会 。東海考古学フォーラム『財団法人静岡県埋蔵文

化財調査研究所設立lo周年記念シンポジウム 第 4回東日本埋蔵文化財研究会・第 2回東海考古学フォーラム 古代

における農具の変遷 稲作技術史を農具から見る』1994
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月
０
加
ヽ

興

∩

幽

∩

興

∩

興

∩

興

∩

幽

∩

幽

∩

枷
∩ヽ

枷
∩ヽ

幽

∩

細

∩ヽ

興

∩

興

∩

興

∩

枷

∩ヽ

興

∩

興

∩
興
∩

興

∩

興
∩

興

∩

繹

撃

叫

８
“
∽
』
あ
国
ふ
国
凶
冒 ３

稔
斌
叶

０
「
測
悩
測

６
Ｙ
ｏ
“
∽
』
よ
〓
凶
冒

８
“
∽
』
あ
目
ふ
口
凶
露

轟
緊
ヽ
主
口
恒
習
メ

■
８
“
∽
Ｌ
よ
目
凶
冒

８
“
∽
∞
国
凶
冒

８
“
∽
∞〓
凶
Ｆ

↑
．ｏ
Ｚ

ｓ
稔

凧

叶

冨

ｏ
“
∽
ト
ロ
凶

冒

（
ｓ
稔
楓
帥

稀
■
翡

聰
引
）
８
“
∽
∞
口
凶
冒

Ｔ
．ｏ
Ｚ

ｓ
捻

賦
叶
冨
ｏ
“
∽
ト
ロ
凶
Ｆ

８
“
∽
』
も
Ｈ凶
冒

（
ｓ
稔
楓
い

縮
■
峡

聰
＝
ゴ
ｏ
“
∽
∞
目
凶
Ｆ

（Ｓ
）
８
Ｍ
∽
』
・コ
凶
露

蔓
緊
ヽ
主
旧
恒
習
メ

■
８
“
∽
Ｌ
よ
国
凶
冒

８
“
∽
ｈ
凶
冒

８
“
∽
』
ふ
〓
図
冒

（
ｓ
ヾ
楓
叶
喘
■
Ⅸ

紫
引
Ｙ
ｏ
“
∽
∞〓
凶
冒

８
“
∽
』
あ
国
ふ
〓
凶
冒

８
“
∽
∞
目
ふ
国
凶
冒

８
“
∽
Ｌ
凶
冒

８
“
∽
Ｌ
あ
目
ふ
目
凶
冒

８
“
∽
ｈ
あ
目
よ
目
凶
冒

型

鮨

1日 1日 1日 1田 1日 1田 1日 IH 1日 1日 1日 1日 1日 1田 1田 1田 1日 1田 1日 1日 1田

廉

即

絡
＝
ｄ
碁

絡

Ｈ

田

緊

昨
＝
期
恙

維

Ｈ

期

Ｋ

綸

＝

田

緊

維

＝

ｄ

蜃

昨

Ｈ

田

≦

鮨

Ｈ

期

≦

鮨

Ｈ

ｕ

≦

絶

Ｈ

期

蜃

鮨

Ｈ

ｕ

蜃

縮

Ｈ

Ｊ

累

鮨

Ｈ

期

≦

聰

Ｈ

期

蜃

昨

Ｈ

ｕ

蜃

雑

＝

ｄ

曇

聰
＝
期
ぶ

絶

Ｈ

ｕ

蜃

鮨

Ｈ

ｕ

蜃

聰
引
期
承

聰
引
期
添

崚

鰤

【
寸
寸

ｄ
ヾ
ヾ 専

ヾ
寸
寸

崎
寸
寸

つ
寸
ヾ

卜
寸
ヾ

∞
寸
寸

い
寸
寸

Ｈ
崎
寸

●
い
寸

ｍ
崎
寸

寸
崎
寸

い
い
ヾ

つ
い
ヾ

い
い
寸

∞
い
ヾ

い
い
ヾ

〇
つ
寸

Ｈ
Ｏ
ヾ
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６
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憔
椰
邸
串
引

゛

撃

臨
田
Ｆ
陣
輛
口
井
ヽ

ス

テ
ヘ回
洲

＾
憲
小
日
前
″瞑
回

象
小
日
塁
螺

回

篠
（
日
”
″耀
回 ヽ

督

野ヽ

へ
篠
（
日
”
″蟷
回

ス

卜
く
ば
謝
　
ヽ

タト
ホ
同
ｍ
憔
縫
［］

ト
ト
ロ
ｍ
燃
棠
［」 ス

か
へ師

ヽ
篠
（
向
”
″蟷
回 ヽ

か
へ邸

＾
篠
（
黒
礎
回

夕
‐卜（
日
ｍ

キ
多楡

″
？

丼

ト

ヘミ

く
丼

川
裏

ヽ
篠
（
日
前
邸

回

卜
（
”
ｍ
憔
終
［］ ス

誉
際ヽ

ヽ
箪
一
日
ｍ
″囃
回 ス

ふ
く
颯
謝
　
ヽ

タ
ト
（
日
ｍ
憔
祟
日
］ ヽ

か
へ邸

篠^
小
黒
縣
回

ιヽ
｛

尽

師

へ
篠
育

ｍ
唾

回 ス

テ
象
酬　
ヽ
篠
（
”
里
ヾ
□

ス（
″ヽ
朦
一　
＾^
ふ
丘
蟷
回 ＾

さ
郭

ヽ
夕〓

鳳
軽

□
キ
ク像

″
？

丼

卜

ミヽ

く
丼

＝
雲

ヽ
篠
育

ｍ
曖

回

ヽ
ふ
く
ば
報
（タト
ホ
日
ｍ
篤
累
［」

翻

罹

目

匡
い（
向
ｍ
″瞑
回

篠
小
日
ｍ
綬嘔
回

卜
（
同
ｍ
憔
撚
［日

（
本
レ

″小
（
日
前
」抑

醤
糞
回

声ヽ
秀
？
墜
回

（
ス
レ

′」
（
「
ｍ

‐卜
（
日
前

クな
丼
卜
ぃぺ
約
鶏

血
ヽ
止
一
コ
「
口
嗽^
クト
（
口
”
艦蝶
［口

卜
（
日
前

」
（
用
ｍ

ト
ホ
ロ
ｍ
艦
累
［］

篠
青
前
曖
回

篠
（
日
ｍ
政蟷
□

。　
（^
へ́賦
ぶ
＾，小
小
日
前
駕
縦
［」

ヽ
ス
レ

卜
（
同
ｍ
篤
累
［日

ふヽ
邑́
¨

篠ヽ
（
日
前
″燿
回

ト
ホ
ロ
ｍ
悠
棠
［日

せ
懸粁

∞ヽ
一

∞ヽ
ト

∞ヽ
一

∞ヽ
い

∞
゛

∞
ヽ ∞ヽ

つ
∞ヽ
い

墨

Ｊ

Ｊ

畑
嵩

臓

Ⅸ
”
ヾ
ヽ
∞
“

＞

崎
．
ト Ｊ

響
楓
輝
Ｑ
∞
“
＞
崎
。ト

・、国
呻
濡
出
Ｑ
崎
＞
崎
．０

〕
肛
≦
ミ
い
い
い
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Ｊ

□
Ｋ
製
∞
＞
崎
．ベ

Ｊ
縛
楓
輝
ヽ
∞
“
”
９

Ｊ
楓
ヽ
Ｑ
∞
い
い
。い

Ｊ
興

臨
耀

♪
″
択
望

め
ヽ
い
“
＞

ｏ
Ｈ Ｊ

紙
Ｓ
額
旦
Ｑ
Ｏ
い
崎
．ベ

Ｊ
螺

ヽ
―
い
長
ミ
ヾ
い
い
。い

Ｊ
燿

憔
Ｓ
鶴
里
Ｑ
寸
“
”
い

Ｊ
裡
肛
めヽ
い
い
い
。Ｎ

Ｊ

畔

ヽ

―

い
ｋ
料

＞
崎

頓
寧
楓
∞ヽ
い
い
い
．い

Ｊ
駆
楓
いヽ
いい
い
．い

ｄ
Ｐ
ｍ
］
ｙ
ミ
は
ヽ
い
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崎

岬
肛
一ヽ
空
一
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い
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Ｊ

楓
Ｓ
後
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Ｑ
つ
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叩
踊
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Ｑ
崎
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翠

Ｃ
）

■

Ｅ
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＝

刺
ヽ
き
業

結
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へ
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ヨ
来

Ｏ
Ｓ
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ヽ

き

韓

側
ふ
蟄
轟

佃
Ｓ
轟

佃

゛

轟

御
筆
轟

刺
ヽ
き
轟

嘲
へ
合
粟

刺

ヽ

金

轟

刺
０
さ
黒

獄

■

・
て
Ｌ

い

き

轟

刺
ヽ
き
轟

刺

ヽ

蟄

興

刺
ヽ
き
黒

側
ヽ
き
慕

刺

ヽ

き

轟

刺
ヽ
き
轟

刺
ヽ
さ
黒

御
筆
慕

刺
ヽ
き
轟

刺
ヽ
金
黒

刺
ヽ
か
黒

佃

き

慕

刺
Ｓ
Ｓ
黒

刺
ヽ
き
轟

酬
ヽ
合
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刺

ヽ

金

轟

刺
ヽ
金
要

い
さ
黒

側

ヽ

金

轟

日
）
枷
ヽ

幽

∩

興
∩

幽

∩

興

∩

幽

∩

興

∩

興

∩

興

∩

幽
∩

興

∩

興

∩

馴
∩ヽ

興

∩
幽
∩

興

∩

幽
∩

興

∩

興
∩

幽

∩

幽

∩

繹
彗
嶼

（蔓
緊
ヽ
主
測
響
凶
細

膠
Ｙ
ｏ“
∽
２
も
国
凶
冒

８
“
∽
』
。つ
Ｈ凶
冒

８
“
∽
Ｌ
。つ
Ｈ凶
冒

８
“
∽
』
・コ
凶
露

（
ｓ
稔
楓
恥
稀
■
螺

聰
引
Ｙ
ｏ
“
∽
∞〓
凶
冒

８
“
∽
Ｌ
あ
目
凶
冒

８
“
∽
∞〓
・ト
ロ
図
冒

８
“
∽
∞国
凶
冒

８
“
∽
』
あ
〓
ふ
目
凶
冒

８
“
∽
Ｌ
ふ
〓
凶
露

８
Ｍ
∽
』
。∞
〓
・ト
ロ
凶
Ｆ

（じ
８
“
∽
』
も
Ｈ凶
Ｆ

（
ｓ
ヾ
楓
呻

ョ

０
悩
測

悩
測
６
Ｙ
ｏ
“
∽
』
図
デ

（
ｓ
ヾ
楓
叶

８

９
榔
測

悩
Ｎ
も
ご
ｏ
“
∽
Ｌ
凶
冒

８
“
∽
』
。つ
Ｈ凶
冒

８
“
∽
』
あ
〓
よ
〓
凶
Ｆ

（習
К
■
ｙ
ｏ
“
∽
』
凶
露

８
“
∽
∞
〓
よ
〓
凶
露

,Ⅲ

３

ヾ

悩
測
榔
測
６
）

〓
ふ
国

凶

冒 ３

埒
楓
叶

い
Ｈ
Ｏ
悩
Ｎ
悩

測
６
）

８
“
∽
』
凶
冒

即

鮨

十日 IH 1日 |‖ 1日 1田 1日 1日 lu 1日 1田 1目 1日 1田 lH |‖ 1日 IH 1日 1田

康

即

維

Ｈ

ｄ

蜃

準

＝

ｕ

鞣

絡

Ｈ

Ｊ

蜃

絡

Ｈ

ｕ

蜃

絡

Ｈ

Ｊ

蜃

業
＝
期
減

昨

Ｈ

Ｊ

累

鮨

Ｈ

ｕ

蜃

維

Ｈ

Ｊ

蜃

串
＝
期
添

峰

Ｈ

ｄ

ぶ

昨

Ｈ

ｄ

曇

維

＝

期

累

熱

Ｈ

Ｊ

≦

鮨

Ｈ

ｕ

Ｋ

維

Ｈ

期

≦

檬

Ｈ

ｄ

云

熱
「
Ｊ
蜃

絡

＝

ｕ

≦

維

Ｈ

ヨ

蜃

中

騨

べ
つ
ヾ

∞
つ
ヾ

い
つ
ヾ

い
つ
ヾ

∞
つ
寸

〇
卜
寸

】
卜
ヾ

ベ
ト
寸

い
い
寸

ヾ
卜
寸

い
い
寸

０
い
寸

ト
ト
寸

∞
卜
ヾ

い
い
ヾ

〇
∞
寸

Ｈ
∞
ヾ
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誦
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器
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メ

駅
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Ｌ
理
辱

メ
響
辱
蘇

ｏ

メ
中
響
本
≪
ヾ
ぃメ
冬
ヽ

。
基
回
躍
簿
峠
９
１
∞

区
継

回
暉
匡
意
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Ｈ

駅
響
Ｋ
キ
ヤ
「
一匹
肛
Ｃ

メ
緊
回
響
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Ｃ
ｍ
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Ｎ
Ш
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Ｎ
゛
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コ
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Ｌ
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響
本
埋
棒
≪
、
メ
≦

軽

メヽ
蟷
回
響
曇
鏃
営

メ
聟
纏
Ｒ
“

望
求
日
Ｃ
≦
雄
Ｌ
ミ
く

メ
繁
回
響
曇
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０

メ
十
響
花
編
辱
峠
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憾

回

ま

キ
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十
卜

雲

へＲ

く
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‐１「
Ｅ
嗅
　
＾

′【
（
日
前
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ス
（
′へ

ふヽ
く
〓
環
　
タヽト
（
日
前
賦剛

罫

く ＾
ふ
く

ト
ホ
”
前
口剛

ス
ふ
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斗
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月 気
昌 fK

キ
ク宍
″い

ζ
半
卜

・
恐
く
十
月
雲

イ
エ
伸
Ｌ

‐
　
ヽ

ヽ
ふ
´

井 キ
月 気
雲 (K

罫

ぐ

キ

′
Ｒ
″
い
ζ

キ
ク
象
″
い
ζ

キ
タ
薇
″
い
イ

キ
ク
像
″
い
ζ ト

（
日
前
書

ι
嶼
黙
｝
キ
タ
宍
″
い
ζ

キ
ク
像
′′′
い
イ

キ
タ
揉
″
い
イ

キ
タ
ヽ
″
い
ζ

キ
″
楡
″
い
イ

キ
タ
像
″
い
く

キ
タ
像
″
い
ζ

キ
タ
像
″
ト
イ

キ
タ
薇
″
い
イ

期

罹
口
Ｅ

な
基
巡
ぺ
約
鶏
響

ス
ト
′ヘ

（
ヽ
レ

卜
ヽ
ヌ
Ｒ

憔
小
ぱ
ぞ

Ｓ
Ｋ

緊
巡
ミ
く

＾
ふ
′ヽ

ス
（
′へ

＾
（
く

夕‐卜（
は
Ｒ

ト
ホ
ぱ
ぞ
熙喫
　
スヽふ
く
Ｅ
嗽

キ

タ
宍
″
い
ζ

＾
ふ
く

ス
ふ
く

＾
（
く

＾
ふ
く

ヽ
ふ
く

キ
タヽ
″
いζ
縣
］
　
スヽふ
く
口
喩

キ
タ
楡
″
い
イ

（
ス
レ

キ
ク
宍
″
い
イ

スふ
′ヽ

‐卜
（
口
嶼
熱
ヽ
＾
ふ
く

せ
懸絆

∞ヽ
い

∞
ヽ

∞
ヽ

∞
ヽ ∞ヽ

い
∞ヽ
い

∞ヽ
つ

∞
いヽ

∞ヽ
∞

Ю
０ヽ

∞
や ∞ヽ

∞
∞ヽ
寸

罹

Ｊ

ｍ
Ψ
喘
Ｒ
ぱ
喚
詢
口
は
ヽ
ヾ
ゝ
′ｎ
．●

〕
≦
駆
】さ
“
´
８

〕
鯉
肛
輝
ミ
∞
“
＞
８

Ｊ
翠
畔
ｍＮ
“
´
９

Ｊ
Ｓ
畔
ミ
ｄ
“
´
８

３Ｗ
師
鴬
“
Ｑ
卜
”
い
．い

Ｊ
楓
輝
∞ヽ
卜
´
崎
．ベ

Ｊ
駆
楓
Ｋ
ｑ
つ
“
＞
９

〕
駆
畔
Ｈお
ぼ
だ
い
．ト

Ｊ
Ⅲ
Ｋ
ｑ
∞
＞
り
。Ｎ

Ｊ

□

Ｋ
お
ヽ
∞
＞
崎
．Ｎ Ｊ

けい

Ｓ

”彎

望

め
お

＞

崎
．Ｎ

Ｊ
鯉

楓
Ｓ
鶴
旦
ヽ
い“
”
８

・．Ｕ

肛

リ
ミ
Ｎ
む

い

い
。Ｎ

岨
扁
町
≦
い
０
い
０
．ベ

「〕
中
高
騰
Ｑ
い
い
い
。Ｎ

Ｊ
楓
К
幽
軽
い
い
い
。Ｎ

“Ｗ
雨
溝
臓
Ｑ
い
い
い
。い Ｊ

［Ｍ

Ｓ

■

望

ｍ
Ｏ

い

０
．Ｎ

Ｊ
楓
Ｋ
出
製
ヾ
＞
い
。Ｎ

Ｊ
駆
楓
いヽ
いン
一
．０

Ｊ
楓
Ｋ
は
つ
い
い
．ｄ

岬
肛
く
藝
ｑ
寸
い
い
。い

己

館

由

は

Ｑ

い
い

い
。い

翠

Ｃ
ヾ

要

区

眠

佃
さ
轟

鞍

部

刺
ヽ
金
轟

側
ぷ
摯
轟

鰤
き
慕

鰤

筆

轟

い

金

轟

刺
ヽ
き
轟

刺

ヽ

か

黒

刺

ふ

き

黒

側
ふ
蟄
轟

御

蟄

轟

側

ヽ

か

縛

刺

ヽ

金

轟

御

き

要

刺
ヽ
き
轟

ス

０

。
導
哨

刺
ヽ
さ
黒

刺
ヽ
金
轟

刺
ヽ
き
轟

佃
さ
轟

刺
ヽ
金
轟

刺

ヽ

金

要

い
き
黒

刺
ふ
筆
轟

刺
ヽ
さ
轟

刺
ヽ
金
轟

刺

ヽ

さ

黒

側

ヽ

゛

縛

刺
ヽ
か
轟

鰤
き
慕

側
ヽ
き
轟

刺
ヽ
き
慕

刺

ヽ

金

異

刺

ヽ

き

轟

側
ヽ
さ
轟

側

ヽ

き

轟

刺

ヽ

金

轟

側

゛

筆

轟

側

ふ

き

要

側

ヽ

摯

轟

州
一
細
ヽ

興

∩

興

∩

興
∩

枷

∩ヽ
幽
∩

幽

∩
幽
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∽
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縮

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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＝
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Ｈ
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Ｈ

ｕ

κ

準

＝

ｄ

曇

鮨

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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∞
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∞
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Ｎ
∞
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∞
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∞
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∞
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∞
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Ｒ
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．
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＾
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＾
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